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クールなお医者様のギャップに溶けてます










出会い




　ナースステーションに響く心電図モニターの規則正しい心拍音。それに耳を傾けながら、担当患者のカルテを手に取る。

「亜あ樹きせんぱぁーい。三一〇号室の野の木ぎさんの採血終わりましたぁ～」

　短髪で背が高くガッチリした体形の後輩が、お尻をぷりぷり振りながら、ナースステーションに入ってきた。

　猫なで声で話す彼の名は小お野の田だ広こう司じ。みんなからは「こうちゃん」と呼ばれている。

　私のひとつ年下の二十六歳で〝男性〟。百八十センチの身長に見合わないベビーフェイスで、院内のマスコット的存在だ。フェミニンな口調は、仕事で忙しい両親の代わりに年の離れたふたりの姉に育てられたためだと言う。

「ありがとう。次はそれを検査室に届けてきて」

　構ってほしそうな彼を軽く無視して、カルテを確認しながら指示を出す。採血の次は超音波検査と胃カメラか――。

　私、本もと山やま亜樹は看護師になって六年目の二十七歳。消化器内科の病棟看護師として、入院患者の血圧、体温の測定や身の回りの世話、医師の治療補助などを行っている。

　忙しさに追われて必死になっていると「視線が怖くて近寄りがたい」と言われることも多いので、患者さんの前では物腰柔らかく、優しく振る舞っているつもり――なんだけど、ナースステーションの中では、そうもいかない。

「おつかい完了ですぅ～」

　患者の検査スケジュールを考えているんだから、ちょっと静かにしてほしい。無言を貫いていると、こうちゃんは〝構ってオーラ〟をむんむんと発してくる。

　図体が大きくて目線を向けなくても視界に入ってくるから、たまったもんじゃない。

「お疲れさま。もう帰っていいよ。夜勤明けでしょ？　ていうかクネクネしないっ！」

　根負けして声をかける。

「えぇ？　クネクネなんてしてませんよぉ」

　言うそばから体をさらにクネらせている。

　それでも彼は腕力があるし、頭もよく記憶力に優れているから、頼りにされることのほうが多い。ただし、初対面の者を驚かせることも多いのだけど。

「こうちゃんにはワンピース型のナース服を着せたいよね」

　隣でカルテをチェックしていた同期の井い村むら花はな絵えが、苦笑いしながら、彼のパンツ式の白衣を引っ張る。

「えぇーひどぉーい。これでもオトコなのにぃ」

「オトコならオトコらしく振る舞って」

　そう言い放つと「こわーい」と言って花絵のうしろに隠れる。

　まったく、朝からなんなのよ。

　こうちゃんが新人だったころ、花絵と私が少しだけ彼の相談に乗っていたら、やけに懐かれてしまい、以来ことあるごとにそばにくっついてくる。

　キャピキャピ騒がしくてたまに困るけど、私にとって一番かわいがっている後輩だ。

　一方、花絵とは看護学校からの仲。面倒見がいい彼女は、レポートや課題をいつも手伝ってくれていた。それは今でも変わらなくて、困っているとさりげなくフォローしてくれる。

　もちろんそれは私以外の人にも同じで、看護師仲間や患者からの信頼も厚い。その上、華きゃ奢しゃで色白な癒し系美人。

　神様は不公平だ。二物を与えるなんて。

　じゃれ合う二人を無視して、別のカルテに目を通していると、思い出したかのようにこうちゃんが話しはじめた。

「そういえば、先輩聞きましたぁ？　今日から新しいドクターが来るそうですよぉ～」

　私が勤める『水みず木き病びょう院いん』は中小規模の病院で、事務員含めた病院のスタッフは総勢八十人。

　院長が消化器疾患の権威で、内科、外科的治療は大学病院に匹敵する技術を有している。そのためうちで技術を学びたいという医師は多いのだ。

　けれど技術取得後は開業を目指す人も多く、先月には十年勤めた消化器科の鎌かま田た先生が辞めてしまった。

　後任が見つからないと事務長が頭を抱えていたのは、つい先週のこと。

「どんな人なの？」

「古こ閑が師長がイケメンだって言ってましたよ。ちなみに年齢は三十六歳だそうですぅ。でも、次のドクターが決まるまでの期間限定なんですって。ざんね～ん」

「こうちゃん、実はやっぱりそっち系なの……？」

　あまりはっきり聞いたことがなかったけれど、頬に手を当て、体をくねらせる姿はまるで少女漫画に出てくる恋する乙女だ。

　思わず立ち入ったことを突っ込んでしまうと、頬を膨らませて反論してきた。

「僕はストレートですっっ！　半年前まで彼女いたの知ってるじゃないですかぁ」

「あぁ、そういえばそんな話してたね。ごめんごめん、忘れてた」

　片手を上げたジェスチャーで、適当に謝る。

「もうっ、忘れるなんてひどいですぅ。花絵先輩、なんとか言ってくださいよぉ」

　話を振られた花絵はまたも苦笑い。

「亜樹は美人なくせに恋愛経験ないからなぁ～。特にこうちゃんの恋バナには興味ないってさ」

　花絵ってば、彼氏いない歴をあっさりバラさないで欲しい。私だって恋愛に興味がないわけじゃない。学生時代は好きな人だって普通にいた。

　ただ、彼を含む男子グループが私のことを『あいつ目力ありすぎ。時々怖いよな』と話しているのを聞いてから、男性と顔を向き合わせるのが苦手になってしまったんだ。

　今でもこうちゃん以外の男性には、ちょっと身構えてしまう。

「ぼくに興味持ってくださいよぉ」

　とはいえ、彼は少し私を怖がってもいいかもしれない。

「あなたたち！　朝礼始まるわよ！」

　よく通る声に振り向くと、私たちの上司、古こ閑が真ま紀き看護師長が、銀縁のメガネをキラリと光らせている。

　看護師歴三十年、いつも背筋を伸ばして立ち働く彼女は、そこにいるだけで周囲の空気を引き締める。院長でさえ一目置く存在だ。

「すみません、すぐ行きます！」

　花絵と私は慌てて席を立ち、会議室に移動する。

　こうちゃんは「お先に失礼しま～す」と、お尻をぷりぷりしながらロッカールームの方に消えていった。

　月はじめに会議室で行われる朝礼は院長の挨拶に始まり、事務長からの業務連絡、職員の結婚や退職がなどが発表される。

　とはいえ八時半には既に外来の受付が始まっているし、各部署の業務も開始しているから朝礼に参加するのはいつもお決まりのメンバー。

　でも、今日は違う顔が多く見られる。会議室もすし詰め状態だ。

「なんで今日はこんなに人多いの？」

　隣に立つ花絵に小声で聞く。

「みんなイケメン医師を見たいのよ」

　さっき聞いたでしょ、と言わんばかりに呆あきれた口調で言われた。

　たしかに見渡してみれば、いつもは適当に仕事の理由を探して朝礼をサボっている若い女性スタッフが前の方を陣取っていて、真面目に毎回参加しているベテラン勢がうしろに追いやられている。

　イケメンっていうだけでこんなに人が集まるなんて、毎月きちんと朝礼をしている院長が気の毒に思えてきた。

　そんなことを考えていると、会議室の扉が開き、院長と事務長に続いてもうひとり、会議室に入ってきた。

　その瞬間、女性スタッフがざわつきはじめた。

「どんな感じの人？」

　ちょうど死角で見えない私は、隣で目を見張っている花絵に聞く。

「うん、あれはかなりのイケメンだわ。芸能人みたい」

「うわぁ～！　目の保養になりますねぇ」

　いつの間にか隣に、うっとり顔のこうちゃんがいた。

「まだいたの!?」

　ギョッとしたけれど、事務長が騒ぎに負けじと声を張り上げて「おはようございます」と挨拶したので、静かにする。

「ふぅ。やっと静まりましたね。では院長お願いします」

　院長は苦笑いで事務長に続く。

「事務長、朝からお疲れ様です。いや、しかし今日は参加人数多いですね。もしかして新任の先生がお目当てですか？」

　その言葉に、前の方に並ぶ女子たちがモジモジしているのが見える。院長はそういうのは疎うとそうなのに、やっぱりこれだけ普段と違う顔が並べばわかるんだ。

「皆さんお待ちかねのようだし、早速紹介しましょうか」

　院長の目め配くばせで、事務長が新任医師の紹介を始めた。

「今日から鎌田先生のあとを担当される、神じん野の聡さとし先生です。後任が見つかるまでの期間、当院に来ていただきます。専門は消化器内科で今日から内視鏡検査に入ってもらいます。では神野先生、ひと言」

「今日からお世話になります神野です。よろしくお願いします」

　柔らかで耳に心地よく響く低い声。でも、姿が見えない。

　目の肥えた花絵が言うイケメン具合を確かめたくて、精一杯背伸びすると、院長より頭ひとつぶん背の高い、細身の男性がやっと見えた。

　身長は百八十はありそうだ。サラサラの黒髪に切れ長の一重、すっと通った鼻筋と薄めの唇。評するなら〝クールビューティー〟といったところか。

　白衣のボタンを全部留めている点は、真面目な好青年風で好感度が高い。みんながザワつくのも納得のイケメンだ。

　でも、あの顔どこかで見たことがあるような。背伸びした姿勢のまま考えていると、神野先生と目が合った。

　ドキっと心臓が跳ねる。少しだけ先生の目が大きく開いたその瞬間、思い出した。思わずこうちゃんのうしろに隠れるように身を縮ませる。

　まさかあの人がこの病院に赴任してくるなんて――。




　昼休み、食堂でお弁当を広げていると、向かいに座る花絵がじっと見てくる。

「なにかあった？」

「それはこっちのセリフ。今日の亜樹、変」

「そ、そんなことないよ」

　なんでもない風を装ったけれど、花絵には通用しない。

「さっき急に入院が決まった外来の患者さんの案内を、他の人に頼んでたでしょ。亜樹の担当だったんじゃないの？」

「……忙しかったから」

　花絵が見ているとは思わなかった。思わず口ごもる。

「亜樹は忙しさを理由に人任せにはしないよ。ちゃんと責任もってやる子だもん」

　そんな風に思っていてくれるのは、ありがたい。

　でも、外来の隣には内視鏡室がある。今日はどうしても神野先生とばったり会うのを避けたくて、担当業務を他の人に託してしまったのだ。我ながら呆れてしまう。

「あと朝礼の時、急にこうちゃんの陰に隠れたでしょ」

　それも見られていたとは。注意力が人一倍ある花絵らしい。

「もしかして神野先生と関係ある？　朝礼が終わってからずっと、暗い顔してるし」

　畳みかけるように鋭いところを突いてくる。

　彼女にごまかしは通用しない。腹を括くくって、神野先生と私の〝因縁〟を話すことにした。

「三年前、私が大学病院の研修に行かされたこと、覚えてる？」




　――看護師になって三年目の夏。

　仕事をひととおりこなせるようになって、仕事に慣れが出はじめたころ、古閑師長に呼び出された。

『内視鏡検査の仕事を覚えてくれないかしら』

　当時、うちは今以上に人手が足りなくて、検査の補助ができる人員には限りがあった。

『来週から二週間、大学病院で研修を受けてきてちょうだい』

　院内で教えてくれればいいのに。そう思ったけれど、ここで新人に教える時間と人手はないと言う。

『内視鏡業務に興味あるって言っていたわよね？　こんなチャンス滅めっ多たにないわよ。スキルアップに繋つながるし、ぜひ本山さんにお願いしたいの』

　その言葉に背中を押され、研修を受けることにした。

　大学病院での私の指導係は、青あお木き美み緒おさんという、年のころ三十歳前後、つやつやのボブヘアが似合うモデルのように美しい女性だった。

　彼女に麻酔の作り方から投与の仕方、説明の方法、機械の準備方法を教わり、翌日にはどうにかひととおり検査補助ができるようになっていた。

　作業をしながら『ここは改善できるかも』と感じる点がいくつかあったけれど、仕事に支障はなかったし、研修に来た身で出しゃばるのも憚はばかられたので、教わったことだけ黙々とやっていた。

　そして研修三日目の朝。

『今日は本山さんひとりで補助業務をやってみて。担当は神野先生よ』

　青木さんにそう告げられ一瞬尻込みしたものの、マニュアルは頭に入っているから大丈夫、そう自分に言い聞かせた。

　その日の午後、患者への説明を終えた私は、神野先生を呼びにいった。

『本山と申します。準備できましたので、よろしくお願いします』

『……はい』

　先生は無愛想に答えると、こちらをチラリと見ることもなく、さっさと患者の元に向かう。

　よく見れば、切れ長の目にスラリとした身長のイケメンだとわかるけれど、せめて挨拶ぐらいは目を見て返してくれたっていいのに。少し恨めしい気持ちで、先生の背中を追いかけた。

『こんにちは。担当の神野です。検査の説明はちゃんと受けましたか？　不安なこと、わからなかったことがあれば言ってくださいね。不安が解消されたら検査を始めますから』

　なにそれ。

　さっきとは打って変わって笑顔で患者に語りかけて、再度検査の説明を始めた先生にカチンとくる。

　私はマニュアルに沿った説明をして、患者の不安を取り除いたつもりだった。先生の言葉と態度は、私への嫌味としか思えなかったのだ。

『先生、先ほどはどうして同じ説明を繰り返されたのですか？』

　検査終了後、抗議したい気持ちをぐっとこらえて、私は尋ねた。

『君はなんのためにここにいるんだ』

　先生の、静かだけど強い口調に体が固まる。

『検査補助のためです……』

　ありのままを答えると、鼻で笑われた。

『だとしたらまったくできていないな。どんな教育を受けたんだか』

『私は教わったとおりのことをやっています。マニュアルだってちゃんと覚えました』

　悔しさに拳こぶしを握り締めていると、頭上から声がかかった。

『マニュアルどおりのことをしていればいいのか？　君は命を預かっている自覚があるのか』

　その言葉にハッとした。

『自覚はあります……。ではなにが足りないのですか？』

『さっきの患者は何度も深呼吸をしていた。きっと自分なりに緊張をほぐそうとしていたんだろう。だから俺は不安を取り除くために、説明を繰り返したんだ。患者を見ろ、一人ひとり違うんだ』

　患者を見る。単純だけど大事なことにどうして気づかなかったのだろう。俯うつむいている私に、先生はさらに大きな声で畳みかけた。

『言われないとわからない君も、中途半端にしか教えられないここのスタッフも、みんな医療従事者として失格だ』

　検査室の外には、青木さんを含めたスタッフも何人かいた。それをわかっての発言かどうかはわからない。

　ただ、検査室から出てきた私と彼女たちの間に、気まずい空気が漂っていた。

『神野先生、最近プライベートが大変みたいで気が立ってるのよ。気にしなくて大丈夫！』

　先生が医局に戻っあと、青木さんはそうフォローしてくれたけど、私のせいでみんなとは壁ができてしまった。

　でも彼に言われたことは間違っていない。

　私はそれ以来、自分なりに患者に寄り添えるように考え、行動するようにした。

　教えてもらっていないことまでやり始めた私に周りの視線は冷たく、『余計なことして』『たかが研修なのに出しゃばり過ぎ』と言う人もいた。

　もちろん、私の意見や質問に耳を傾けてくれる人もいたけれど、気まずさは拭いきれないまま、研修を終えたのだった。




「ふーん、そんなことがあったのね」

　花絵は納得した、といった様子で腕組みをする。

「研修から帰ってきて、やたら勉強してたのはそれが理由かぁ。あまりに必死だったから触れないようにしていたんだけど、なるほどね」

　叱られた日以降、神野先生と直接関わることはなく、時々廊下で見かける程度だった。最終日ぐらいはと挨拶に行ったものの、不在で会えずじまいだった。

「今さらどんな顔して先生と会えばいいかわからないの」

　花絵はうんうん、と何度も頷うなずく。話したら少しスッキリした。彼女に打ち明けてよかった。

　心が軽くなったところでお弁当を食べはじめる。

「うーん、おいしい」

　大好きな甘い卵焼きを食べていると、幸せになる。

「でもね。そんな亜樹に残念なお知らせがあるのよね～」

　花絵の暗い声に卵焼きが苦く感じる。いやな予感――。

「明日の内視鏡検査の補助は、亜樹が担当だよ」

　予感的中。

「いやだ。それはいやっ。お願い、花絵代わって！」

「無理。仕方ないよ、担当者が病欠なんだもん」

　私じゃなくてもいいじゃない、そう言いたいけれど人事配置に口は挟めない。

「大体、亜樹のこと覚えてないかもしれないよ？　それに勉強して経験も積んできたんだし、大丈夫！」

　でも、いやなものはいやなんだよ。思わず泣きそうになる。

「そんな顔しないの。こうなったら開き直るしかない。頑張りなさいっ！」

　花絵が明るく励ましてくれるけれど、どんよりした気持ちが晴れることはなかった。




　昨日はあまり眠れなかった。寝不足でフラフラする。

　でも仕事は仕事。患者には関係ないことだ。顔を叩いて気持ちを切り替えてから、先生を呼びにいく。

「じ、神野先生、け、検査……よろしくお、お願い、します」

　うぅっ、緊張で口がうまく動かない。手がじっとり汗をかいている。

　なにも言わずに椅子から立ち上がった先生はさっさと内視鏡室へ入っていったけど、私は足も動かない。

『ていうか、返事ぐらいしてくれてもよくない？』

　面と向かっては言えないから、心の中で叫ぶけど、なんか虚むなしい。先生のうしろ姿を追いかけながら、小さくため息をつく。

「これから検査はじめますよ。楽にしてくださいね。あっという間に終わっちゃいますからね」

　優しい声かけは三年前と同じだ。きっと患者を第一に考える姿勢も変わっていないのだろう。

　大丈夫、私もちゃんと意識を変えて、患者に接するように心がけてきた。無言でファイバーを向けられ、こちらも無言で潤滑剤をファイバーにつける。緊張が患者にも先生にも伝わらないよう集中力を高める。

　そこからは順調に検査が進んだ。

「あー、疲れた」

　仮眠室でグッタリしていると、こうちゃんと病棟勤務の鈴すず木き菜な緒お先輩が入ってきた。

「本山さん、お疲れ。神野先生って手際いいからついていくの大変でしょ？」

　ベテランの先輩が大変なら、中堅の私がグッタリしていてもおかしくないはずだ。

　ただ救いだったのは、神野先生はどうやら私のことを覚えてなさそう、ってこと。特になにも言われなかったし、そんな素振りもない。心配して損した。

　先輩の言葉に「そうですね……」と力ない笑顔で応えて、椅子にぐったりもたれ掛かっていると、いつもどおりこうちゃんがまとわりついてきた。

「亜樹先輩でも、疲れることあるんですね～」

「こうちゃん、私をなんだと思っているわけ？」

　うーん、と頬ほお杖づえをつくようにして考える姿はやっぱり女子っぽい。

「亜樹先輩はぁ～。サイボーグ的な感じじゃないですかぁ。夜勤とかもよく入ってるしぃ、一日中動き回ってるし～」

　私だって普通に疲れる。休みの日はほとんど寝て過ごさないと、体力が回復しないんだ。

「ふたりは本当に仲良しなのね」

　プゥっとむくれていると、鈴木先輩が笑う。

「仲良しじゃないですっ！」

「仲良しで～す」

　同時に答えてしまった。

「仲良くしてあげてるんです～」

　そっぽを向くと、こうちゃんが私にすり寄ってきた。

「ひどーい。泣いちゃうぅ」

　泣きまねをするこうちゃんの頬を軽く抓ると、彼は舌を出して笑った。

「ふふふ、やっぱり仲良しね。あ、それより本山さん、急な相談で申し訳ないんだけど、明日の夜勤、代わってもらえないかな？」

「特に予定ないのでいいですけど」

「うん、あのね、彼が休み取れたから食事に連れていってくれるって言うの。プライベートな理由でごめんね」

　頬を赤らめる鈴木先輩がかわいい。そういえば最近彼氏ができたって言ってたっけ。

　幸せそうな笑顔に、思わず顔がにやけてしまう。

「亜樹先輩のにやけ顔、気持ち悪いですぅ～」

「うるさいっ！　鈴木先輩、もちろんＯＫですよ」

　せっかくかわいい顔を見て癒されてたっていうのに、こうちゃんめ。午後たっぷり仕事させてやる。

「ありがとう。助かるわ。ちなみに明日の当直医は神野先生よ」

「げっ!?」

　思わず声が出る。しまった、先にそこを聞くべきだった。

「あら、本山さんは先生のこと嫌いなの？」

　嫌いじゃないけど、トラウマなんです――。

「神野先生、厳しいけど素敵じゃない。一緒に夜勤できるなんて、みんなに羨うらやましがられるわよ」

「羨ましいと思う方がいたら、ぜひその方に代わってもらいたいです……。そうだ！こうちゃんは？」

　すがる目で彼を見つめたものの、あっさり断られてしまった。

「いやですぅ～。ぼく、一昨日おととい夜勤やったばかりですよぉ？」

　そうだった。こうなったらもう、急患が来ないことを祈るしかない。




　緊張の夜勤。だけど、そんなことも言ってられない。

「七十九歳女性。吐と血けつの疑いにて救急搬送。当院は三年前に一度受診した事があるそうですが、受け入れていいですか？」

　急患の報しらせが入り、神野先生に確認を取る。

「受け入れて」

「はい」

　吐血か。搬送されてくる前に採血と内視鏡の準備をしておかなくちゃ。

　せっせと用意していると、遠くの方から救急車のサイレン音が聞こえてくる。急いで玄関先に向かい、待ち構える。

「血ー！　血吐いたのよー！　怖い怖い怖いー!!」

　バックドアが開いた途端、パニック状態の患者の声が救急外来に響いた。なんとか落ち着かせるため、手を取ろうとするけれど、さらに暴れだしてしまう。

　あれ？　この人、どこかで見た覚えがある。

「大丈夫ですよー！　病院着きましたよー！」

　大きな声で叫ぶ救急隊の声も虚むなしく、患者はストレッチャーの上で落ち着きなく騒ぎ続ける。

「怖いー助けてー助けてー！」

「大丈夫ですよ。落ち着きましょう」

　医局から来た神野先生が冷静に対応したけれど、患者には優しい声かけも届かない。

「鎮静剤の用意」

　神野先生が私に指示を出す。

　鎮静剤――。そうだ、鎮静剤はダメだ！

「それはできません」

　私が毅き然ぜんとした態度を取ると、先生は怪け訝げんな顔をして振り向いた。

「なぜだ」

「カルテが来れば確実にたしかめられますが、この方、薬剤のアレルギーがあったはずです」

　詳しい薬剤名までは分からない。でも、あの患者は鎮静剤でショックを起こした人だ。へたに投与できない。

「カルテは」

「三年前の受診歴なので、カルテ庫に守衛が探しにいっています。その間に落ち着かせてみますので、先生は救急隊の話を聞いていてください」

　納得しきっていない様子だけど、今は先生のことよりも患者が優先だ。先生の元を離れ、患者を内視鏡室に運んでいった。




「さっきはどうやって落ち着かせた？」

「わっ！」

　洗浄室で処置に使った器具類を洗っていると、急にうしろから声をかけられた。夜間の病院は静かだから、びっくりする。

　ゆっくり振り返ると、入口のドアの前に腕組みした神野先生がいた。

「先生でしたか。お、驚かさないでくださいよ」

「なにをしたんだ？」

　抗議の声は無視された。

「大したことはしていません」

　顔を合わせるのが気まずくて、持っていた器具を洗浄機に入れながら答える。

「ふーん。じゃあ、何であの患者に薬剤アレルギーがあるのを知っていた」

　ちらっと横目で見ると、微動だにせずこちらを見ている。

「たまたま……です」

「たまたま、ねぇ」

　あの患者は、私の内視鏡研修が終わったばかりのころ、胃い潰かい瘍ようの疑いで胃カメラの検査を受けに来た患者だった。

　検査自体が苦手なようで、不安からパニックになりそうだったので、目が覚めている状態ではなくウトウトした状態にして検査をしようと、鎮静剤を投与した。

　しかしその途端、ショック状態に陥り現場は混乱。幸い処置が早かったため大事には至らなかったものの、人命を預かる大変さを改めて痛感した出来事だったので、よく覚えていたのだ。

「記憶はいいほうなのか？」

　なかなか解放してもらえず、落ち着かない。

　ゆっくりと手を動かしながら、先生の質問攻めが終わるのを待つ。

「記憶力は悪くないはずですが、よくもないです」

「へぇー。じゃあ、俺のことは覚えていないのか？」

　思わず振り返ると先生がすぐ隣に立っていた。きれいな顔だなぁ。

　――って、今なんて!?

「三年前の記憶はないのか？」

　その言葉に体が固まった。

「俺のこと覚えていないのか？」

　真剣な表情で迫る視線に、鼓動が早くなる。

「覚えて、いま、す」

　失礼な発言をしたことも、看護師としての姿勢を教えてくれたことも。

「記憶力は悪くないようだな」

　柔らかい声と、少し微笑んでくれたその表情を見た瞬間、三年前に言えなかった謝罪の言葉が自然と出た。

「あの時は、本当に申し訳ありませんでした」

　器具を流し台に置き、頭を下げる。

「君が看護師を続けていて、ホッとしたよ」

　どういう意味？　不安で顔が歪ゆがむ。

「そんな顔するな」

　そう言うと先生の手が頭にポンと置かれた。その瞬間、体に電気が走ったみたいにビクっと痙けい攣れんする。

「君は三年で成長したな」

　柔らかい口調と優しい視線にドキッとする。

　胸のドキドキが聞こえてしまいそうで、先生から体を離したいけど動けない。

　どうしたんだろう、私。

「先生、あの……片付けをしても」

「ああ、悪い」

　先生の手が離れて、ようやく体に自由が戻った。顔を伏せ、急いで片付けの続きに取りかかる。水が流れる音に耳を傾けると、少し気持ちが落ち着いてきた。

　ただ、背後に圧を感じる。そっと様子を伺ってみると、先生は壁に体を預けて腕組みしながら、なおも私の方を見ていた。

「何でしょうか？」

　何もやましいことはないのに、ついビクビクしてしまう。

「来週金曜のシフトはどうなっている？」

「私なら日勤ですが……」

　先生の質問の意図がよく読めない。

「大学病院で内視鏡の勉強会がある。それについて来い」

　勉強会？

「成長したといっても、まだ足りないからな」

　――やっぱり厳しいのも変わらずなんですね。

「分かりました。内視鏡室のみんなに、声をかけておきます」

　そう返事をしたのに、先生は黙りこくっている。まだ何か言いたいのかと振り返ると、彼は眉み間けんにしわを寄せていた。

「参加可能なのは一院につき二名までだ。他のスタッフには勉強会のあとで君が教えればいい」

　でも大学病院ということは、あの時のスタッフに会ってしまう可能性がある。できることなら行きたくない。返事を渋っていると、痺しびれを切らしたのか、有無を言わさぬ命令口調で言われた。

「来週金曜日の午後六時、病院の裏口集合だ」




　翌週の火曜日。

　内視鏡室で麻酔の準備をしている時に、スタッフに勉強会の話をしてみる。

「金曜に大学病院で勉強会があるんですが、神野先生が一名まで連れてってくれるそうです。誰か行きませんか？」

　そこにいた女性スタッフ全員の目が、キラリと光った。

「神野先生と一緒に？　行く！」

「私も行きたいです！」

「私もー！」

　おぉ、さすが人気者。

「じゃあ、誰が行くかは相談して決めておいてください。そして勉強会の報告よろしくお願いします！」

　私が、私が、と言い合うみんなを横目に、小さくガッツポーズを作る。これで私は行かずに済む。彼が人気のイケメンでよかった。

「その勉強会には本山さんを連れていくから」

　声がする方を振り向くと、入口に神野先生が立っていた。勝手にメンバーを募ったことを怒っているのか、顔が怖い。

「私たちの中の誰かではダメですか？」

　そんな表情などものともせず、一番年下の子が前に進み出る。全員の視線が先生に注がれる中、ふぅ、と先生がひと息つく。

「本山さんは前に大学病院で研修をしたことがあるんだ。院内の勝手も多少わかるだろうから、久しぶりに連れていこうと思ってる。君たちにはまた別の機会で声をかけるよ」

　声かけてくれるってー！　キャー！

　みんなの盛り上がりをよそに、先生はまだ怖い顔を崩さずこちらを見ている。

「本山さん、ちょっと」

　もう本当にいや――。

「なぜ勝手に別の人を参加させようとした？」

　廊下に連れ出され、静かな声で問いただされる。

「す、すみません」

「なぜだ」

　先生は腕組みをしてこちらを一心に見つめている。ううっ、そんな詰め寄らないでください。

「予定がありまして……」

「それは嘘だ。なぜだ」

　先生の表情は変わらず、ただこちらを見ている。

「なんで嘘って決めつけるんですか？」

　動揺しているのを悟さとられないように振る舞うけど、声が裏返ってしまった。

「ものすごく目が泳いでいる。あと顔が赤い」

　昔から嘘は苦手で、些さ細さいなことでも見抜かれていた。そうか、私、嘘をつくと目が泳いで顔が赤くなるのか。

　ふむふむと頷いていると、神野先生から容赦なく突っ込まれる。

「勝手に納得するな。俺は今、なぜだと聞いているんだ」

　どうしよう。なんて言えばいいの。あの時のスタッフに会いたくないです、なんて言えない。

　ぎゅっと目をつぶり必死に考えていると、先生の優しい声が聞こえてきた。

「あの時のスタッフに会いたくないのか？」

　どうしてわかったのだろう。

　驚いて目を見開くと先生は「やっぱりな」と言って、組んでいた腕を解き、少しずつ私の方へと近づいてきた。

「この前、俺に泣きそうな顔で謝ってくるから気になってたんだ」

　私ったらそんな顔していたのか。

「大丈夫だ。俺がついてるから。それに君が思ってるようなことはない」

「どういう意味ですか？」

　先生はなにを知っているの？

「勉強会にいけば分かる。だから金曜日、仕事が終わったら裏口で必ず待ってろ」

　なにがなんだかさっぱりわからないけど、もう断れない。

「わかりました」と答えるのが精一杯だった。




　金曜の午後六時、言われたとおり裏口で待っていると、白い外車が横付けされ助手席側の窓が開いた。

「乗れ」

　そう言われて高級車にすんなり乗れるほど、私の経験値は高くない。ぼーっと見つめていると「早くしろ」と怒られた。

「お、お邪魔します」

　うわぁ～車内も高級感漂ってる。ピカピカの内装に黒いレザーのシート。腰を沈めると、ふんわりと身体を包み込まれるようだ。

「ちゃんとシートベルトしろよ」

　緊張しながらベルトをカチッとはめると、静かに車が動きだした。

　大学病院までは高速道路を使って約三十分。車内では特に話すこともなかったから、ただただラジオから流れる音楽に耳を傾けていたが、そのうち心地よい気だるさが押し寄せてきた。




「着いたぞ。おいっ、起きろ！」

「はっ！　す、すみません」

　高級車の居心地のよさで、うっかり寝てしまった。

　先生に肩を揺すって起こされた私は、急いで車から降り、あとに続いて職員用の通路へと入っていった。

　大学病院は広い。多少勝手がわかっているとはいえ、職員用の通路は初めて通る所で、いったい自分が今どこにいるのかさっぱりわからない。

　心の準備もできないまま、勉強会が行われる会議室に到着してしまった。

「参加費は払ってあるから、そこに名前と勤務先を書いておけ」

「はい」

　参加者リストに名前と病院名を書く。こういう時、いつも思うけれど、字がキレイな人が羨ましい。私の文字はすごく幼く見える。

　ふと隣を見ると、先生が美しい文字で名前を書いていた。なんでもかんでも美しいなんて、ここまでくると嫌味だな。

「開始時間は十九時からだから、適当に席を確保して、あとは自由にしてろ」

「はい」

〝適当〟と言われるのが、一番困るんだけどなぁ。

　会議室はすでに七割方、席が埋まっている。

　どこに座ろうかキョロキョロしていると、聞き覚えのある声がした。

「本山さん？」

　振り返るとそこには、あの時さんざんお世話になった青木さんがいた。

「あ、青木さん！　ご無沙汰しております」

「久しぶりね。席が決まってないなら私の隣に来たら？」

　緊張しながらも、おずおずと隣に荷物を置く。

「開始まで少し時間があるから、ちょっと付き合ってくれない？」

　なんだろう。落ち着かない気持ちで、彼女と一緒に会議室をあとにする。

　連れていかれたのは、三年前に研修を受けた内視鏡室だった。

「懐かしいでしょ。でも、あなたには嫌な思い出しかないかもしれないわね。あの時はごめんなさいね」

　青木さんは、三年前と変わらぬ優しい声で私に謝罪する。

「そんなことありません！」

　彼女の目を見てきっぱり答える。

「青木さんの下で得たものは、とても大きかったです」

　実際、ここの内視鏡検査の技術や知識はレベルが高く、非常に勉強になったのだ。

　ただ、私のせいで青木さんたちにまで迷惑をかけたことが申し訳なくて。それをうまく言葉にできないのが、もどかしい。

「あの時ね、神野先生の私生活に問題、というか色々あったのはたしかなの」

　私生活に問題――。

　なぜそれを青木さんが知っているのかと思ったら、彼女は神野先生の親戚に当たるのだと言う。

「でも先生は、プライベートを理由に八つ当たりなんかしない人なのよ。私たちは自分の未熟さを、人のせいにしたかっただけなのよね。実は彼の悪口もいっぱい言ってたのよ」

　彼女は人差し指を口の前に立てて、いたずらっぽく笑う。

「でもあなたは違った。先生の言葉を真しん摯しに受け止めて、必死に努力していた」

「そんなことないです！　私に問題があったのは事実ですから」

　自分のことを棚に上げて抗議しようとするなんて、思い出しても恥ずかしい。

「でも辛かったし、やりにくかったでしょう」

　それも私が蒔まいた種だから仕方ない、と言うと青木さんは笑った。

「あなたは神野先生が言っていたとおり、強い子ね」

　先生が？　あの一件以来、ほとんど関わっていないのにどうして？

「先生ね、あれから毎日あなたの様子を覗いていたのよ。あなたが努力している姿を見て『間違いを認めて、正すことができる看護師だ』って言ってたわ」

　そんなこと気づかなかった。あの時は必死で、周りを気にする余裕もなかったし。

「みんなもね、目の前の患者を見なければ意味がないって、気づいてはいたの。でも周りの目を気にして誰も動こうとはしなかった」

　仕事を円滑に進めるには、同僚とうまくやっていくことが必要不可欠だ。出る杭くいは打たれやすいものだし。

「でも、一緒に働く人との和は大事です」

〝出る杭〟になってしまった私が言うのも、なんだけど。

「時には状況を変える努力も必要よ。あなたはその努力をした。こうと決めたら動かない、強い意志を持っているでしょ」

「頑固だって言われます。いい意味ではなさそうですが」

　そう言うと、青木さんはプッと吹き出した。

「ふふっ。その頑固さを先生は見抜いたのね。意思の強い目を見て思ったんだって。この子には伝わるって。先生が褒めることなんて滅多にないから、びっくりしちゃった。それと……。悔しかったわ」

　力強い視線に、先輩看護師としてのプライドが垣間見えた。

　謝罪するなら、今だ。

「私のせいで、みなさんを巻き込んでしまい、申し訳ありませんでした」

　三年分の想いを込めて、深く、そして長く頭を下げる。

「謝るべきは私のほうだわ、本山さん。あの時はごめんなさい。そしてありがとう。あなたのおかげでみんな変わったわ」

　青木さんの笑顔で、長年胸につかえていたものがすっと溶けていく。なにか言わなくちゃと思うけど、涙が込み上げて言葉が出てこない。

「あらあら、泣かないの。神野先生に怒られちゃう」

「怒られるべきは私です」

　涙声で答える。

「そんなことないわよ。ま、これからなにかあればいつでも連絡して。神野先生がいじめる～！でもいいから」

　泣き笑いの顔で「はいっ！」と答えたら盛大に笑われたけど、今日ここに来られて、青木さんに会えて本当によかった。




「またゆっくりお話ししましょうね」

　勉強会のあと、青木さんと連絡先を交換した。

「はい。必ず連絡します」

　もう少し話をしたかったけれど、用事があるという彼女と別れ、私も帰ることにする。神野先生にも挨拶しておこうと探すと、教授とおぼしき男性と話をしていた。なにも言わずに帰るのは失礼かと思い、会話のタイミングを見計らって声をかける。

「お話中すみません。神野先生、今日はありがとうございました。お先に失礼します」

　一礼して、足早に去る。帰り道がよくわからないので、人の流れに沿って進むとエレベーターが見えた。

「よかった。これで降りれば帰れそう」

　ほっとしたらお腹が空いた。

　なにか食べて帰ろうかな。ぼんやり考えながら列に並んでいると、急に腕を掴まれた。

「うわっ！　な、なんですか？」

　振り返ると息を切らした先生がいた。

「勝手に帰るな」

「すみません。お話し中だったので、お邪魔しないようにと思ったのですが」

　私の腕を掴む手をそっとほどきながら、あとずさる。

「送っていくから」

「でも、先生はこのあとの懇親会に出られるんですよね？」

　終了の挨拶の時に、司会者が懇親会の案内をしていた。それは偉い人たちが交流する場と思い、私は遠慮することにしたのだ。

「さっき誘われたけど、断ってきた。だから大丈夫だ」

　そう言われても。

「電車で帰るので結構です。私の事は気にせず参加してきてください。今日は本当にありがとうございました」

　先生に一礼して、到着したエレベーターに乗ろうとした時、また腕を掴まれた。

「あの、離してください」

「うるさい。黙ってついてこい」

　なんて強引な！　手を振りほどこうかと思ったけど、人の目もあるのでひとまず従うことにする。状況を把握しきれないまま車に乗り込み、シートベルトを締める。

「先生、どこへ行くんですか」

「家まで送ってやる」

「いや、あの」

　――ぐぅ～っ。

　ああ、タイミングが悪すぎる。

「なんだ、腹が減っていたのか。どこか食べにいくか」

　一緒に食事？　そんなの考えられない。

「お腹は大丈夫ですので……」

　――ぐぅ～っ。

「大丈夫じゃなさそうだが」

　先生は顔を背けて手で口元を隠しているけど、肩が震えている。いっそ大笑いされたほうがマシだ。いたたまれず俯く。

　その時ふと、駅前にあるお気に入りの店を思い出した。

「あの、送っていただけるのでしたら、駅までお願いできませんか」

　駅で降りるふりして、ひとりで行ってしまおう。我ながらナイスアイデア！

「なんだ、駅前にいい店でもあるのか？」

　企たくらみも空むなしく、無邪気な声で返される。

「いや、その、勝手に行くので大丈夫です」

　私の言葉を無視して、先生はアクセルを踏み込んだ。

「俺だって腹が減ってるんだ。どこだ？　その店に行くぞ」

　どうしてこうなるの――。




「味噌ラーメン大盛りふたつ、餃子ふたつー!!」

　店員が威勢のいい声で注文を繰り返す。

　遅い時間でも混んでいるこのお店は、雑誌にも載る人気店だけど、カウンター席が空いててよかった。

　ただ、なんだろう。先生にラーメン屋って似合わない。笑いをこらえきれずニヤニヤしていると、先生が話しかけてきた。

「ラーメン好きなのか？」

「はい。研修の時に通ってて、また来たいと思っていたんです」

　でもこの三年間、大学病院の周りは避けていた。今日は再訪できて本当にうれしい。先生と一緒なのは予定外だけど。

「ふーん。それより、俺に言うことはないのか？」

　先生に？　あっ！

「今日はありがとうございました」

「それはさっき聞いた」

　他にあるだろうと言いたそうに、私の方に体を向け、じっと見つめてくる。

「えーっと、勉強になりました？」

「違う」

　先生は小さく首を横に振り、次の答えを待っている。

「ラーメン、自分の分はあとで払います」

「それも違う。ここはご馳走してやる」

　また首を横に振った。もう、いったいなにが正解なの？　思い浮かばない。

「青木に会っただろ？」

　もしかして気にかけてくれたの？　思わず先生の顔を見る。

「ちゃんと話せたか？」

　その表情は柔らかく、患者に向ける時と同じような優しい眼まな差ざしだった。

「はい。三年前のことを改めて謝ることができましたし、青木さんのお気持ちも聞かせてもらえました」

「気にする必要ないって言っただろ？　でもよかったな」

　ポンと頭に手を乗せてくる。不意打ちの優しさとボディータッチに、思わずドキドキしてしまう。

　照れているのがばれないよう、ブンブンと頭を振って手をどかすと、先生の口角が上がった。

「初めて見ました。先生が笑うとこ」

　珍しいものを見た時のように、凝ぎょう視ししてしまう。

「俺だって普通に笑う。なんだと思ってるんだ」

　先生は私から視線を外し、プイと拗すねたようにそっぽを向いた。

「いや、いつもポーカーフェイスなので、それが普通なのかと」

「そんな普通があってたまるか」

　耳が赤い。意外とかわいいところあるんだな。思わずクスリと笑ってしまう。

「君こそ、本性隠してただろ？」

　クスクス笑う私に、先生は反撃をしてきた。

「本性？」

「ずっと俺を避けたり、オドオドしてた。本来の君は物もの怖おじしない性格だろう」

　自分の心を見透かされたようで、ドキリとする。

「だって、ダメな看護師のことを覚えられてたらと思うと、気まずくて近寄れなかったんです」

　そう正直に答えると、先生は「バカだな」と笑った。

　その笑顔に視線を奪われていると、大将の声が響いた。

「餃子と味噌ラーメン大盛り、お待ちーっっ！」

「わあ、おいしそう。いただきまーす！」

　湯気を立てるラーメンと餃子を見るなり、また小さくお腹が鳴ってしまった。でも、そんなことは気にしない。

　蓮れん華げを手に取り、まずはスープをすする。ああ、この味、ずっと食べたかった。

「あっ、うまいな」

　隣からも、小さなつぶやきが聞こえる。

「ここのラーメン、本当においしいんですよ。特に味噌がおススメなんです。近所にあったら毎日通っちゃうのに」

「そんなに好きなら、また来ればいいじゃないか」

　もしかして先生もここの味、気に入ってくれた？

「通いたいけど、ちょっと遠いんですよね」

「車なら早いだろ。この近くに住んでるからたまに連れて来てやるよ」

　なにそれ、どういう意味？　ポカンとして、先生とラーメンを交互に見ていたら「伸びるぞ」と注意された。

　ひとまず返答はせず、ラーメンをズルズルっと食べる。

「男の前でも容赦ないな」

　餃子をつまみながら、先生がまたつぶやく。

「えっ？」

「俺の前で、そんな豪快にラーメンを食べる女は初めてだ」

　だって、そのほうがおいしいもの。返事の代わりに、ズルズルズルッと麺をすする。

　その様子に、ついに先生は声を立てて笑いだす。

「君は彼氏の前でもそんな感じなのか？」

「彼氏はいないからわかりません」

　余計なお世話とばかりに、前を向いたままつっけんどんに答えてやる。

「先生こそどうなんですか？　院内でモテモテじゃないですか」

　先生が来てから、明らかに女性陣のファッションやメイクに気合が入っている。本人もうすうす気づいているんじゃないだろうか。

「俺のことはいいんだ」

　自分のことになると、ごまかすのか。別にいいけど。

「そうか。当然、素敵な彼女がいますよね」

　餃子をひと口でほおばりながら、適当に相あい槌づちを打つ。

「いや、彼女はいない。気になる人はいる気がするけどな」

　またよくわからないことを言うので、「そうなんですか」とだけ返しておく。

　それにしても、こんなふうに普通に話せてるなんて不思議。先生とは恋愛の話なんかできないと思っていた。

「先生ってどんな女性がタイプなんですか？　やっぱり自分の色に染まってくれるような従順な人？」

　だんだん楽しくなって、いろいろと突っ込みたくなってきた。

「なんだそれは」

「前に合コンに行った時、隣に座った人が言ってたんです。気が強い女性より、守りたくなるような人がいい。さらに言えば男に尽くしてほしいって」

　まるで男性がみんなそう思っているかのように熱く語る人だった。もちろん私は、その彼のお眼鏡めがねには適かなわなかったようだけど。

「まぁ、その意見はわからなくはないな」

　なんと。先生もそういう考えなのか。

　世の男性に愛される、従順な女性になれそうもない私に、恋人ができる日はくるのだろうか。

「……おいっ！」

「ん？　なんですか？」

　いけない、ぼんやり考えごとしてしまった。

「今、どっか行ってただろ。話聞いてたか？」

　先生は自分の耳を指さすジェスチャーで問いかけてくる。

「えっと、聞いてましたよ。男性は自分の色に染まって欲しいって話ですよね？」

　餃子に手を伸ばし答えると、小さくため息をつかれた。

「やっぱり聞いてなかったか。まぁいい。これから教えていってやる」

　先生は呆れたように言うと、ラーメンをすする。私は口をもぐもぐさせながら、その言葉が気になっていた。

　一体なにを教えてくれるのかな。気になるけれど、しつこく聞いたらますます呆れられそうだから、今日のところは黙っておこう。

　そうだ、先生と今より打ち解けられたら聞いてみようか。そのためにも、もっと話をしてみたい。

　そう思うようになった二日後――。




「本山さん」

　夜勤明けの眠たい目をこすりながら更衣室に向かっていると、神野先生に呼ばれた。

　振り返ると両手に医学書を抱えている。

「重たそうですね」

　白衣の袖を肘までたくし上げた先生の腕にはくっきりと男らしい筋が浮かんでいる。辞書並みに分厚い本を五冊も持っていたら、当然そうなるだろう。

　先生の腕の中から二冊取り、隣に並ぶ。

「そうだ、先生。先日はありがとうございました」

「無事に帰れたようでよかった」

　自宅まで送る、と言ってくれた先生を振り切るのは大変だった。そこまで厚意に甘えるわけにはいかない。

　最後は先生が追いかけて来れないよう、ホームに入ってきた電車にダッシュで駆け込んだのだ。

「君は自覚が足りないんだよな」

『自覚』の言葉に三年前、先生に怒られたことを思い出した。

「私、やっぱり看護師失格ですか？」

　心配になって、先生の顔を覗き込む。

「そういう意味じゃない。君はいい看護師だ」

　先生の優しい眼差しに、ホッとした以上にドキッとしてしまう。

「ただ、君はもう少し自分が魅力ある女性だってことを自覚するべきだ」

「もしかして、からかってます？」

　先生なりの冗談かと思い、思わず吹き出してしまう。

「からかってなんかいない。ほら、その顔も。君の笑顔は、人の心を和ませる」

　なんだか今日の先生はやけに優しい。褒められるのに慣れていない私は、手元の医学書をじっと見つめたまま、返答に詰まってしまう。

「それも重いよな。でも君は手伝ってくれる」

「力仕事ですから。これぐらい軽いもんですよ」

　照れ隠しのため、片手で本を持って力こぶを見せると先生が笑った。

「たしかに俺より筋肉ありそうだ」

　腕の太さを比べるように私の腕に先生が腕を近づける。

「うれしくないんですけど……」

　ムスっとふくれっ面で睨にらみつけたけれど、先生はなおも笑っている。

「ごめんごめん。しかし、君は表情豊かだな。見ていて飽きないし、楽しいよ」

「先生は職場でほとんど笑いませんよね」

　院内で彼の笑顔を見たのは今がはじめてだ。

「職業柄、仕方ないさ」

　患者は医師の言動に敏感だ。むやみに不安にさせないために、医師は表情を極力隠さなければならないのだけど、それはそれで気を遣う。

「それでも不安を取り除くために、笑うことだってあるぞ」

　そうは言うものの、患者に寄り添う神野先生は心労が絶えないだろう。

　医局に着いたので本をデスクに置くと、ポケットに入っていたチョコの箱を先生に差し出す。

「休憩時間にでも召し上がってください。食べかけですけど」

「くれるのか？」

　コクンと頷くと、先生はくしゃっと顔をほころばせた。

　その不意打ちの笑顔に、胸が高鳴る。

「うれしいよ。これで今日一日頑張れる」

　そう言うと、箱からチョコレートを一粒取り出し、口に入れた。

「甘い物は体に効くので」

　ドキドキを悟られまいと、つっけんどんに答える私の目の前に、チョコが差しだされる。

「ほら、あーん」

　先生にいきなりそう言われてポカンとしていると、口にチョコを放り込まれた。その瞬間、少しだけ唇に先生の指が触れる。

　フリーズしていると、先生は私を見つめながら指についたチョコをそっと舐なめ取った。私はその一連の仕草を、ただぼんやりと見つめるしかできないでいた。

「――本山さん？」

　呼ばれて我に返る。

「そ、それではこれにて失礼します」

　自分になにが起こったのか理解できないまま、ギクシャクと医局を出る私の背後から、「ハハハ」と声を立てて笑う先生の声が聞こえてきた。
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「それで？　どうだった？」

　食堂の席に着くなり、向かいに座った花絵が、先週の勉強会のことを訊ねてきた。なかなかシフトが合わなかったから、話す機会を逸していた。

「勉強会はわかりやすくてよかったよ。大学病院は症例数が多いし、最新の機械を使ってるからすごく参考になった。あと、例の件のわだかまりも解けたんだ」

　お弁当を広げながら報告すると、花絵は納得したように頷いた。

「それ聞いて安心したよ」

　気にかけてくれてたのかな。持つべきものは友だ。

「え～？　わだかまりってなんですかぁ～？」

　隣に腰かけているこうちゃんが、聞きたそうにこちらをジッと見つめている。そういえば、彼にはなにも話してなかったんだ。

「こうちゃんには内緒よ。先輩のイメージってものがあるからね」

　花絵のフォローもこうちゃんを煽あおるだけ。

「余計気になりますぅ」

　机に頬杖ついて『教えて』のおねだりポーズで花絵の方を向いている。

「またいつか話してあげるよ。それよりも今は亜樹に聞きたいことがあるの。ねぇ、神野先生とはどうなの？」

　花絵の質問の意図が汲くめない。

「神野先生と今一番親しいのは亜樹だって知ってる？」

　たしかに雑用を押し付けられたり、担当日でもないのに内視鏡検査の補助を命じられたりはしているけど、親しいわけじゃない。

「ただ他の人より早く知り合っている分、使いやすいだけでしょ？」

　唐揚げを頬張りながら答えると、花絵は呆れたと言わんばかりに軽く首を左右に振った。

「亜樹は鈍感ねぇ。他の女子たちに目をつけられているっていうのに。ね、こうちゃん」

　話を振られたこうちゃんは、なぜか黙っている。その反応に違和感があって、花絵に尋ねるように目配せすると、突然彼が口を開いた。

「亜樹先輩、神野先生のこと好きなんですか？」

「は？」

　突拍子もない質問に、言葉が出ない。

「先輩、どうなんですか？」

　いつもとは打って変わって、真剣な表情でこちらを見てくる。

「なに言ってるの、こうちゃん。変だよ？　あ、変なのはいつもか」

　茶化したわけじゃないけど、こうちゃんは怒ったように、一度机をバンと叩いた。

「ぼく、真面目に聞いているんです！」

　正直、勉強会の日から神野先生のことを少し意識するようになった。

　相変わらずつっけんどんではあるけれど、ただ怖いだけの人ではないとわかったし、ふたりで軽口を叩いて笑うこともある。そんな時は素直に楽しい。

　そして時々、先生の〝気になる人〟って誰なんだろう？と考えることも。

　でも、その程度。

　今の私は職場で愛とか恋とか言ってる場合ではないんだ。もっと色々学ばないと。

「そんなことあるわけないじゃーん！」

　笑いながらこうちゃんの肩をばしっと叩く。

「ですよねぇ～。先輩に限ってそんなことないですよねぇ～！」

　こうちゃんは表情を緩ゆるませ、いつものように体をクネクネさせている。よかった、いつもの彼だ。

　花絵は難しい顔をしたままだけど、この話題は終わり。仕切り直すように話題を変える。

「久しぶりに今夜三人でラーメン食べにいかない？」

「ぼく、夜勤ですぅ」

　さみしそうにシュンとするこうちゃんの背中をさすると、肩にもたれかかってきた。

　その姿勢のまま花絵の予定を確認する。

「私は大丈夫だよ。ていうかラーメンじゃなくてイタリアンにしない？　ゆっくり話そうよ」

　花絵も話したいことがあるのか、神妙な面持ちでいる。

「えぇ～っ。イタリアンなら僕もいきたい～」

「うるさいよ。そのうち連れて行ってあげるから」

　花絵とふたり手を〝しっしっ〟としながら追い払うふりをすると、こうちゃんはますます身をよじらせる。

　いつもどおりのハイテンションなやりとりをしていると、背後から声が聞こえてきた。

「君たちは騒がしいな」

　定食を乗せたトレーを手にした神野先生だった。いつからそこに。

「すみませーん……」

　三人で小さくなって謝る。

「まぁ、休憩時間だから自由にして構わないが」

　そう言うと、先生は私の隣に座ってお昼を食べ始めた。なぜここで？

　周りを見渡してみると、女性陣がじっとこちらを見つめて――。いや、睨んでいる。

　ひぃぃ。怖い。

「先生、あちらのテーブルのほうが静かですよ？」

　女性陣がいる方に誘いざなおうとしたけれど、一いっ蹴しゅうされてしまう。

「どこで食べようと俺の勝手だろ」

　仕方ない。ナースステーションに戻るか。花絵とこうちゃんにアイコンタクトを送って席を立とうとしたら、先生が口を開いた。

「さっきラーメンがどうとか聞こえたけど、また食べたくなったのか？」

「もしかして、盗み聞きですか？」

　おずおずと尋ねると、ジロリと目線だけよこしてきた。

「いやな言い方をするな。あれだけ大声で話してたら、いやでも耳に入る。大体ラーメン食べにいく時は言え、って言っただろう。連れていってやるから」

『連れていってやる』の言葉に、私たちを含む皆がフリーズしてシンとなる。

　その静寂を破るように、先生のＰＨＳが鳴った。

「急患が来るらしい。もしかしたら入院になるかもしれないから、準備をしておいてくれ」

「わかりました」

　そう答えたのは、いつも冷静な花絵。

　フリーズの解けない私の目の前に、神野先生からおにぎりが差し出された。

「これやるから、機嫌直せ」

「なっ……！」

　おにぎりはいらない。それよりもフォローをしてください。

　食堂を出ていく先生の背中を呆然と見つめていたら、近くのテーブルにいた、小柄で目のぱっちりした女性が近づいてきた。

　彼女はたしか、事務の佐さ藤とうさんだ。

「お食事のあと、ちょっとお時間よろしいですか？」

　やっぱり変な誤解をされている――。




　その日の夜、花絵と訪れたのは病院からふた駅離れたイタリアン。花絵いわく「知り合いがめったに来ないから、ちょうどいい」のだそう。

「で？」

「で、ってなにが？」

　注文を済ますなり、花絵は前のめりになって私に詰め寄ってきた。

「佐藤さんの呼び出しはなんだったの？」

「ああ、花絵の想像どおりだと思うよ。『神野先生と付き合ってるんですか？』だって」

　ドリンクバーから取ってきたアイスティーを飲み干しながら、ふぅ、とひと息つく。

「あの会話じゃ、そう思われても仕方ないよね。ていうかラーメン食べに連れていってやる、ってどういうことよ」

　ぐいぐい迫ってくる花絵にたじろぎながら、先週の金曜日の出来事をかいつまんで話す。

「……なるほど。そういうことか。で、亜樹は本当のところ、先生をどう思っているの？　こうちゃんが聞いた時はごまかしたでしょ」

「ごまかしたわけじゃないよ。気になる人がいる相手を、わざわざ好きになっても意味がないでしょ」

　なんとなく花絵の目を見て話せなくて、おしぼりに手を伸ばす。

「意味の有無じゃなくて、好きなの？　嫌いなの？」

「神野先生のことは医師として尊敬してるよ」

　患者への説明に専門用語は使わないし、少しの不安も残さないよう、とことん付き合っている姿はすごく素敵だと思う。

「男性としては？」

　この手の話は苦手なのに、今日の花絵は追及の手を緩めてくれない。うらめしそうな目で見つめてみるけれど、軽く無視される。

「カッコいいけど、好きとか嫌いとかいう感情はよくわからない……かな」

　誰かに恋心を抱いたのは、ずいぶん前のこと。好きという感情がどういうものか、忘れてしまった。

「そっか。じゃあ、こうちゃんはどう思う？」

「こうちゃん？」

　急に質問が変わるから、一瞬ポカンとしてしまう。

「こうちゃんは弟みたいなもんだよ。妹のほうが正しいかな。でもなんで急に？」

　真意がいまいち読み取れず、花絵の目を覗き込んでみる。

「ううん。聞いてみたかっただけ」

　彼女はなにかを考えているように、目を伏せた。変なの。まだなにか言いたげだったので、おとなしく次の質問を待つ。

「ねぇ、亜樹。佐藤さんに先生との仲疑われてどう思った？」

　また先生の話に戻ったか。

「うーん。巻き込まれたくない、って思ったよ。しかも『付き合ってないなら、仲よくしないでください』とか言われたから『単なる仕事仲間です！』ってキレちゃった」

　てへ、と肩をすくめてみたけれど、花絵はいたって真面目な顔。

「……亜樹を落とすのは大変だわ」

　それどころかため息をつかれてしまった。

「どういう意味？」

　なんだか自分がお子様扱いされているような気分になる。

「深い意味はないわよ。それより、ピザ来たから食べよう」

　花絵からの追及タイムが終わり、私は心おきなく食事を堪たん能のうすることにした。

　そういえば、明日は神野先生と一緒の夜勤だ。明日は何事も起こらないといいな。




　水曜日の午後五時、日勤帯の看護師から申し送りを受ける。今日は特に問題なかったみたいだから、ゆっくりできそうだ。

　それでも、いつ急患が運ばれてくるかわからない。人手があるうちに用事を済ませておこう。

「ちょっと三〇一号室に行ってきます」

　一緒に夜勤に入る古閑師長に声をかけて、三〇一号室へ向かう。

「山やま田ださーん。具合どうですか？」

「ぼちぼちだぁ～」

　山田さんは、私が担当している入院患者。聞くところによると大企業の会長らしいけど、偉ぶることのない、気さくな人柄のおじいちゃんだ。

「今日は十分ぐらいしか時間がないけど、マッサージしますね」

　返事代わりの笑顔を返す山田さんパジャマの裾を捲まくって、足を出す。

「細くなっちゃったな」

　そうつぶやくのはいつものこと。九十歳を超えていると思えば、元気なほうだ。

　ただ消化器の癌がんを患っている山田さんは、年齢と体力の問題で積極的な治療ができず、自宅で容体が急変するたび、入院になってしまう。

　今回の入院は今までで一番長く、寝たきりの状態が続いたため、筋力は落ち、今では自力で起き上がることさえ難しい。

　加えて冬が近付いてくると、皮膚が乾燥してあかぎれになってしまうので、手製のオイルでマッサージして、少しでも快適に過ごせるようにしている。

「気持ちいいなぁ。それにいい匂いだ」

「ラベンダーの香りだからゆっくり眠れますよ」

　ここでは看護師たちが、それぞれ患者の状態に合わせたオイルを作っている。不眠気味の山田さんにはラベンダー。

　長い間第一線で働いてきた山田さんの枕元には、今も難しそうなビジネス書が積まれている。体の自由は利かないけれど、頭ははっきりしているから、ストレスも溜まっていることだろう。短い時間だけど少しでも癒されてほしい。そんな思いを込めながら、マッサージをする。

「今日もありがとうな。気持ちよかったよ」

「またマッサージに伺いますね。なにかあったら呼んでください」

　裾を捲めくったパジャマを元に戻し、ナースステーションへ帰る。

　患者たちの食事の時間も終わり、ひと息ついていると古閑師長に呼ばれた。

「本山さん、今落ち着いているから少し休んできていいわよ。あっ！　でもその前に医局に行って来てちょうだい」

　仮眠室に向かおうとしたところで、呼び止められる。

「神野先生にこの患者の指示を貰もらってきてほしいのよ。そのまま休憩に入っていいから」

　ドサっと三人分のカルテを持たされ、しぶしぶ医局へ向かう。仕方ない、これも仕事だ。




　――コンコン。

「失礼しまーす。先生、検査伝票にチェックお願いします」

　返事を待たずに部屋に入り、事務的に声をかける。

「あぁ、君か。今書くからそこで待ってて」

　ソファーから起き上がりながら、先生が答える。どうやら休んでいたようだ。起こしちゃって悪かったかな。顔に疲労が滲にじんでいる。

「はい。これ」

　それでも指示は丁寧に書き込んでくれているから、さすがだ。

「ありがとうございます。では失礼します」

「あ、ちょっと待て」

　早めに撤収して休ませてあげようと思ったのに、呼び止められてしまった。なんとなくふたりきりになるのが気まずい。

「この前急患でパニック起こした人がいただろ。あの時、君がどうやって落ち着かせたかわかったぞ」

　えっ、それはもう済んだ話だと思っていたのに。

「ちょっと答え合わせをしてもいいか？」

　返答に困っていると、先生がつかつかと近づいてくる。あとずさりしようとした瞬間、全身をふわりと温かいものに包まれた。

　な、何事？　自分の身になにが起こっているのか理解するまでに、十数秒は要した。

　もしかして、私、先生に抱きしめられてる？

「こうやって安心させたんだろ？」

　先生の息がかかった耳たぶが、熱を持つ。言葉が出てこない。

「おい、違うのか？」

　し、心臓が飛び出るっ！　い、息ができないっ！

「おい」

　肩を掴まれて前後に揺さぶらされて、ようやく呼吸が戻る。

「な、な、な、なにするんですかっ！」

　状況が理解できず、舌がうまく回らない。

「だから答え合わせと言っただろう。なに動揺してるんだよ」

　そんなの、動揺するに決まってる。呼吸を整えている私に、平然とした顔で先生が畳みかける。

「君が患者にやったことだ。いい機会だから言っておく。この方法、この前は女性だったからいいが、男性にはやるな。特に若い男には」

　この人はいったい、なにを言ってるんだろう。

「かっ、患者を安心させるためなら私はやります」

　声が裏返ってしまって、いまいち決まらない。

「君みたいな美人に抱きしめられたら、男は勘違いするぞ」

　かぁっと顔が赤くなったのが自分でもわかった。そんなこと言われたら、冗談でもドキドキする。

　返事ができないでいるのを肯定と取った先生はふたたび私を抱きしめてくる。

「男の時は俺がなんとかするから、この方法は使わないでくれ」

　耳元で囁ささやかれると、膝から崩れ落ちそうになる。先生の腕から解放されても、フリーズしたまま動けなかった。

「なぁ、なにか香水つけてるか？」

　私から離れた先生は、平然とソファーに腰かけている。さっきまでの出来事はなんだったんだ。ひとり頭から湯気が出そうになっていることが、悔しくて恥ずかしい。

　それに仕事柄、香水なんてつけられない。そんなこと先生だってわかるはず。

「あっ」

　心当たり、あった。

「な、なんだ」

「はっ！　山田さんアロマですっ」

　ああ、またおかしな返答をしてしまった。

「山田さん？」

　そうか。先生は患者にアロマオイルを使っていることを知らないんだ。

「苦痛緩和とリラックスのために、アロマオイルを使っているんです」

　アロマオイルは医療機関でも使われていることがある。もともと興味があった私はアロマについて勉強して、院内でも希望する患者にはマッサージをしているのだ。もちろん、院長の了解は得ている。

「そうか、患者のリラックスのためか」

　そう言うと先生は、なにか言いたげな表情で、突っ立ったままの私を見上げた。

「なんですか」

「そのオイル、今どこにある」

　無言でポケットに入っていた瓶を見せると、腕ごと先生の方へ引っ張られ、隣に腰かける形になる。

「なにするんですか！」

　先生と距離が近づくと、落ち着いたはずの鼓動がまた早く打ち始める。

「俺にもマッサージしてくれないか」

「えっ、無理ですっ！　ご自分でなさってください！」

　患者なら平気だけれど、先生の肌に触れるなんてできない。マッサージオイルをソファーの前のテーブルに置いて出ていこうとすると、力強く抱きしめられた。

「俺は別にこのままでもいいんだ」

「なに言ってるんですか？」

　もう先生のペースには乗せられたくない。身をよじって逃げようとしたけれど、腕に力を込められてしまう。

「君から香る甘い香りだけで、十分癒される」

　体が汗ばんでしっとりとしているのが、自分でもわかる。

「俺に抱きしめられるのとマッサージするの、どちらがいい」

　このままだと、自分が汗くさくなってしまう。それだけは避けたくて、力を込めてどうにか先生の腕を振りほどく。

「どちらも無理ですっ！　それに私、休憩時間が終わるのでこれで失礼します」

　先生はぜーぜーと肩で息をしている私の手を掴むと、もう片方の手で器用にＰＨＳを取り出し、どこかに電話しはじめる。

「すみません、神野ですが本山さんに頼みたいことがあって……。ええ、十分ほどよろしいでしょうか。……はい、ありがとうございます」

　もしかして、電話の相手って。

「古閑師長の了解を貰ったぞ。さ、マッサージしてくれ。ハンドマッサージでいいぞ」

　やっぱり。

　愕がく然ぜんとしている私を無視して、先生はいそいそと腕まくりしている。こんなの、職権乱用だ。

　抵抗の意味を込めて黙っていると、彼は上目遣づかいでこちらを見てくる。

「五分だけでいいから頼む」

　こんな姿、見たことない。どうしてそんなにマッサージしてほしいんだろう？

「あっ、もしかして眠れてないんですか？」

　先生の顔を見ると、たしかにいつもよりむくんでクマもできている。相当疲れが溜まっているようだ。目も充血して赤い。

「それならそうと早く言ってくださいよ」

　看護師として、目の前の弱っている人を放ってはおけない。オイルを手に取り、先生の掌てのひらから肘にかけてマッサージを始める。

　大きな手だ。ゴツゴツしてるけど、無駄な肉がなく、指はスラリと細い。そういえば体も細かったな。

　って、なに余計なことを考えているの、私は！

　気がつけば、恥ずかしさを隠すためにぎゅうぎゅう力を入れ過ぎていた。まずい。恐る恐る様子を伺うと、先生から寝息が聞こえてくる。

「寝ちゃった……」

　短時間のマッサージで寝てしまうほど疲れていたらしい。そっと頬に触れると、先生の温ぬくもりを感じる。

　同時に胸をキュッと掴まれるような気持ちになって、そんな自分に戸惑う。頬から手を離し、起こさないよう力を弱めて両手のマッサージを終えると、近くにあったブランケットをかける。

「ゆっくり休んでください」

　小さく声をかけて、そっと部屋を出た。




　抱きしめられたあの日から、先生と目が合うことが多くなった。それと同時にドキッと跳ねる私の心臓は、だいぶおかしくなっている。

　ずいぶん長い間忘れていたけれど、この気持ちには覚えがある。

　たぶん、私はこのままだと先生を好きになってしまう。

「亜樹先輩、ため息ばっかりついてると幸せが逃げちゃいますよ～」

　ナースステーションのデスクで悶もん々もんとしていると、明るい声が降ってきた。

「こうちゃんはいつも楽しそうでいいよね」

「仕事楽しいですもん！」

　最近疲れ気味だったから、彼の明るさに少し心が救われる。

「そうそう、神野先生からの伝言で、この方のカルテを探して持ってこい、だそうですぅ～」

「えっ？　カルテなら事務所に頼んでよ」

　今は、どんな顔して先生に会えばいいのかわからない。

「先輩知らないんですかぁ？　先生が事務所に行くと、あの佐藤さんが世話焼きまくりなんですって～。それが見え見えで、ちょっとした問題になってるらしいですぅ。だから先生も事務所を避けてるみたいですよぉ～」

　そんなことになってるとは知らなかった。と同時に、佐藤さんの素直さが、ちょっと羨ましくもある。

「それなら仕方ない。こうちゃん、お願い！」

「いやですよぉ。先輩が頼まれた仕事じゃないですか～」

　まぁ、これ以上先生を避けても埒らちがあかない。重い腰を上げて一階の事務所で鍵を受け取り、カルテ室のある四階まで階段を登る。

　ふぅ、と息を整えて鍵を開けようとすると、既にドアが開いていた。中に誰かいるのかな？

「失礼します」

　様子を窺うかがいながら入室すると、隅にあるパソコンの前に、太った影が見えた。

「藤ふじ井い先生、なにしてるんですか？」

　影の主は消化器外科の藤井先生だった。クマのような姿にゆったりとした口調と行動から、実年齢より老けて見られがちだけど、まだ三十歳。それを本人は気にしているらしいから『意外と若いんですね』は禁句だ。

「あぁ、本山さんかぁ。びっくりした～」

　先生はなぜかパソコンの画面を隠す。怪しい。

「なにを調べてたんですか？」

　詮せん索さくはよくないと思うけど、好奇心に負けて突っ込んでしまう。隙間から画面を覗き込むと〝温泉〟の文字が見えた。

「どこか旅行にでも行くんですか？」

「あーあ、見えちゃったかぁ。これ調べてたの、内緒にしてよ？」

　照れながらニコニコする様子がクマの人形みたいで愛らしくて、さらにつついてみたくなる。

「内緒だなんて、もしかして彼女ですか？」

「えっと、まぁ、そんな感じかな」

　頭を掻かき恥ずかしがる先生は、なおのことかわいらしい。

「いいですね～。どこに行くんですか？」

「彼女が温泉に行きたいって言うから、湯ゆ布ふ院いんか箱はこ根ねにしようと思うんだけど、どっちが女性好みかな」

　こちらの冷やかしなどものともせず、候補の旅館のサイトまで見せてくる。この旅行を相当楽しみにしているんだろうな。先生の彼女も、きっと喜ぶだろう。

「あっ！　どちらも部屋風呂なんですね」

「へへ、一緒に入れたらいいな、なんて思って」

　鼻の下を伸ばした締まりのない顔が面白くて、思わず吹き出す。

　すると先生は「ひどいなぁ」と、ぷうっと頬を膨らませた。その顔がますますクマっぽいから、また笑ってしまう。

「ちょっと、笑わないでよ！」

「すみません。でも幸せそうで羨ましいです」

　そう言うと藤井先生は満足そうな顔で、パソコンに目を戻した。

　他の旅館のサイトも見ながら、ふたりでしばらく盛り上がっていると「おいっ」と背後から聞き覚えのある声がする。

　藤井先生とゆっくり振り返ると、そこにいたのは。

「神野先生……」

　ふたりでハモってしまった。

「カルテが来ないと思って心配して来てみたら。なにしてるんだ」

「すみません」

　またハモっちゃった。

　藤井先生の方をそっと窺い見ると、あっちも私を見ていた。目が合った瞬間、さっきの締まりのない顔を思い出して、クククと笑い声が漏れてしまう。

「……ちょっと来い」

　いつもより低い神野先生の声に慌てて口をつぐむ。まずい。怒っている。待たせたのは申し訳ないと思うけど、そんな怖い顔しなくても。

　おずおず立ち上がると、腕を掴まれ、カルテ室からずんずんと連れ出される。

　藤井先生は、神野先生の剣けん幕まくに気け圧おされたのか、そんな私たちをぽかんと見送るばかりだった。




　神野先生は屋上まで来ると、掴んでいた私の腕を解くなり、こちらを振り返った。

「藤井先生と付き合っているのか？」

　眉間にしわを寄せて見下ろすような視線で私を問い詰める。

「まさか。ただの医師と看護師という関係ですが」

「温泉がどうとか聞こえたが」

　いつからいたんだろう。

「私はただ、旅行の相談に乗っていただけです」

　でもどうしてそんなことまで、神野先生に言わなきゃいけないんだ。思わず不満げな声で答えてしまう。

「ずいぶん楽しそうに笑っていたな」

　だって、あの顔が。しまった、私のツボに入ったようだ。込み上げる笑いをこらえようとして、唇が変な形に曲がる。

「どうした、なにがおかしい？」

「いえ、なんでも」

　先生は私から視線をはずすと、「なんなんだよ」とイライラした様子で呟いている。そしてふぅ、とため息をひとつつくと、ふたたびこちらをじっと見つめてきた。

　まっすぐで強い視線に、ドキッとする。思わず視線を逸らしてしまう。

「失礼しました。カルテを取ってきますね」

　この場の空気が居心地悪くて、室内に戻ろうとすると、うしろから先生が覆いかぶさってきた。

　覚えのあるこの温もり。

　私はまたもや、先生に抱きしめられていたのだ。背中越しに先生の鼓動を感じる。いや、もしかしてこれは私の心臓の音かもしれない。

「俺には笑顔を見せないくせに、なんであんなに……」

「えっ？」

　先生の言っている意味がわからず、かすれた声で聞き返す。

「いや、なんでもない」

　そう言った先生は私を解放すると、出口に向かって歩き出す。

「カルテを探してこい。俺は戻るぞ」

　状況が把握できず、突っ立ったままの私を残し、さっさと屋上を出ていってしまった。




「いやー！　仕事終わりの一杯はうまいっ！」

　その日の夜は、花絵とこうちゃんと前々から予定していた、駅前の居酒屋での飲み会だった。

　私はさっそく豪快にビールを呷あおる。久しぶりの会合にこうちゃんもご機嫌だ。今日の彼は、グレーのジャケットにデニムを合わせた、いたって普通のいまどき男子風。このビジュアルを『素敵』と思う女性も多いだろう。

　お姉さんの影響とはいえ、どうして口調だけフェミニンなのか、不思議でならない。きわめて個人的なことなので、あえて触れたりはしないけれど。

「花絵先輩、次はなに飲みますぅ？」

　今日の花絵はペースが速い。

「ビール」

　つっけんどんな言い方は、どう見てもご機嫌斜め。日ごろ人に気を遣っているから、ストレスが溜まってるんだろう。

　少しのお酒で効率よく酔い口が悪くなるという、花絵唯一の欠点が顔を出しはじめた。特に今日は忙しかったから、早々に荒れている。

「もっと仕事ができる人材を確保しろっつーの」

　おぉ怖っ。みんな優秀だよ、なんて言ったが最後。花絵の愚痴は三十分止とどまることなく続いた。

「あー！　スッキリした」

　どうやら本日の愚痴タイムは終了したようだ。こうちゃんと顔を見合わせて苦笑いしていると、今度は私に話の矛ほこ先さきを向けてきた。

「それよりも聞かなきゃいけないことがあったのよ。ねぇ、神野先生のことはどーなのよ？」

　やっぱり、この話題か。でも正直、誰かに話してしまいたかった。お酒の席だし、勢いで話してしまおう。

「最近、神野先生を見るとドキドキするんだよね。抱きしめられたりしたら心臓止まりそうになるし」

　そう言うと、ガタっと花絵のグラスが倒れた。そして、私からウーロン茶を奪うと、ゴクゴク飲み干した。

「なにそれ。いつの間に抱き合う仲になったのよ？」

　その言い方はやめてほしい。

　今までの経緯を話すと、酔いが少し覚めてきたようだ。

「ふーん。それで、亜樹は先生のこと……」

「うん、たぶん好きだと思う」

　私の告白に、今度はこうちゃんがグラスを倒す。

「ちょっと、ふたりとも気をつけてよ～」

　軽く抗議しながらテーブルを拭いていると、こうちゃんはガッと私の手を掴んできた。その力強さに、思わず言葉を失う。

「それ、本気ですか？　前に聞いた時は『私に限ってあるわけない』って言ってたじゃないですか」

　その目はいたって真剣で、いつものように茶化すことができない。

「自覚はなかったけど、あの時からもう先生のことを意識してたんだと思う」

「でも、先生には気になる人がいるんですよね？」

　痛いところを突かれて、二の句が続かなくなる。

「じゃあ、やめたほうがいいですよっ！　先輩が傷つくのなんて見たくないっ！」

「こうちゃん……」

　彼の優しさがうれしい。たしかに、引き返すなら今のうちかもしれない。

　そんな私の考えを見透かしたかのように、花絵が鋭い声で制してくる。

「こうちゃんには酷だけど、この恋を応援してあげよう？　亜樹の久しぶりの恋なんだから。亜樹もあきらめちゃダメだよ」

「花絵先輩～！　うわーん！」

　今日の彼は泣き上戸だ。机に突っ伏してわんわん泣いている。

　花絵の言うとおり、簡単にあきらめるなんて、私らしくない。可能性が低くても、納得いくところまで恋してみよう。

　その決意ができたら、不思議と仕事にもやる気がみなぎってくる。こうちゃんの優しさに癒され、花絵の力強い言葉に励まされた夜だった。




「おはようございます」

　翌日、私はいつも以上に気合を入れてナースステーションへ入った。するとミーティング前に古閑師長に呼ばれ、今日は病棟業務ではなく、外来に行ってほしいと言われた。

「看護師が急に休んで人手が足りないの。急な変更で申し訳ないけど、お願いできるかしら」

　ふたつ返事で快く引き受け外来に向かうと、私が担当する医師は神野先生だった。

「よろしくお願いします」

「あぁ、よろしく」

　ううっ、なんだか変に意識してしまう。

　先生と一日一緒にいられるのはうれしいけど、自分の気持ちに気づいた今、ドキドキを抑えられない。

　チラチラ様子を伺っていると「なんだ？」と冷たく言われるけど、それすらもときめいてしまう。

　こんなことじゃいけない。ちゃんとしないと。緩む頬を引き締める私に、容赦なく先生からの指示が飛ぶ。採血、エコー、胃カメラの予約と説明、採血の特殊検査依頼、ワクチンの注射。

　――どうやら恋に浸っている場合ではなさそうだ。




　午後二時。先生に指示された仕事を夢中でこなしていたら、お昼がこんな時間になってしまった。

「お腹ペコペコで倒れそう。食堂のラーメンも食べちゃおうかなぁ」

　更衣室にお弁当を取りに来たけれど、それだけじゃ足りない気がして、念のため財布も持っていくことにする。

　ロッカーの鍵を閉め、ドアを開けようとした時、外から声が聞こえた。

「待ってくださいっ！」

　思わずドアノブにかけた手を止め、少し様子を伺う。

「なんですか？」

　この声は、神野先生？

「あの、私、先生のことが本当に好きなんです」

　んん？　この鈴を転がすような声。もしかして事務の佐藤さん？　今のって――告白!?

　聞いてはいけないとわかっているけれど、耳をそばだてずにはいられない。音を立てないよう注意しながら、ドアに耳をくっつける。

「先生の彼女にしてくれませんか？」

　なんて答えるんだろう。こう願ってはいけないけれど、ＹＥＳとは言ってほしくない。ああ、私はいやな奴だ。

「気持ちはありがたいが彼女にはできない」

「どうしてですか？」

　佐藤さんの切羽詰まった声に思わず胸が締めつけられる。今の私は、彼女の気持ちがよくわかる。

「申し訳ないが、君に興味がない」

「そんな……。やっぱり本山さんみたいな美人で男前な女性が好きなんですか？」

　急に出てきた私の名前に、どっと汗がふき出す。

　そして、先生の答えを少しだけ期待してしまう。

「彼女は関係ない。ただの仕事仲間だ」

　関係ない、か。

　少しはつながっていると思っていた先生と私の間にある糸が、ぷつりと音を立てて切れた気がした。

　力が抜けて、その場に座り込んでしまった。そこからなにか話していたようだけど、会話は耳に入ってこない。

　とりあえず仕事しないと。お弁当は食べずにナースステーションへ戻る。ふたりの会話なんか聞かなきゃよかった。

「あれ？　亜樹早かったね。ってどうしたの？」

　棚の整理をしていた花絵は、すぐに私の目が赤いことに気づいた。

「亜樹、ちょっとおいで」

　肩にそっと手を乗せて、当直室へ連れていかれる。

「なにがあったの？」

　花絵は私をベッドに座らせると、温かいお茶を淹いれてくれた。その優しさに涙が出そうになる。

「私、失恋した」

「えっ？　もしかして告白したの？」

　昨日のことがあったから、私が勢いで突撃したと思ったようだ。

「違う違う！　先生と事務の佐藤さんが話しているところに偶然居合わせたんだけど、私との関係を聞かれた先生が『関係ない』って言ってたの」

　彼女の告白のことは、伏せておいた。私が噂を広めるわけにはいかない。

「なにそれ」

　花絵の表情が曇った。それを見なかったことにして、努めて明るく言う。

「しょうがない、あきらめよう。先生、もともと気になる人がいるって言ってたんだし。最初から実らない恋だったんだよね」

「亜樹……」

　花絵が隣に腰かけて、背中をさすってくれる。強がってみたけど、こんなに苦しくなるぐらい、先生のことを好きになっていたんだ。こぼれ落ちそうになる涙をグッとこらえて深呼吸すると、少し落ち着いてきた。

「亜樹と神野先生の問題だからとやかく言うつもりはないけど、うまくいかなくてよかったかも」

　花絵は少しトーンを落として話す。

「なんとも思っていないのに抱きしめるなんて、亜樹の気持ちを弄もてあそんだとしか思えないよ」

　でも、彼が女性を弄ぶような人とは思えない。

「きっと先生にとっては、あいさつ程度のスキンシップだったんだよ」

　思わず庇かばうと、花絵は鼻息荒く抗議してきた。

「勘違いさせるような行動を取る方がいけないのっ！　次は亜樹のことを大事にしてくれる人に恋しなさい」

　やっぱり持つべきものは友だ。彼女の力強い言葉に、笑顔が戻ってくる。

「あと、このタイミングで言っちゃうけど、実は亜樹にちょっとした話があるの」

「なに？」

　お茶のカップを両手で包みながら、身を乗り出す。

「亜樹の担当に、山田さんて方いるでしょ？」

　山田さんって、あのアロマの？

「あの人、全国展開のホテルや旅館を経営している、すごい人なのよ」

　大企業の会長とは聞いていたけど、想像していた以上の大物らしい。〝親しみやすいおじいちゃん〟ぐらいにしか思っていなかった。

「今は息子さんが社長に就いてるんだけど、副社長は三十五歳のお孫さんなんだって」

　へぇ、まだ三十代ですごいな。私とは縁のない世界の話だけど、聞いているぶんには興味深い。

「そのお孫さん、亜樹も会ったことあるはずよ」

「もしかして、あの優しそうな感じの人？」

　半月ほど前、山田さんの病室で挨拶をした男性を思い浮かべる。背はそれほど高くないけど、細身で眼鏡をかけて上等そうなスーツを着た、真面目なサラリーマン風の人だった。目元が山田さんに似ているな、と思って覚えていたのだ。まさかあの人が副社長だったとは。

「そう、その人。先々週ぐらいにお見舞いに来た時に亜樹を見かけて、気に入ったらしいよ」

「……はい？」

　あまりに突然のことに、失恋の悲しさも忘れて素すっ頓とん狂きょうな声を上げてしまう。

「私、ずっと亜樹と神野先生のこと探ってたでしょ？　それって山田さんに聞かれてたからなのよ。『いい人がいないなら孫と会ってほしい』って」

　私の恋心に薄々気づいていた花絵は、山田さんの話をなかなか言い出せずにいたらしい。メインの担当は私なのに、ふたりの間でそんなやりとりがあったなんて、知らなかった。




　就業時間が終わってから山田さんの部屋へ向かう。

「山田さん、体調はいかがですか？」

「ぼちぼちだぁ」

　いつもぼちぼちなんだよね。なんかおかしくて笑ってしまう。

「亜樹さんは笑顔がかわいいなぁ。でも今日は元気ないな。なにかあったか？」

　患者に心配されるなんて、看護師失格だ。しっかりしなくちゃ。

「山田さん、お孫さんのこと花絵から聞きました」

「おぉ。会う気になってくれたか？」

　いい返事をもらえると思ったのだろう。目が輝いている。

「ありがたいお話ですが、どうして私なんですか？」

　軽く引き受けるべきことではないから、きちんと理由を聞きたい。

「わしが亜樹さんのことが好きだからだ。それでは納得してもらえないか？」

　漠然とした答えに、少し困った顔をすると、山田さんも困った顔を返してきた。

「こんな老いぼれに惚れられても、うれしくないか」

「いえ、そういうわけじゃありません。でも……」

　言い淀んでいると、大きな笑い声が響いた。

「はははは！　冗談、冗談。ただ、わしはいつも亜樹さんの優しさに触れるたびに、うれしくなるんだ。いつも笑顔を見せてくれる、目を見て話しかけてくれる、いやな顔ひとつせず世話してくれる。こんなありがたいことはない」

「看護師として、当然のことです」

　ありがた過ぎる言葉に、恐縮していると、山田さんはさらに言葉を重ねる。

「当たり前のことが当たり前にできる。これはすごいことなんだよ」

「それを言ったら、ここのスタッフはみんなそうです」

　私だけじゃない。この病院のみんなは、私の自慢でもあるのだから。

「そうだなぁ。でも、亜樹さんは特別だ。あなたの存在ひとつで、場が明るくなる。辛いはずの入院生活が楽しく過ごせているのは、亜樹さんのお陰なんだよ。他の患者も、みんな言ってるぞ」

　褒められ過ぎて、顔が赤くなっているのが自分でもわかる。

「亜樹さんの笑顔を見て幸せな気持ちにならない男は、この世にはおらん！」

　そんなふうに言ってくれる男性は、山田さんが初めてだ。ありがたいやら恥ずかしいやらで、胸がいっぱいになる。

「でも私、この年までお付き合いした人いないんです」

　この人に嘘はついちゃいけない。そう思って、正直に自分のことも話す。

「手が出せんのだ。現に孫も、亜樹さんを誘うことにわしの手を借りとる」

　カッカッカッ！　と笑う山田さんは、心から楽しそうだ。いくつになっても、お孫さんのことがかわいいんだろうな。

「一度お孫さんに会ってみたいです」

　山田さんの人柄に改めて触れたことで、お孫さんもどんな方か気になってきた。私にはもったいない話だけど、まずは会ってみよう。

　その日は山田さんとのおしゃべりを楽しみながら、たっぷり時間をかけてマッサージをした。










運命




　お見合いの日程は、とんとん拍子に決まった。

　内々に進めていたのに、山田さんは方々で話してしまったようで、同僚のほとんどが知ることになっていた。

「本山さん、玉の輿こしじゃない～！」

　古閑師長まで冷やかしてくる。

「違います！　先方とはただお話しするだけです」

「あら、でも本山さん次第でしょ？　先方はあなたを気に入ってるんだから」

　こんなに楽しそうな師長の顔を見るのは、初めてかもしれない。

　否定すればするほどからかわれるから、やりにくいったらありゃしない。ただ、お陰で先生のことを考えないでいられる。

　深入りする前に諦められて、よかったのかもしれないな。

「最近、ナースステーションが騒がしくないか？」

　火曜日の内視鏡検査室。午前中の検査が終わって技師の田た中なかさんと一緒に片付けをしていると、データをまとめている神野先生が尋ねてきた。

「そうですか？」

　とぼけてみたものの、田中さんにかき消される。

「先生、知らないんですか？　本山さんの玉の輿の話で盛り上がってるんですよ」

「玉の輿？」

　先生の手が止まる。私のことなど興味がないと思っていたから、意外な反応だ。

「三〇一号室に入院している、山田さんのお孫さんだそうですよ」

　さえぎる前に、田中さんが答えてしまう。みんな、ゴシップが好き過ぎるよ。

「山田さんって、アロマの山田さんか？」

　じっとこちらを見てくるので、根負けして小さく頷く。

　眉間にしわを寄せてため息をつく先生の姿に、心がズキンと痛む。〝患者の家族に手を出す看護師〟そんなふうに思われたのかな。

　身の置き所がなくなって、内視鏡室をあとにした。

「本山さ～ん」

　病棟に向かう途中、声をかけてきたのは息を切らせた藤井先生だった。

「はぁはぁ。本山さん歩くの早いね」

「どうしたんですか？」

　先生が息を整えるのを待って、声をかける。

「本山さん結婚するんだって？　しかも玉の輿とか」

　藤井先生まで知っているとは。

「結婚じゃないです。ただ周りに薦められた方と会うだけですから、変な噂流さないでくださいよ」

　ピシャリと言うけれど、おっとりした先生には効果がない。

「恥ずかしがらなくてもいいじゃない。おめでたいことなんだから～」

　ダメだ、勘違いされている。改めて釘を刺そうとしたところに、ぬっと神野先生が現れた。

　この人は、いつの間に追いついて来たんだろう。

「じゃれ合っているところ申し訳ないが……」

　なにを言われるのだろうと身構えると、いきなり腕を掴まれた。

「離してくださいっ」

　そう言って腕を振り払おうとしても、強い力には勝てない。

　神野先生は「本山さんをお借りしますよ」と藤井先生に告げると、私をまた屋上へ引っ張っていった。

　季節は十一月。半袖のナース服では寒過ぎる。

「ここ、冷えるんですけど」

「ならこうしてやる」

　いつもそうだ。先生は唐突に抱きしめてくる。私のことなんてなんとも思っていないくせに。

「やめてください！」

　先生に触れていると、諦めようという決意が鈍ってしまう。必死でもがくけれど、さらにぎゅっと力を込められる。むき出しの腕に先生の温もりが伝わってくる。

「どうして離れたがるんだ」

　そんなのこっちが聞きたい。どうして私を弄ぶのか。

　先生の身勝手さに腹立たしくなり、大きく肩を回すと、やっと腕から抜け出せた。

「君が寒いと言ったんだろ」

「誰も温めてください、なんて言ってないじゃないですか！」

　こんなケンカ口調で話したいわけじゃない。暖かい場所で落ち着いて話したい。

「先生、せめて日向ひなたで話しませんか？」

　先生も落ち着いたのか、黙ってついて来た。日に当たると、先ほどまでの張りつめた気持ちが緩む。

「言いたいことがあるなら、おっしゃってください」

　しばらくの沈黙ののち、先生が口を開いた。

「け……す……のか？」

「はい？」

　風が強くてよく聞こえない。

「結婚するのか、と聞いたんだ」

　ゆっくり、言い含めるように話す先生は無表情で、感情が推し量れない。

「結婚では、ない、です」

「どういうことだ」

　先生の眉毛がぴくりと動いたように見えたのは、気のせいか。尻込みしながらも、正直に話そうと観念する。

「さっきの会話聞こえていたんですよね？　お見合いするんです」

「なぜだ」

　あなたのことを忘れたいから、なんて本当の理由を言えるわけがない。

「私が誰と結婚しようが先生には関係ないですよね？」

　これ以上話していると涙がこぼれそうになる。こらえるために強い口調で言い放つ。

　でも先生には響かなかった。優しい言葉が返ってくるかも。そんな淡い期待は無言でうち消された。

　もうこれ以上心をかき乱されたくない。先生の横をすり抜けて戻ろうとした瞬間、壁に手をついた先生に、行く手を阻まれる。

「待ってくれ。話がある」

「いい加減にしてください！　私に関心がないなら構わないでください！」

「関心がない？　なにを言ってる？」

　しまった。

　佐藤さんの告白を立ち聞きしていたことがばれてしまう。恥ずかしさで頬が紅潮するのが自分でもわかった。この場にはいられない。

　先生の腕をすり抜けると、走ってその場をあとにした。それ以上先生は追いかけて来なかった。

　早く忘れないと。

　とはいえ職場にいる限り、顔を合わせないわけにもいかない。

　翌日、憂鬱な気持ちのまま着替えを済ませてナースステーションへ向かうと、古閑師長から、神野先生が学会出席のため、週末まで不在だということが知らされた。

　正直、ほっとした。少しでも離れていれば、その間に気持ちの整理ができる。

　週末には山田さんのお孫さんとの会食も控えているし、今度こそ踏ん切りをつけよう。




「お連れ様がお見えです」

　物腰柔らかなボーイに、窓際の夜景がキレイな席へ案内されると、そこには山田さんの病室で会った、優しそうな雰囲気の男性がいた。

「遅くなってすみません。本山亜樹です」

「いえ、私も今来たところなんです。山やま田だ聖ひじりです」

　やっぱり目元が山田さんに似ている。

　席に着くと、飲み物のメニューを渡された。なにを選べばいいかわからずアタフタしていると、聖さんは「同じシャンパンでいかがですか」と聞いてくれた。

　スマートで優しい人なんだな。スーツ姿も素敵だ。淡いピンク色のネクタイが上品さを醸かもし出している。

「祖父からのプレゼントなんです。この色、かわい過ぎますよね」

　私の視線に気づいたのか、ネクタイを指さしながら照れている。

「いえ、とてもお似合いです。お祖父様からのプレゼントっていいですね」

「クリスマスと誕生日、いつも一緒にされてしまうんですけど毎年必ずくれるんです」

　クリスマスと誕生日が一緒？

「あぁ！　だから〝聖〟さんなんですね」

「ええ」

　素敵な名前だ。私なんて秋生まれだからそのまま〝秋〟にしようとしたけれど、それじゃあ芸がないからと、同じ響きの〝亜樹〟になったと父が言っていた。

「でも〝亜樹〟も素敵な名前ですよ」

　話の流れとはいえ、呼び捨てされてドキッとしてしまった。照明が落とされていなかったら、赤くなった顔を見られたと思う。

「そうだ。本山さん、いつも祖父をありがとうございます」

　料理を口に運ぶ手を止め、聖さんは真っすぐ私の方を見てそう言った。

「いえ、こちらこそ山田さんにはお世話になっています」

「マッサージしてくれるとよく眠れるんだ、って喜んでましたよ」

　ふと『ぼちぼちだぁ』を思い出して微笑ほほえんでしまう。

「それ。その笑顔も『かわいいんだぁ』って言っていました」

　さすがお孫さん、モノマネがよく似てる。なんだかこの人といると、和むなぁ。

「……でも、祖父の容体は、あまりよくないんですよね？」

　聖さんの表情が曇る。

　立場上、身内の方とはいえ、余計なことは言えない。口をつぐんでいると、ハッとした顔で謝られた。

「困らせちゃってすみません。そうだ、実は今、祖父の願いを叶かなえてあげたくて、自宅をリフォームしているんです」

　山田さんは、かねてより『自宅で看取ってほしい』と話していた。

　病院という縁もゆかりもない場所より、自分が過ごしてきた思い出がたくさんある場所で最期を迎えたいと言う人は多い。

「退院しても快適に過ごせるよう、急いで施工してもらってるんです」

　車椅子が入れるように扉を外したり、床をバリアフリーにしたり。

「他にこうした方がいいってこと、ありますか？」

　専門家の意見が聞きたいと言うけど、私は在宅ケアについては素人だ。

「山田さんはずっと、今のご自宅で生活なさっていたんですよね。であれば、今まで住んでいた状態をなるべく崩さないほうが落ち着くと思います」

　そう言うと、聖さんは大きく頷きながら柔らかく微笑んだ。

「本山さんは優しい方ですね」

「そんなことありません。聖さんこそ」

　進んで山田さんのために動いている聖さんは本当に優しい人だと思う。

「僕は褒められるような人間ではないです。でも本山さんは、性格も容姿も本当に素敵な女性ですね。私服姿を見るのは初めてですが、先日と雰囲気が違ってドキッとしました」

　花絵に選んでもらったワンピースを着てきてよかった。赤いワンピースなんて派手かなと思ったけど、聖さんは似合っていると褒めてくれた。

　でもこの人、なんでこんなにスラスラとスマートな言葉が出てくるんだろう。

　女性慣れしてるのかな。

「聖さんは、お付き合いしている女性はいないのですか？」

　恋人の有無はきちんと聞いていなかった。我ながら、質問の仕方が直球過ぎるとは思うけれど。

「私ですか？　いや、そこを突かれると痛いのですが。正直に話します。私には気になる女性がふたりいます」

「……どういうことですか？」

　赤ワインをひと口飲むと、聖さんは話しはじめた。

「ひとりはもちろん本山さんです。そしてもうひとりは、私の会社の顧問弁護士をしている女性です」

　その人は加か藤とう弥生やよいさんという、聖さんと同い年で高校の同級生。若くに結婚したけれど、十年ほど前に事故でご主人を亡くしたそうだ。

　そんな彼女と昨年、仕事で偶然にも再会。徐々に彼女を意識するようになったものの、今もご主人のことを想い続けている弥生さんの気持ちを考えると、今一歩踏み出せずにいた。

　そんな時、自分にも他人にも厳しい山田さんが、手放しで褒めるお気に入りの看護師、つまり私に会い、どんな人物なのか興味を持ったのだと言う。

「本当に失礼な話なのですが、私は人生の選択を運命に賭けてみようと思ったんです」

　聖さんはテーブルの上で手を組み、俯いた。

「運命の赤い糸の相手を探したい、ってことですか？」

　そう問いかけると、聖さんは組んでいた手を解き、頭を掻いた。

「恥ずかしながらそういうことです。今日、本山さんが来てくれたら、それは運命かもしれない、そう考えていたんです」

　なんてロマンチストなんだ。唖あ然ぜんとしてしまったけど、お見合いの場で、正直に自分の気持ちを打ち明けたこの人を、悪い人とは思えない。

　そもそも私自身、先生のことを忘れるためにこの場に来たのだから。

「私との間に赤い糸は見えましたか？」

　クスクス笑いながら問いかけてみる。

「それが、実は祖父に本山さんのことを話したのは、最初は軽い気持ちからだったんです」

「えっ？　そうなんですか？」

　拍子抜けした私の顔を見た聖さんは、慌てて言葉を正す。

「言い方が悪かったですね。すみません。『本山さんのような人が近くにいてくれたらいいよなぁ』って世間話の中の呟つぶやきを、祖父が聞き逃さなかったんですよ。そしたらいたく乗り気になってしまって。ただ、僕自身も本山さんが気になっていたので、今日の席を設けてもらうことにしたんです。でも……」

　笑っていた顔を急に引き締めると、真剣な目でこちらを見てきた。

「今日お会いして実感しました。本山さんは想像以上に素晴らしい女性です。僕のようなフラフラした男にはもったいないぐらいの。赤い糸なんていう、勝手な思い込みに巻き込むのは申し訳ない」

　そう言うと、聖さんはガバッと頭を下げてきた。

「両天てん秤びんにかけるような身勝手な真似をして、本当にすみません！」

「や、やめてください。謝ることはなにもないですよ」

　こんなにも真っ正直に打ち明けられたら、私も自分のことを話さずにいられない。

「私も打ち明けます。実は今日、他の人を忘れるためにここに来たんです」

　それを聞いた聖さんは、やっと顔を上げてくれた。

「片思いしていた相手に、先日失恋して。それを忘れたくて、今日ここに来たんです。私だって身勝手な人間です。ごめんなさい」

　頭を下げて謝ると、彼は信じられない、といった表情で続けた。

「本山さんのような女性を振るなんて、なんてバカなヤツなんだ。諦めないで頑張ってくださいよ！」

「聖さんは優しい方ですね。その優しさはきっと弥生さんに伝わっていると思います」

　そう言ったあと、お互いに褒め合っていることに気が付き、思わず吹き出してしまう。

「好きな人のことは、簡単に忘れられないですよね」

　そう語る聖さんは、本当に素敵な人だ。聖さんも、私を悪くは思っていない。でも、それだけじゃダメなんだ。

「僕、ちゃんと弥生と話してみます」

　デザートを食べ終え、食後のコーヒーを飲んでいる時、彼は宣言した。

「そうですよ、まずはきちんとぶつからないと！」

「本山さんもね」

　お互い顔を見合わせる。

「後悔のないよう、お互い頑張りましょう」

　友情の乾杯とばかりにふたりでコーヒーカップを持ち上げて、笑い合った。




　家まで送るという申し出を断り、電車で帰る。

　レストランから最寄り駅までは、歩いて十分ぐらい。この程度の距離なら火ほ照てった頬を冷ますのにちょうどいい。

　コートのポケットに手を入れると、彼の名刺に触れた。

『このお礼は必ずさせてください。なんでもしますから、叶えてほしい願いがあればいつでも連絡を』

　別れ際のセリフが、魔法使いみたいな言い方で笑ってしまった。あんな素敵な場所で、おいしい料理を食べれただけで十分だ。

　もしお互い他に好きな人がいなければ、恋に落ちていたのかな。

　うーん……。やっぱりピンと来ない。正直すぎる聖さんには、落ち着きのある女性が似合いそうだ。私じゃ、彼を叱り飛ばしてしまう。

　空を見上げるとそこには無数の星が出ていた。

「うわぁ、キレイ！」

　冬の乾燥した空気だから星がキラキラ見える。こんな空なら流れ星、見えるかも。

　もし願いを叶えてくれるなら、先生と両思いになりたい。

　でも待って。その前にお見合いの結果、みんなにどうやって報告しよう。あれだけの騒ぎになって、〝友情が芽生えました〟で済むかなぁ。

【あと二十分で帰る】

　家の鍵を忘れてしまったことに気づいて、電車内でお母さんにメールする。すぐに返事が来た。

【外に変な人がいるからカズくんを迎えに行かせる】

　カズとはふたつ下の弟。背が高く、がっしりした体形に、私と似た眼力の強さから用心棒にはもってこい。だけど、変な人ってなんだろう。怖いな。

　駅に到着して、駆け足で階段を下りると、カズは待合室にいた。そして隣には、なぜか神野先生がいて、ふたりで談笑している。

　な、なんで？

　軽いパニック状態で立ち尽くしていると「あ、ねーちゃん」とカズが立ち上がり、手を振ってこちらに歩いてきた。

「カズ、なにやってるの？」

「母ちゃんがうるさいから迎えに来てやったんじゃねーか」

　仁王立ちして私の前に立ちはだかる大きな男。弟じゃなかったら普通に怖いと思う。

「感謝しろよな」

「ありがとう。でも……先生がどうしてここに？」

　私は待合室にいる先生をチラリと見てから、カズに視線を戻す。

「あぁ、聞いて驚くなよ？　あの先生こそ、母ちゃんが不審者だと疑ってた人物だ。俺がねーちゃんを迎えにいこうとしたら、あっちから声をかけてきてさぁ。マジびびったよ」

　物騒な噂が流れている時に怪しい人物に暗がりで声をかけられたら、誰でも身の危険を感じる。

　先生はいったいなにがしたいのか、理解に苦しんでいるとカズが口を開いた。

「先生がねーちゃんに話があるんだって」

「えっ？」

　カズとひそひそ話していると、先生が近づいてきた。

「カズくん、ありがとう。あとは俺から説明する。お姉さんは早めに家に送り届けるから、お母さんにもよろしく伝えておいてくれないか？」

「了解っす！　じゃ、ねーちゃん、そういうことだから、俺帰るわ～」

　引き留める間もなく、飄ひょう々ひょうと去っていくカズのうしろ姿を見送ると、しばらく沈黙が続く。

　その沈黙を破ったのは先生だった。

「悪いな、突然押しかけて」

「急用かなにかですか？」

　先生の顔を見れず、俯いたまま聞き返す。

「今日が見合いの日と聞いて、いても立ってもいられなくて」

　思わぬ言葉に、ドギマギしてしまう。

「少し話がしたい。時間あるか？」

　よく分からないけれど、とりあえず頷く。そのまま近くに停めてあった先生の車に乗り込んだ。

　どこに行くんだろう。無言で車を走らせる先生の隣で、私もなにも言えず静かにしていた。そっと窺い見ると、信号停止のタイミングで、彼もこっちを見てきた。街灯の光で陰影ができてる顔が、すごく色っぽい。

　視線をはずせずにいると、「本山さん」と名前を呼ばれた。

「はい」

　そう答えると、先生は真面目な顔で言葉を続けた。

「俺と結婚してほしい」

　あれ、私、まだ酔っているみたい。先生の口から出るはずのない言葉が聞こえるなんて。

「あはは……」

　状況が理解できず、乾いた笑いが漏れる。

「おい、笑ってないでなんとか言ったらどうだ」

「あ、すみません。もう一度言っていただけますか？」

　運転席側に少しだけ体を向けると、先生は不機嫌そうな顔をしている。

「今、君にプロポーズしたんだぞ」

「プロ……？」

　頭の中が〝？〟でいっぱいで、ポカンとしてしまう。

「プロポーズ、したんだ。俺と結婚してほしいって」

　何度も言わせるな。そうボソリと言うのが聞こえた。

「えっと、おっしゃってる意味がわかりませんが」

「まぁ、そうなるよな。ちゃんと説明するから、ちょっと外に出てくれないか」

　いつの間にか車は高台の夜景スポットに来ていた。

　混乱していた私は、ドアを開けてもらっても車から降りられずにいた。

「仕方ないな」

　呆れたようにつぶやいた先生が身を屈かがめ、私のシートベルトを外す。柔軟剤のいい香りが鼻び孔こうを突いた。

「ほら」

　目の前に差し出された手を取り、外に出る。

　周りは寒い中、お互いを温め合い、夜景を見に来ているカップルが何組もいる。その人たちから見れば、先生と私も恋人同士に見えるのかもしれない。そう思ったら、少しうれしくなってしまう。

「夜景がキレイだな」

「そうですね……」

　先生と並んで夜景に目を奪われていると、先生が着ていたトレンチコートをそっと私にかけてくれた。

「早く帰らないと風邪をひいてしまうな」

　そう言うと私の体を横向きに変え、向かい合わせの姿勢を取った。

「この三年間、君を思い出さなかった日はない」

「ほんの少し関わっただけなのに？」

　私の言葉に先生は苦笑しながら返す。

「時間は関係ない」

　大きな手が、私の頬を撫でる。掌の体温がじんわりと伝わってくる。

「再会できた時、どれだけうれしかったか」

「でも先生には気になる人がいるって……」

　もしかして、私のことだったの？　少しだけ首を傾げると、頬に触れていた手が今度は私の髪を撫でた。

「ずっと君のことを気にかけていた」

　嘘みたい。失恋したと思っていたのに。うれしさを伝えたくて口を開くと、そっと指で唇を塞がれた。

「君の研修中に、せめて連絡先だけでも聞いておけばよかったと何度も後悔した。でもできなかったんだ」

「どうしてですか」

　唇を塞ぐ指からそっと顔を外して聞き返す。

「当時、俺には婚約間近の女性がいた」

「それって……」

　予想だにしなかった告白に、声が震えてしまう。

「仕事上、断れなかった縁談だ。でも今は君が心配するようなことはない」

　はっきり言わず、ごまかされたような気がしたけど、先生が心配ないと言うのだから今はその言葉を信じよう。それに、他の女性のことは聞きたくない。

　先生は私の頬を両手で包み、上を向かせて告げた。

「君が好きだ。俺のそばにいてほしい」

　私だけを見つめるその目に、吸い込まれそうになる。

　思わず「好き」と言いたくなるけど、〝あのこと〟があるから躊ちゅう躇ちょしてしまう。

「事務の佐藤さんに、私のことは関係ないって言ってましたよね？」

「もしかして、あの場で聞いていたのか？」

　先生の手が頬から離れる。

「すみません……」

　盗み聞きしたことが恥ずかしくて、素直に謝る。

「あれは彼女が余計なことを君に話さないように、わざと言っただけだ。告白は俺からしたかったから」

　そんな答えが返ってくるなんて、予想してなかった。目元が熱くなる。

「でも、なんで突然プロポーズを？」

「他の男に取られてしまう前に、早く気持ちを伝えなきゃいけないと思ったんだ」

　どうしよう。夢じゃないよね？

「おい、泣いてるのか？」

「うぅ、うれしいんです……。私も先生のことが好きだから」

　泣き顔を見られたくなくて、手で顔を覆う。

「本当か？」

　先生が顔を覗き込んで問いかけてくる。それにブンブンと頭を縦に振り答えると、うれしそうに顔をクシャッとさせて笑った。

「抱きしめてもいいか？」

　甘い香りと甘い声、優しい眼差しが五感を刺激する。

「いつも聞かないくせに」

　先生は泣き笑いの私の頬を両手で包み、指で涙を拭う。

「いつも怒るからな」

　そう言って苦笑いする彼の胸に、私は初めて自分から飛び込んだ。

　先生は驚いたように息をのんだのがわかったけど、壊れ物を扱うように繊細に、でも簡単には離れられないほど強く抱きしめられた。

「告白なんて初めてした。好きだ、と言ってもらえてこんなに嬉しいのも初めてだ」

　心から絞り出すような声に、胸がぎゅうっと締めつけられる。愛おしくて先生の胸に顔を埋めると、胸の鼓動が聞こえる。それは私のよりも早い。

　じっとしていると、先生と私の体温がゆっくりと同化していくのがわかった。

「あったかい……」

「冷えちゃったな。もう帰ろうか」

　先生と私の間にできたわずかな隙間に、冷たい外気が入り込む。

　もう少し先生の体温を感じていたかったけど、たしかに寒い。ぶるっと体を震わすと、また強く抱きしめられた。

「このまま連れて帰りたい」

　耳元で囁かれた甘い言葉に全身が熱くなる。見上げると、熱を帯びた視線が私を捉えた。

「家に来るか？」

「えっ？」

　答えに迷っていると、先生は私から体を離す。

「いや、やっぱり今日はやめておこう」

「どうして……」

　目で訴えると、先生は困ったような笑みを浮かべた。

「この化粧や服は、お見合いのためのものだよな」

「そう、ですけど」

　先生の好みじゃなかったのかな。

「おかしいですか？」

「いや、赤い服は君の白い肌を際立たせる」

　ワンピースから露出しているデコルテ部分に先生が触れた。その瞬間、体に電流が走る。

　その手はさらに唇へと動いた。

「赤い口紅もすごく色っぽい。今すぐにでも奪いたくなる。でも、俺のためじゃないんだよな」

　切なく笑う表情を見て、嫉しっ妬としてくれたのだと気がついた。どうしよう、すごくうれしい。

「今度ふたりで出かける時に、俺のためにキレイな姿を見せてほしい」

　胸がいっぱいで、頷くことしかできなかった。

「覚悟しておけよ」

　先生は、私の唇から指と視線を外さずそう告げた。

　鈍感な私でも、その言葉の意味は理解できた。




「本当にご両親に挨拶しなくていいのか？」

　帰り道、運転しながら先生は何度も同じことを聞いてくる。

「遅い時間なので大丈夫です。帰って早く休んでください」

　毎日激務をこなしている先生は、疲れているはず。きちんと休息を取ってほしい。

　両親にはカズが話をしているから大丈夫。うちの親は、物わかりのいいほうだ。そう伝えると、ようやく帰る気になってくれた。

「じゃあ、またな」

「はい。おやすみなさい」

　自宅の門の前で、先生の車が見えなくなるまで見送る。

　夜空を見上げれば、聖さんと別れた時と同じ星空がそこにあった。

　あの時流れ星にかけた願いが、こんなに早く叶うなんて思ってもみなかった。夢じゃないかと頬を抓つねろうとしたけど、そこには先生の掌の感触が残っていた。

　今日は眠れないかもしれない。そんなことを思いながら、玄関の扉に手をかけた。




「おかえり！」

　そっと気配を消して家に入ったのに、鍵をかける音で両親が寝室から勢いよく出てきた。

「ちょっとぉ、カズくんから聞いたわよー。イケメン先生なんてすごいじゃない！　ついに亜樹にも彼氏ができたのね」

　遅い時間なのにハイテンションなお母さんを見て、急に現実に引き戻された。

「しかも男のほうが惚れていると言うじゃないか。お父さん、寂しいけどうれしいぞ」

　お父さんはお父さんで、クククと、泣きマネをしている。

　このふたり仲がいいんだけど、一緒にいるとたまに疲れる。そもそもカズの奴、なんて言ったんだろう？

「ちょっとカズ！　何をどう話したのよ！」

　二階にいる弟を階段下から呼び出す。階段の上から顔だけ出してニヤリと笑う彼は、明らかに楽しそうだ。

「あの先生、ねーちゃんのことが好きで好きでしょうがない、って感じだったからそうやって伝えたー」

　なんでそうなるの？　両親も同じくニヤニヤしている。

「勝手な想像で盛り上がらないで！　お風呂入ってくる！」

　家族の話のネタにはされたくない。あれこれ質問してくる両親を振り切って、お風呂場に逃げた。

「ふぅ～……」

　色んなことがあり過ぎて頭も体もクタクタだ。入浴剤の甘い香りでやっと気持ちが落ち着いてきた。

　それにしても、私が結婚？

　たしかに先生に〝好き〟と言う気持ちは伝えた。でも、それが正式にプロポーズを引き受けたことになるんだろうか。

　恋愛初心者の私には、正式な作法がよくわからない。まずは恋人同士らしく、デートとか一緒に過ごす時間を積み重ねていけばいいのかな。

　先生とデート。そう考えただけで、胸がキューッと掴まれたような気持ちになる。

　そうだ。次にプライベートで会う時には精一杯のおしゃれをしなきゃ。先生の好みはどんな感じなんだろう。

　前に〝自分の色に染まる人がいい〟とか言ってた気がするけれど、私はそんな従順な女性になれるんだろうか。

　お風呂から上がってベッドに横たわりながら、これからのことを考えているうちに、眠りの世界に引き込まれていった。




　お見合いの日から二日後の日曜日。いつもより三十分早く家を出た。

　昨日は私が休みで会えなかったけど、今朝は夜勤明けの先生がまだいるはずだ。にやけそうになる口を手で隠し更衣室の扉を開けると、既に五人の同僚が出勤していた。その中には花絵もいる。

「おはようございまーす」

　笑顔で挨拶すると、同僚が目を輝かせて近づいてきた。

「その様子だと、お見合いうまくいったのね？」

　私の機嫌がいいことは、一瞬で見抜かれているようだ。ただ、本当の理由は言えない。

「いいなぁ。玉の輿」

　私の曖昧な笑顔を肯定と取ったのか、どんどんお見合いの話が盛り上がっていく。

「式は山田さんが経営するホテルで挙げるの？」

「仕事はどうするの？　本山さん優秀だから続けてほしいな」

　矢継ぎ早に質問が飛んでくるから、頭が混乱してしまう。

「あのっ！　えっと、実は振られちゃったんです」

　その場を収めたくて、思わず大きな声を出すと、その場がしん、と静まり返った。

「……亜樹は仕事が恋人だもんね～！」

　助け船を出してくれたのは、花絵だった。

　彼女が茶化してくれたお陰で、みんなの間にホッとした空気が流れた。

「そ、そうだったのかー。ごめんね、うちらで勝手に盛り上がっちゃって」

　そう言うと同僚たちは、更衣室からそそくさと出ていった。

「ありがとう。助かった」

「気にしなくていいよ。それに、昨日お孫さんが山田さんのお見舞いに来てたんだ」

　聖さんが？

「そしたら『バカもーん！』って怒鳴り声が聞こえてきてさ。昨日出勤してた人たちは、お見合いの結果、なんとなくわかってると思う」

　それを聞いて安心した。さっきみたいな質問攻めに遭っても、上手に切り返せる自信がないから。

「それより聞きたいのは先生とのことよ。【付き合うことになりました】なんてメール貰ってびっくりしたんだから。今夜たっぷり聞かせてもらうからね！」

　励ましてくれた花絵には、昨日メールで報告しておいたのだ。

「うん。ラーメンでいい？」

「ダメ。ゆっくり話せるファミレスで」

　もちろん承諾するしかない。

「了解。でも、その前に少し買い物に付き合ってもらえる？」

　今度は先生のためにキレイにしていく、って約束したんだ。女子力の高い花絵にアドバイスを貰って、先生をドキドキさせたい。

　自分の中にこんなかわいい気持ちがあるなんて、今まで知らなかった。とはいえ、浮き足立ってばかりもいられない。その前にやることがある。

　着替えを済ませて向かった先は、山田さんの病室。

「山田さーん。おはようございまーす」

　中に入ると、山田さんはベッドを起こして、こちらをじっと見ていた。もしかして、私が来るのを待っていた？

「あの、先日は……」

「申し訳ないっっ！」

　私が言うより早く、山田さんは私に頭を下げて大きな声で謝ってきた。

「ち、ちょっと顔を上げてください」

　無理にでも頭を上げさせようとするけど、予想外の力で反発されてしまう。

「聖に代わって謝らせてくれ。本当にすまなかった」

　震える声で再度謝る山田さんの肩をそっと支え、下から顔を覗き込む。

「聖さんとのことは私も同罪ですから」

　その言葉に、ようやく顔を上げてくれる。この人には、きちんと私の気持ちを話さないと。

「山田さん、ちょっと散歩しませんか？」

　師長にＰＨＳで許可を取り、車椅子に乗った山田さんと院内散歩に出かけた。

　さすがにナースステーションの前を通る時は、皆からの同情と好奇の目に晒さらされて少しばかり緊張したけれど、仕方がない。人の噂も七十五日。気にしないようにして、エレベーターに乗り込んだ。

「おぉ、景色がいいなぁ」

　病院近くの銀杏いちょう並木がよく見える会議室に入ると、山田さんはその景色に見入った。

　めったに使わない部屋だけど眺めはいいので、患者を気分転換がてら連れて来ることがあるのだ。山田さんは初めてだったみたいで、ものすごく喜んでいる。こんなことなら、もっと早く連れてきてあげればよかった。

「来週ぐらいには紅葉が見られますよ」

「おぉ。今年は紅葉なんて見られないと思っていたから、うれしいなぁ」

　ふたりでぼんやり外を眺めていた。しばらくの静寂を経て、口火を切る。

「山田さん、金曜日のこと、お話しさせてください」

　車椅子の山田さんに合わせてしゃがみ、しっかり目を見つめる。

　私にも他に好きな人がいたこと。お見合いはその人を忘れるためだったこと。聖さんが正直に話してくれたおかげで、私も自分の本心に気づけたこと。ふたりでお互いを励まし合ったこと。そして好きな人と気持ちが通じ合ったこと。

　最後に、聖さんには感謝しかないことを伝えた。その間、山田さんは真剣な表情で聞いてくれていた。

「わしが若いころには考えられんけど、孫も亜樹さんも今を生きてるんだなぁ」

　私が話し終わると、山田さんは息をふぅーと吐きながら、そう告げる。

「気にかけてくださったのに、すみません」

　私の謝罪に、山田さんはフッと優しい笑みを返した。

「わしは聖だけじゃなく、亜樹さんにも幸せになってほしいんだから気にしなくていいんだよ」

「山田さん……」

　私の目に涙が溜まったのがわかったのだろう。山田さんは手を伸ばし、頭を撫でてくれた。

「亜樹さんが幸せならもうなにも言わん。でも、なにかあれば助けるからな。老いぼれにも、それくらいの力はあるぞ」

「ふふ、聖さんと同じことを言うんですね」

　発言だけじゃない。優しい心も聖さんと同じだ。

「そうか？　聖よりわしのほうがいい男だぞ」

　カッカッカッと笑う山田さんにつられて、私も笑ってしまう。

「亜樹さんはいつも笑顔でいておくれ」

「はい、本当にありがとうございます」

　笑顔でいることを私は絶対に忘れない。そう心に誓った。

　病室に戻り、山田さんをベッドに移すと、じぃっと顔を見てくる。

「なにかついてますか？」

「いや、今日の亜樹さんはマスクをした方がいいかもしれんと思ってな」

　笑いながら私の口元を指さしてきた。

「なんでですか？」

　口元を自分の手で触ってみるけど、特に変わったことは思い当たらない。

「亜樹さんは顔に気持ちが出やすい。いつも素敵だが、今日は一段とピカピカしておる。周りになにかあったと勘ぐられてしまうぞ」

　そう話す山田さんは、いたって真剣。どうやらからかっているわけではなさそうだ。浮かれた気持ちを見透かされてしまった恥ずかしさを隠すべく「わかりましたっ！」と大きな声で答え、病室をあとにした。

　急いでロッカーへ戻り、マスクをつける。

　これでよし。今日も一日頑張るぞ！　頬をピシャッと叩いて気合注入。

　更衣室のドアを開けると、ちょうどそこに当直明けの神野先生がいた。驚いて一歩下がると、バランスを崩して倒れそうになる。

「大丈夫か」

　とっさに支えてくれた先生の顔が、すぐ近くにある。カーッと紅潮するのが自分でもわかったので、慌てて顔を背けた。

「耳たぶまで赤いぞ。色白だから目立つな」

　先生はクスクス笑いながら、耳たぶに触れる。そして私の体を支えたまま、更衣室にぐいっと押し戻した。

「こ、ここ女子更衣室ですよ!?」

「誰もいないだろう？」

　――ガチャリ、とうしろ手に鍵をかけながら、先生は余裕たっぷりの笑みを浮かべる。

「これでしばらくふたりきりだ」

　甘い声色に、職場であることを忘れそうになる。見上げると先生と視線が交じった。

　先生は私のマスクをじっと見ると、おもむろに額に手を当てた。

「熱はなさそうだな。そのマスク、風邪でも引いたのか？」

　正直、他のことを期待していた。

「風邪じゃないです」

〝他のこと〟を想像したことが恥ずかしくて、モジモジしながら答える。やっぱりマスクをしておいてよかった。

「そういえば、お見合いの件はどうなったんだ？」

　あれ、ちゃんと結果を伝えていなかったっけ。

「私が好きなのは先生ですよ」

　聖さんは関係ない、そういうつもりで言った。それなのに、先生は顔を赤くしている。

「不意打ちはやめろ」

「なにもしてませんよ？」

　言っていることがわからず首を傾げると、先生は指でマスク越しの私の唇に触れた。

「職場だから我慢しているっていうのに……」

　初めて聞く必死な声に、鼓動が高鳴る。私もこの人にもっと触れたい。もっと近づきたい。気持ちがどんどん加速する。

「他の男になんて渡さないからな」

「大丈夫ですよ」

　先生の背中に手を回し、ギュッと力を入れる。

「まぁ、見合い相手のことなど関係ないけどな。君はもう俺のものだ」

〝俺様〟な発言にも、胸がときめいてしまう。彼はＰＨＳの呼び出し音が鳴るまで、私をずっと抱きしめていた。










努力




「ね～、もうごはんにしようよぉ」

「自分から誘ったんだから、我慢しなさい」

　私の悲痛な訴えは、両手にワンピースを持った花絵に一蹴される。

「もう飽きたよ～」

「まだ化粧品しか買ってないじゃない。ほら、次はこれ」

　試着することかれこれ五着。紺地に花柄が入ったワンピースを六着目に手渡された。げっそりした顔で着て見せたけれど、いとも簡単にダメ出しされてしまった。

「あっ！　これいいじゃない。亜樹に似合うよ」

　やっとＯＫを貰えたのは、八着目のＡラインの白いワンピース。似合うと褒められたことよりも、やっとごはんにありつけることのほうがうれしい。パスタとハンバーグ両方食べてやる！

　料理が届くまでの間、ドリンクを飲んで人心地がつくと、花絵が評論を始める。

「亜樹は胸はないけど細いし、背がそこそこあるから意外となんでも似合うのね」

　それならもっと早く決まったんじゃないの？　そんな言葉をぐっと飲み込む。

「花絵はいつもこんなに考えて買い物するの？」

「私は自分になにが似合うのか経験でわかってるから、今日みたいに時間かけないわよ」

　さすが、花絵。

「じゃあ、付き合う相手によって服装は変える？」

「基本的には合わせるかな。好みの範囲でだけど。それにしても神野先生が〝自分の色に染めたい〟って言う人とは思わなかった」

　花絵は首を傾げる。彼女には、ラーメン屋で話していた先生の意見を伝えていたのだ。

「でもそれって、支配欲の一環だよね。先生って、そういうタイプには見えないんだけどな～」

　そう続ける彼女は、ドリンクの氷をつつきながら納得がいかない、といった表情を浮かべている。

「どうしてそう思うの？」

「先生はそのままの亜樹を好きになったと思うから」

　経験も分析力もない私は、頭の中が「？」だらけだ。

「先生ね、前に患者が亜樹のこと褒めているのを聞いた時、自分のことのようにうれしそうな顔してたのよ」

「なにそれ」

　自分の知らないところで、そんなことがあったなんて。少しこそばゆい気持ちになる。

「あの顔を見た時、亜樹のことをちゃんと認めてるんだな～って思ったんだよね」

「私を変えたのが、先生だったからじゃないの？」

　看護師としての考えや働き方が変わったのは、紛まぎれもなく先生の言葉がきっかけだ。成長を見つめる親のような心境なのかもしれない。

「私は先生に支配されているのかもしれないな～」

　ドリンクを飲みながら、思いを馳はせる。もっとも私は支配されたいわけじゃない。ただ、せっかく想いが通じ合ったんだ。嫌われたくないし、先生が望むなら従順でかわいい女性になりたいと思う。

「亜樹が男によって変わるなんて信じられないし、無理だと思うけどね」

「やってみなきゃわからないよ。だから色々教えてね、花絵ちゃん」

　両手を頬に当て、かわいく頼んでみる。

「あぁ、気持ち悪い。でも、まあ、頑張りなさいよ」

「ありがとう！」

　頼れる友人がいる私は、本当に幸せ者だ。




「亜樹先輩、メイク変えましたぁ？」

　朝から誰にも気づかれなかったのに、まさかこうちゃんに言われるとは。三人でのランチタイム。彼はサンドイッチを片手に私の顔をまじまじと観察している。

　そ、そんなに見ないで。隣でお弁当を食べている花絵は、面白そうに笑っているだけ。

「亜樹のどこがどう変わったと思う？」

「えっとぉ、まず、ピンクのシャドウなんて初めて見ます～。あとぉ、アイラインもチークもいつも使ってないですよね～？」

　こうちゃん正解。

「あと～。話し方が女っぽくて気持ち悪いですぅ」

「ちょっと、それひどくない？」

　キツい印象を払ふっ拭しょくしたくて、見た目だけじゃなく立ち居振る舞いにも気を遣っていたのに。

「先輩にいったいなにがあったんですかぁ～？」

　首を傾げた彼の疑問に答えたのは、花絵だ。

「彼氏ができたからに決まってるでしょ」

　トップシークレットをさらりと言わないでほしい。

　周りを素早く見渡して、他の誰にも聞かれていないことを確認する。

「彼氏……亜樹先輩に……えぇぇぇぇっっ!!」

「シーッ！　シーッ！」

　絶叫するこうちゃんを宥なだめていると、背後から声がした。

「君たちはいつもうるさいな」

「神野先生！」

　当たり前のように私の隣に腰かけてくる。反対側に座る花絵は、ニヤニヤ顔。私は顔に出やすいんだから、勘弁してほしい。

「まさか先輩の彼氏って……」

　そんな私たちの様子に、勘のいいこうちゃんが気づかないわけがない。

「黙っててごめん、そういうわけだから内緒に……」

　こそっと伝えるも、彼はガタッと席を立ってしまった。

「あっ！　用事思い出しましたぁ～。お先に失礼しま～す」

　そそくさと去る彼の姿に、胸が痛む。自分にだけ秘密にされていたら、そりゃ面白くないだろう。席を立って追いかけようとしたら、花絵に止められた。

「いいよ、ほっとこう」

　突き放した物言いにひるんで、おとなしく席に着く。食べかけの弁当を前に、どうやって謝ろうか考えていると、横から手が伸びてきた。

「なにするんですか！」

　先生が弁当箱から玉子焼きを抜き取っていたのだ。

「おっ、うまいな、手作りか？」

「母の手作りです。っていうか、私の好物を……」

　玉子焼きが入っていたスペースをうらめしい目で見ていると、コンッと小鉢が置かれた。

　小鉢の中身は、生卵。食べたいのはこれじゃない。無言で突き返した。

「先生って彼女の手作り弁当はうれしいタイプですか？」

　卵の応酬を黙って見ていた花絵が、急に口を開く。

「なんだ、藪やぶから棒に。……あっ、もしかして話したのか？」

「はい、彼女には」

　まずかったかな。怒らせてしまうかと、少しビクビクする。

「そんな気にするな。ふたりは仲がいいしな。別に構わないさ」

　その言葉にほっと胸を撫で下ろす。

「ちょっと、私の質問を無視しないでくださいよ」

　花絵が話を引き戻す。

「ああ、すまん。そうだな、手作り弁当には憧れるな」

「……それって作ってほしいって遠まわしに言ってます？」

　正直、私は料理が苦手だ。食事はもっぱら母に頼りきりなのだ。

「どんなにまずくても、ちゃんと食べるよ」

「まず……！　食べる前から失礼ですよ」

　――コンコン。

　音の方を見ると、花絵が机を拳で叩いている。

「まったく人前で堂々といちゃつかないでよ。こっちが照れる。私はこうちゃん探しにいくから、亜樹は先生とゆっくりしておいで」

　彼女はそう告げると、空のお弁当箱を持って出ていった。

　こうちゃんのことは気になるけれど、ここは花絵に任せよう。気を利かせてくれたことに感謝しつつ、少しだけゆっくりさせてもらうことにした。

「なぁ、俺、君の連絡先知らないんだが」

　そういえば交換していなかった。なんだか先生のプライベートに近づけたようで、心が踊る。

　ポケットに入れていたメモを一枚切り取り、携帯のアドレスと番号を書いて渡す。

「あとでメールするから、ちゃんと登録しておけよ」

「わかってま……すぅ」

「なんだその話し方は？」

　かわいい話し方を実践してみたけれど、どうやらスベったようだ。

「今日は雰囲気も違うな」

　そんなにジロジロ見ないでほしい。恥ずかしくて俯くと、下から覗き込まれる。幸い今は食堂に女性陣がいないけど、さすがに目立ちそうだ。慌てて前を向く。

「あのっ、メイクを変えたんです」

　事務的な口調で、なんでもないふうを装う。

「それって、俺のためにキレイになってくれている、って思ってもいいのか？」

　先生の口元には笑みが浮かんでいる。せっかく平静を保とうとしたのに、その言葉と表情に体温が上がる。

「そ、そうだったらどうなんですか」

　周りに悟られないよう、つっけんどんに返す。

「うれしいよ。男冥みょう利りに尽きる」

　ダメだ、この人には敵わない。ヘニャッと緩みそうになる顔を慌てて引き締めた。

　ただ、ひとつわかったことがある。かわいくなろうとする努力は間違いなかった。現にこうして先生も喜んでいる。

「私、頑張りますから！」

　そう宣言して、席を立った。




「なにやってるの？」

　こうちゃんは屋上の柵から身を乗り出して、下を見ていた。

　彼の居場所は、花絵が教えてくれた。その彼女は師長に呼ばれてナースステーションに戻ったようだ。

「そんなところにいたら危ないよ」

　その呼びかけにも無反応。仕方なく腕を引っ張って、柵から離れたベンチに連れていく。

「先生とのこと、ごめんね。報告が遅くなって」

　こうちゃんの隣に腰を下ろし、俯く彼の肩に手を置く。

「私、神野先生と結婚を前提に付き合うことになったの」

〝結婚〟の言葉に反応した彼は、やっとこっちを見てくれた。

「おめでとうございます、って言わないといけないんですよね」

　か細い声でそう言ってくれるけど、明らかに心ここにあらずといった状態だ。

「亜樹先輩、おめでとうございます……ぅぅぅ」

　伝えてくれた祝福の言葉がどんどん細くなり、最後のほうは涙声になっている。

「どうしたの!?」

　体を小刻みに震わせている。顔を覗き込むと、ぽろぽろと涙をこぼしていた。

「落ち着くまでこうしてるから」

　そう言って、背中をさする。なんだか子供みたいだ。ただ、彼の背中は私が思っている以上にがっしりと、大きかった。

「ぼく、亜樹先輩のこと大好きなんです」

　やっと顔を上げた彼の顔は、涙と鼻水でぐちゃぐちゃだ。

「知ってるよ」

　ポケットのティッシュを渡しながら答える。

「ずっとそばにいたいんです。一生」

　その言葉で、彼の言う〝好き〟の意味がわかった。返答に詰まっている横で、鼻をかむ音が聞こえる。

「先輩はぼくのこと、好きですか？」

「大好きだよ」

　親愛の気持ちを込めてそう言うと、こうちゃんが抱きついてきた。

「どうしてぼくじゃダメなんだろう」

　抱き合っているというのに、先生の時のようにドキドキしない。私はこの気持ちに応えることができないのだ。

　泣きじゃくる彼をあやすように、背中をトントン叩く。しばらくして落ち着いたのか、体を離し、私を見て小さく息を吐いた。

「ありがとうございます。先輩になぐさめてもらってるようじゃ、僕もまだまだですね」

「こうちゃん……ごめんね」

　私が鈍感なせいで傷つけていたかもしれない。そう思うと、謝らずにはいられなかった。

「やめてください。大丈夫じゃないけど、もう大丈夫ですから」

　立ち上がり大きく息を吸い込むと、口元に笑みを浮かべ、私を見た。

「『大好き』って言ってもらえただけで十分です。先輩たちのこと、心から祝福できるまでには時間かかるかもしれないけど……」

「これからも仲よくしてくれる？」

　身勝手と思うけど、彼はこの先も大切な友人だ。

「当たり前じゃないですかぁ～。なんなら恋の相談に乗ってあげてもいいですよぉ～」

　おどけてくれる優しさがありがたくて、涙が溢れる。

「やだ～。マスカラ落ちてブサイクですよぉ？」

「うるさいよっ！」

　いつもどおりのじゃれ合いだけど、その日は少しほろ苦い気分だった。




　先生と付き合うことになって、早いもので一カ月が経とうとしている。なにか進展があったかと聞かれれば、答えはＮＯ。

　お互い仕事を優先して、休みの日が重なっても勉強会や論文の準備で、なかなか会えないのだ。

　甘い時間を過ごしたのは、告白された日と翌日更衣室で会った時くらい。もちろん仕事は大事だ。でも、このままでいいのかな。

　そんなことを考えていると、書類を書く手が止まってしまう。いけない、しゃんとしないと！　慌てて続きに取りかかろうとすると、藤井先生がナースステーションに入ってきた。

「本山さん、インターネット使ってもいいかな」

「いいですよ。あれ、体調はもう大丈夫ですか？」

　藤井先生はインフルエンザに罹かかって、先週いっぱい休んでいたのだ。

「一週間飲まず食わずで痩せちゃったよ～」

　笑っているけど、予防接種を受けなかったのは、自分自身なのに。まったく、医者の不養生とはこのことだ。鼻歌なんて歌っちゃって。

　藤井先生不在のしわ寄せが神野先生に集中していたこともあって、少し腹立たしさを覚える。

「今日はなにを調べるんですか？」

「へへ。旅行の日程が届いてるから、その確認なんだ。みんなには内緒ね」

　病み上がりだというのに、なにをしてるんだか。でも、こんなふうに下調べしてくれる彼氏がいて、先生の彼女は幸せだろうな。

「例の温泉旅行、決まったんですね。先生の彼女ってどんな方なんですか？」

「それも内緒～」

　口をとがらせたおどけ顔で、質問をはぐらかす。

　その顔が今度はクマじゃなくてタコみたいだから、またもや笑ってしまう。

「本山さんはすーぐ僕の顔見て笑うんだからー。失礼しちゃう」

　そう言いながら、藤井先生も吹き出す。しばらくふたりで笑い合っていると、急に藤井先生がキョロキョロしはじめた。

「どうしたんですか？」

　先生の視線の先を追ってみるけど、とくになにもない。

「いや、神野先生がいるんじゃないかと思ってね」

　そう言って汗を拭く。たしかに今までふたりでふざけ合っていると、神野先生が出現した。でも今は夜勤中。当直医じゃない先生は不在のはずだ。

「でも、でも、いそうな気がしない？」

「どうしてですか？」

　藤井先生は、神野先生が苦手なのかな。そんな怯おびえなくても。

「だって神野先生って本山さんのこと好きだよね。他の男と夜勤なんて、心配でたまらないんじゃないかと思ってさ」

　唐突にそんなことを言われるから、思わず目を見開いてしまう。

「怪しい」

　藤井先生は、探るように目を細めて見てくる。どうしてこんな時だけ勘が働くんだろう。

「神野先生は、私なんかに興味ないですよ」

　はぐらかすための言葉なのに、胸がチクンと痛む。

「本山さんもイケメンが好きなの？」

　別にそんなわけじゃない。好きになった人がイケメンだっただけのこと。

「知りませんよ、そんなこと」

「なんでよー。自分のことじゃん。わかるでしょー」

　ぐいぐい迫ってくる藤井先生を相手に、この場をどう切り抜けようか困っていると、夜の見回りを終えた花絵が戻ってきた。

「藤井先生、なにしてるんですか。病み上がりなんだから、医局で休んでくださいっ！」

　彼女に叱りつけられた先生は、しょんぼりと医局に戻っていった。

「ありがとう。助かったよ」

「神野先生のこと、聞かれてたでしょ。藤井先生は口が軽いから気をつけてね」

　私たちの話し声が聞こえて、急いで戻ってきてくれたらしい。彼女には、助けられてばっかりだ。

「藤井先生、私のことは詮索するくせに、自分の彼女のことは隠すんだよ。ずるい」

「私知ってるよ。院内薬局の古ふる屋やさんだよ」

　いとも簡単に答えが出てくるから、彼女の顔を二度見してしまう。

「どうして知っているの？」

「この前、ふたりが抱き合っているところを目撃しちゃったから」

　花絵いわく、前々からふたりの間になにかあるとは思っていたらしい。

「だって一カ月同じ白衣を着続けるような藤井先生が、薬局に行く時だけ、糊のきいた白衣に着替えるんだもん」

　清潔感漂う古屋さんの前で、だらしない格かっ好こうは見せられないというわけか。藤井先生は、女性によって自分が変わるタイプなのかもしれない。

「古屋さんによって藤井先生は〝私色に染まる男性〟なのかな」

「恋愛の形はそれぞれ違うのよ。それより、藤井先生と仲よくし過ぎると、古屋さんも神野先生もヤキモチ焼くから注意しなさい」

　たしかにそうだ。他の異性と仲よくされるのは、面白いものじゃないだろう。それに、神野先生とのことが公おおやけになるのも避けたい。藤井先生との接し方は気をつけなくちゃ。

　それから数日後。パリッとした白衣を着て、鏡で髪形をチェックしてから薬局に入っていく藤井先生を見かけた。

　古屋さんに素敵に見られたいのかな。好きな人のために頑張る藤井先生は、たしかに前より魅力的に思える。

　もちろん、神野先生ほどじゃないけれど。




　――十二月。神野先生が赴任してきて、三カ月が経過した。

　神野先生はますます多忙を極めている。年末なことも相まって、検査の予約が集中してスタッフも大忙し。

　厳しくて人遣いも荒い先生に対して、最初はキャッキャしていた女性スタッフも、日に日に怯えるようになっている。

　ひととおりの業務を終えて、ぐったりしながらナースステーションに戻ると、神野先生がひとりでカルテをチェックしていた。

「他のスタッフはどこに行ったんですか？」

　ナースステーションには必ず人がいるはずなのに。

「手術室に行ったぞ」

　今日は手術日じゃないし、緊急の話も聞いていない。様子を見にいこうとすると、先生に引き止められた。

「君まで俺に留守番させる気か？」

　先生が〝留守番〟だって。なんかかわいい。

「ドラマの撮影らしい。みんな見学に走ってったぞ」

「そういえば、そんな話ありましたね」

　うちの病院は時々、ドラマや雑誌の撮影に使われる。比較的設備が新しくて院長も宣伝になると協力的なので、使い勝手がいいらしい。今日は人気の俳優が来るとかで、先週からみんな浮き足立っていた。

「君は行かなくていいのか？」

「そんなに興味ないんです」

　あまりドラマを見ないので、その俳優の名前を聞いてもピンと来なかったぐらいだ。

「仕事のほうが大事だもんな。えらい、えらい」

　先生はニコニコしながら、私の頭を撫でる。その仕草にキュンとしながらも、誰かに見られてはいないかと、瞬時に確認してしまう。

「職場でこういうことしないでください」

　いつ、どこで、誰が見ているかわからない。

「いやなのか？」

「いやじゃないです。ただ藤井先生が私たちのこと、勘づいてるみたいなんです」

　藤井先生の名前に一瞬眉がピクッと動いたけれど、すぐに笑顔になった。

「別に構わない。それより俺は、君に触れたい」

　身を屈め、耳元で甘く囁かれたものだから、顔が真っ赤になってしまう。

「仕事に集中できなくなるじゃないですか」

　熱くなった耳たぶを押さえながら抗議するけれど、先生にはまったく響かない。

「そうだな、悪い悪い」

　謝られてる気が全然しない。ため息をつきながら背を向ける。

「ここは職場なのに……」

「じゃあ、プライベートならいいよな」

　へっ？　振り返ると、先生はカレンダーを見ていた。

「二十四日は朝から空けておいてくれ」

　その日って、クリスマスイブだよね。

「わっ、わかりました！」

　冷静に返そうとしたけれど、思わず声を弾ませてしまう。ただ、その前日はお互い夜勤だ。

「俺は夜勤明けでも大丈夫だけど、君はどうだ？」

「私も平気です」

　本音を言えば、ちょっとキツい。でも、その日は休息より先生との時間を優先させたい。

「じゃあ仕事が終わったら、市営駐車場で待ち合わせしよう。あそこなら、君が気にする藤井先生にも見つからないだろう」

　意地悪な物言いも気にならない。イブまではあと五日。なにを着ていこう。プレゼントも用意したほうがいいかな。ワクワクする気持ちが湧きあがると同時に、年末の疲れが吹き飛んでいった。




「先輩は、なにかプレゼント贈るんですかぁ～？」

　告白されてから先生の話題は避けていたけれど、お昼の休憩中に、こうちゃんからクリスマスの話をしてきた。

「こうちゃんだったらなにが欲しい？」

「ぼくならぁ～。ハンドクリームかなぁ」

　そう答えながら頬に人差し指を当てる仕草をしている。相変わらずかわいらしい。ただ、その指は少し荒れている。

　仕事上手を洗う機会が多いから、肌荒れに悩むのは私も同じだ。でも、先生は使うかな。

「……というわけで、ぼくにはハンドクリームくださいね」

「へっ？　やだよ、自分で買いなさいよ」

　掌で〝ちょうだい〟のジェスチャーをしている彼の手を、軽く跳ねのける。

「え～ん、先輩のケチ～。じゃあ、先輩はなにが欲しいんですか？」

　特に欲しいものはない。しいて言うなら――。

「料理の腕、かな」

　ここ最近お母さんに料理を教わっているのだけど、まったく上達していないのだ。もちろん、先生にお弁当を作ってあげたいからだ。

「もっと他にないんですかぁ？」

「じゃあメイク道具一式と、男ウケする服とバッグ」

　そう答えると、彼の眉間にしわが寄った。

「先輩、はっり聞きますけど、今、楽しいですか？　料理も男ウケする服も、全部神野先生のためですよね」

「そんなわけじゃないけど、楽しいよ」

　好きな人のために努力するのは、悪くないと思う。ただ、こうちゃんに言う話ではなかったと、軽く後悔する。

「ぼくなら、そのままの先輩を受け止めるのに」

「ありがとう」

　そう返しても、彼は不満げな表情のままだ。

「亜樹先輩は十分素敵なのに、神野先生はこれ以上、なにを求めるんですかねっ!?」

「ちょっと、声が大きいっ！」

　机の下で、彼の足を蹴飛ばす。

「いった～い。だって納得いかないんですもん。男の人に合せようとするなんて、先輩らしくない」

　たしかに私は、従順でかわいらしいタイプではない。でも、いやいや努力しているわけじゃないんだ。

「私だって、多少はかわいくなりたいんだよ」

　小さくつぶやくと、こうちゃんも黙るしかなかったようだ。

「先輩がそれでいいなら、なにも言いません」

　心になにかが引っかかる気がしたけれど、きっと気のせいだ。

「お先に失礼しまーす」

　日勤帯のスタッフに挨拶をして、ロッカールームに走る。急いで支し度たくしなきゃ。

「あら、珍しいわね。本山さんが夜勤明けに化粧なんて」

　先輩看護師の高たか橋はしさんが、声をかけてくる。

「スカートはいているのも珍しいわね。新鮮で素敵よ」

　今日着ているのは花絵に選んでもらった白いワンピース。いつもおしゃれな高橋さんに褒めてもらえて、ホッとする。

「今日はこのあとちょっと予定がありまして……」

「クリスマスイブだものね。いいわねぇ、若いって。でも、お見合いはダメになったんじゃなかった？」

　気持ちいいぐらいストレートに突っ込むなぁ。気にしないけど。

「違いますよ。今日はランチパーティーみたいなものです」

　適当にごまかしてみる。すると高橋さんは、ポーチから櫛くしとヘアピンを取り出した。

「パーティーなら髪もセットしないと。私、ヘアアレンジ得意だからやってあげるわ。あなたはメイクに集中しなさい」

「あ、ありがとうございます」

　半ば強引だけど、ここはありがたく厚意に甘えよう。

　花絵に教わった〝華やぎメイク〟と、高橋さんのヘアセットのおかげで、鏡の中の私は、我ながらいつもよりぐっと女っぽい印象だ。

「うーん、なにか足りないわね」

　高橋さんは私を遠目に見て、思いついたように化粧ポーチからグロスを取り出す。それを小指で少し取ると、唇に載せた。

　赤い唇が白いワンピースに映える。

「うん。あなたは赤を足したほうが華やぐわ。きっとパーティーの主役になれるわよ」

　これなら先生の隣に立っても引けを取らないはず。

「ありがとうございます」

　高橋さんの手を取ってお礼を言う。

「素敵なクリスマスを過ごしてね」

　彼女はウインクして私を送り出してくれた。




　市営駐車場に着くと、既に先生は車の中で待っていた。私に気づくと、車を降りて助手席のドアを開けてくれる。

　普段、白衣の先生しか見ていないから私服姿は新鮮だ。グレーのニットに黒いパンツ。シンプルな格好だからこそ、モデルのようなスタイルが際立って見える。こんなにかっこいい人とこれからデートなんだと思うと、緊張してしまう。

「お待たせしました」

　声をかけると、先生は私を上から下までまじまじと眺めている。

「驚かさないでくれよ」

　なんのことを言っているのかわからず、首を傾げる。

「初めて会った時から君のことはキレイだと思っていたけど、今日の君は格別に美しい」

　キザなセリフだけど、今日の先生ならなにを言っても似合ってしまう。

「こんな真っ赤な口紅つけて……」

「えっ、変ですか？」

　自分では気に入っていたので、シュンとする。

「俺を誘っているのか」

　そう言うと、先生は私の耳のうしろに手を回してきた。

「君は赤い色が似合う。すごくキレイだ。今すぐにでも家に連れていきたいくらい」

　耳に触れる手に力が入る。

　もしかして、キスされる!?　思わず身構えると、先生は微笑んだ。

「残念ながら、ここではできないな」

　心の声を読まれたようで、顔から火を噴きそうになる。私、先走り過ぎだ。

「じゃあ、行くぞ」

　火ほ照てったままの私を、先生は助手席にエスコートしてくれる。

「そういえば、今日はどこへ行くんですか？」

「それは着いてのお楽しみだ。とりあえず高速に乗るぞ。天気がよくてよかったな」

　高速ってことは、遠出デート？　予想していなかった展開に、ワクワクが止まらない。ハンドルを握る先生も、うれしそうに微笑んでいる。

　雲ひとつない青空を眺めながら高速を一時間ほど走ると、サービスエリアの標識が見えてきた。

「朝食まだだろ。と言っても時間的には昼食か。ちょっとなにか食べていかないか？」

　サービスエリアって小旅行気分が盛り上がるから大好き。ふたつ返事で先生の提案を受け入れる。

「んーいい匂い！」

　メロンパンに焼き鳥に中華まん。露店に並ぶワンハンドフードはどれも魅力的で、ついつい目移りしてしまう。

「ラーメン屋があるぞ？」

　先生がフードコートを指さす。それも魅力的だけど、今日は〝かわいく〟食べられるものがいい。結局、私はサンドイッチを、先生はラーメンを選んだ。

　ラーメン、やっぱりおいしそうだな。

「ひと口食べるか？」

　私の視線に気づいたのか、先生が箸を止める。

「いえ、け、結構です！」

　自分の食い意地が恥ずかしくて、焦りながら断る。すると先生はスープを掬すくって、私の口元に持ってきた。魚介のいい香りが鼻を刺激する。

「ほら」

　だめだ、私はやっぱりラーメンが好きだ。〝あーん〟をされる格好で、蓮れん華げに口をつける。

「おいしい」

「全部食べていいぞ」

　正直、サンドイッチだけでは物足りなかった。お礼を言って、おずおずと残りのラーメンを貰う。

　せめて上品に食べようと少しずつ麺をすすっていると、先生はなにか言いたげな目線をよこしてくる。

「どうかしました？」

「……いや、なんでもない。ゆっくり食べろ」

　大食いの女だと呆れてるかな。先生好みの、かわいい女性になるのは難しい。

「眠かったら寝ていいぞ。夜勤明けで疲れてるだろ」

　食事を終えて、また出発。暖かい車内でぼんやりしていると、先生がそう声をかけてくれた。

「先生だって同じじゃないですか」

「君を待ってる間に少し寝たから、大丈夫。居眠り運転もしないぞ」

　本当はすごく眠い。でも、ここは少しでもいいところを見せたい。

「私も一緒に起きてます。これどうぞ」

　バッグからガムを取り出して、先生に渡す。うん、いい感じ。これは〝かわいい彼女〟っぽいぞ。

　三十分ほど車を走らせると、水色の大きな建物が見えてきた。駐車場の入口には、イルカのモニュメント。もしかして目的地って水族館？

　車から降りると、磯の香りが鼻先をかすめた。

「君と仲よしの藤井先生にクリスマスの穴場を聞いたら、ここを教えてくれた」

　また意地悪な言い方。

「先生は、藤井先生のことが嫌いなんですか？」

　ずっと気になっていたことを聞いてみる。

「好きじゃない」

「なにかあったんですか？　藤井先生、そんな悪い人じゃないと思うんですけど」

　そう言うと、不機嫌そうに目を細めてこちらを見てくる。

「あいつのこと、好きなのか？」

　もしかして、ヤキモチ？

　先生の問いに答える前に、プーッと吹き出してしまう。

「なぜ笑う」

　まるで拗ねた子供みたい。そんな姿を見せてくれることがうれしくて仕方ない。

「私が好きなのは、神野先生だけですよ」

　先生はむすっとした顔のままだけど、口の端が少し上がったのを私は見逃さなかった。

「さ、早く中に入りましょう」

　腕を引っ張って、チケット売り場に連れていく。

　自分のチケット代は払おうと財布を出したけれど、先生に制止されてしまった。今日のところはお礼を言って、素直に受け取ることにする。

「ほら」

　中に入ると、先生が右手を差し出してきた。

　手をつなぐ、ってこと？　ぎこちなく差し出した手を、しっかり握りしめてくれる。大きくて温かい。この人にもっと触れたい、そう思った私はその手をキュッと握り返した。

「うわぁー！　キレイー！」

　入口のすぐ正面には、巨大な水槽が広がり、色とりどりの魚が泳いでいた。

「うわぁー！　大きいー！」

　水槽の真ん中では銀色の小さな魚が、群れをなして同じ方向に向かって泳いでいる。まるで一匹の大きな魚みたいだ。

「うわぁー！　かわいいー！」

　水草の間を覗くと、オレンジやブルーの小さな熱帯魚もいる。丸っこい体がまるでピンポン玉のよう。

　先生の方を見ると、彼も笑っていた。

「楽しいですね」

「楽しそうな君を見てるほうが楽しい」

　しまった、はしゃぎ過ぎたかな。

「お魚を見てくださいよ」

　さっきとは打って変わって、余裕ぶった先生が憎たらしい。

「魚も見てる。あ、イルカショーがあるらしいぞ。行くか？」

「えっ！　見たいです!!」

　前のめりで答える私に、先生は笑顔で返してくれる。ふたり一緒にいると、私はどんどん素直になっていく。




「イルカって、本当に賢いですね。みんないい子だったなー」

　屋外のショーで冷え切った体を温めるために、お土産売り場に移動した。

　花絵とこうちゃんになにか買っていこうかな。あれこれ見定めていると、大きなイルカのぬいぐるみが目についた。

「わっ、かわいい！」

　抱き枕に使えそう。でも、ぬいぐるみなんてガラじゃないな。ふわふわの手触りを楽しみながら考えていると、うしろから手が伸びてきて、ヒョイとぬいぐるみを奪われた。

「買ってやる」

　そこまで甘えるわけにはいかない。

「ダメです。自分で買います」

　ぬいぐるみを取り返そうとすると、肩を抱かれ、耳元で囁かれた。

「俺と思って一緒に寝ればいいじゃないか」

　不意打ちはずるい。絶句している私を尻目に、先生は鼻歌交じりにレジにいってしまった。

　館内をぐるっと回っている間、先生は大きな包みを抱えたまま。お土産は、帰りに買えばよかったとふたりで笑い合う。

「そろそろ帰るか」

　もう少し一緒にいたいけど、日も暮れてきた。少ししょんぼりしながら頷くと、外からドーン！と、お腹に響く音が聞こえてきた。

「花火やってるらしいよ」

　近くのカップルがいそいそと外に向かうので、私たちもついていく。

　――ドーン

　夕暮れ時の空を、大小さまざまな花火が彩る。

「うわーっ、キレイ！　冬の花火もいいですね」

　寒さも忘れて空を眺めていると、ふと肩に重みを感じる。

「せ、先生……!?」

「寒くないか？」

　耳元に温かい息がかかってくすぐったい。先生がうしろからすっぽり私を抱きしめてくれていたのだ。

　いつもなら恥ずかしくて身をよじって逃げるけれど、今日はやたら心地いい。先生の心臓の音を感じながら、すぅっと意識が遠のいた。




　目を開けると、花火ではなく白い天井が見えた。

　頭がぼんやりして体が動かない。目だけ動かして周りを見渡してみたけれど、まったく知らない場所だ。

　ここはどこだろう。

「やっと起きたか」

　聞き覚えのある声に、意識が戻ってくる。

「神野先生、私……」

　よろめきながら起き上がると、先生は心配そうな顔でこちらを覗き込んでくる。

「花火を見てたら急に倒れたんだ。疲れが溜まってたんだろう」

　自分の体調管理もできないなんて。恥ずかしくて先生の顔が見れない。

「今、何時ですか？　あと、ここはどこですか……」

「今は午後十時。そしてここは俺の部屋」

　せ、先生の部屋!?　初めてのお宅訪問を、こんな迷惑をかけるシチュエーションにしてしまうなんて。しかも、何時間寝ていたんだ。

「ご迷惑おかけしてすみません」

　謝ることしかできない。うなだれていると、先生はベッドに腰掛けてきた。

「俺のほうこそ悪かった。疲れているのに無理させたな」

　申し訳なさそうな顔で、頭を撫でてくれる。私は、この人の優しさに甘え過ぎだ。

「悪いのは私です」

「もう気にするな。ただ、ひとつだけ願いがある。聞いてくれるか？」

　泣いてしまいそうだったので、無言で頷く。先生のためなら、なんだってする。

「無理に俺に合わせようとしないでくれ」

　私は、無理をしているつもりはない。好きだから、先生好みの女性になろうとしていた。でも、それは楽しいことで、辛くもなんともないのに。

「今日の君は本当に素敵だ。でも、一日過ごすうちに、俺のことを気にして、頑張り過ぎてる気がしたんだ」

「違います、ただ私は先生の好みに近づきたいだけなんです」

　口に出して、少し後悔した。重い女と思われたらどうしよう、そんな心配が頭をもたげる。

「ずっと前から君は俺好みの女性だぞ」

　冗談ぽく返されるけど、今それを真に受け止める余裕はない。

「だって前に〝自分の色に染まってくれる女性がいい〟って言ってたじゃないですか」

　必死な訴えに先生は目を丸くする。そして少し考え込んだあと、そっと微笑んで言った。

「あの時、話を最後まで聞いていなかったんだよな」

「ちゃんと聞いていましたよ」

　少しだけムッとして反論すると、先生は首を横に振る。

「『分からなくはない』とは言ったが、そのあと『君には〝自分の色〟に染まって欲しいと思わない』と言ったんだ」

「え？」

　そんなこと言ってた？　それじゃあ私は、ずっと勘違いして間違った努力をしていたの？

　不安で表情が歪んだのを先生は見逃さなかった。

「俺が惚れたのは自分の意志を貫いた強い君だ。三年前、周りの色に溶け込むほうが楽だったはずなのに、君は自身の色を変えなかった」

　あの研修の時は、何度も自分の意志を曲げたくなった。でも、周りの雰囲気に流されてしまったら、この先ずっと後悔すると思ったんだ。

「他の色に染まらなくてよかった…んですよね？」

　確認するように問いかけると、先生は大きく頷いた。

「そのままの君でいいんだ」

　しっかりと視線を合わせて答えてくれたことで、ふと肩の力が抜けたような気がした。私は張り切り過ぎていたのかもしれない。

「ついでに言えば、ラーメンを豪快にすする君だから好きなんだよ」

　そうだった。〝かわいく食事しよう〟なんて考えていたけど、初めての食事で、大盛りラーメンをがつがつ食べていたんだった。

「サービスエリアで猫かぶっていたの、バレました……？」

　先生は、私の体を引き寄せながら笑った。

「バレバレだったよ。でもうれしかった。俺が好きだから、頑張ってくれてたんだろ？　でも、おちょぼ口でラーメン食べてると、ひょっとこみたいな顔になるぞ」

「なっ……！」

　ひどい言われように、拳で先生を軽く叩く。もう一回ぶってやる！　そう思って手を上げると、先生は私の手首をきゅっと掴んできた。

「ありのままの亜樹でいてくれ」

　はじめて下の名前で呼ばれたことに驚いて先生を見つめると、瞳に私の顔が映っているのがわかった。

「キス、しようか」

　ゆっくり目を閉じると、唇に温かくて柔らかい感触がした。

　初めてのキスはすごく優しかった。ただ、呼吸がうまくできない。息苦しくてたまらず、先生のシャツの胸元をぎゅっと掴む。

　そして一瞬唇が離れたその隙すきを突く。

「先生、苦しいっ……！」

　ムードぶち壊しだ。でも仕方ない。荒くなった自分の呼吸が聞こえる。

「我慢しろ。お前がかわいすぎるからいけないんだ」

「え？」

　シャツを掴んだままキョトンと先生を見上げる。

「ほら、その顔もかわいい。いつもと違うギャップに、俺は弱いんだ」

　そう言うと、また唇が下りてくる。

　さっきよりずっと深いキス。頭の奥がじんと痺れて、息をするのも忘れてしまう。

　唇が離れたあとも、くっついていたくて先生の胸に頭を預ける。そんな私の背中を優しく撫でながら、先生はぽつぽつと話しはじめた。

「今日の亜樹は本当にかわいい」

　何度も言われる〝かわいい〟の言葉がうれしくて、クスクス笑ってしまう。

「そのままの亜樹もかわいいけど、たまにこうして俺を挑発してくれ」

　そう言うと、先生は私の頬を両手でそっと挟んで上を向かせた。三度目のキスが近づいてくる。

　だけど、初心者の私には限界だった。

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ！」

「残念ながらその願いは聞いてやれないな」

　頬を挟む手に力が入る。

「あの、プッ、プレゼント用意してるんです！」

「プレゼント？」

　先生の手が緩んだところで、ベッドから下りる。バッグはどこだろうと探していると、リビングに連れていかれた。

「うわー……」

　思わず声が漏れる。軽く二十畳はありそうな部屋に、大きなテレビとブラウンで統一されたスタイリッシュな家具が置いてある。

　よく整理されて無駄な物がなく、まるで海外のインテリア雑誌から飛び出してきたみたいだ。

　バッグは部屋の真ん中に置いてある革張りのソファーの上にあった。中から小さな箱をふたつ取り出す。

「先生、メリークリスマス」

　ソファーに腰掛ける先生に、ふたつの小さな箱を手渡す。

「ふたつもくれるのか？　開けるぞ」

　返事する前に、もう開けている。

「これはなんだ？」

「アロマオイルです。先生、眠れないって言ってたから、ラベンダーを配合した特製オイルを作ってみました」

　先生の手から瓶を受け取ると、自分の手の甲に一滴垂らして、彼の鼻に近づける。

「いい香りだな。でも、俺がいつ眠れないなんて言った？」

「前にマッサージした時ですよ」

　強引にやらせておいて、まさか忘れるとは。

「ああ、あれは亜樹と少しでも一緒にいたかっただけだよ」

　想像もしていなかった答えに、カァーッと顔が熱くなる。

「もうひとつはペンか。上等なヤツだな」

　照れる私をよそに、先生はもうひとつの包みも開けている。

「先生、いつも備品のボールペンを使っているので」

　院内で使う文具は、病院から支給される。でも、なかには自分でこだわりのペンを用意する人もいるのだ。

　藤井先生は『いつも白衣だから、ペンぐらい気分が上がるものがいいんだよ』なんて言ってたっけ。

「替え芯までつけてくれたんだな。気が利く亜樹らしい。ありがとう。大切に使うよ」

　喜んでもらえてよかった。

「俺からも渡したい物がある」

　そう言いながら、先生はリビングを出ていった。しばらくして戻ってくると、小さな黒い紙袋と真紅のバラの花束、そしてイルカのぬいぐるみを抱えて戻ってきた。

「このバラは、亜樹のイメージで選んだんだ」

「ふふっ、キザ」

　そう言うと、先生は笑って小突いてくる。照れた顔がかわいくて、胸がキュンとする。バラの香りを堪能していると、次に紙袋を差し出された。

「開けていいですか？」

　中にはリボンがかかった細長い箱。丁寧に包装を解くと、ゴールドのチェーンに、同じくゴールドのハート形チャームがついたネックレスが出てきた。

「わーっ！　かわいい！」

　いそいそと着けようとすると、先生が首に手を回してきた。

「俺が着けてやる」

　先生の少し冷たい指がうなじに触れるたびに体がビクッとなる。

　それが伝わらないよう必死で押しとどめていたのに、急にうしろから抱きしめられるものだから、思わず声が漏れる。

「あっ……」

「今度は指輪を贈る。近いうちにな」

　首筋が熱を持つ。ドキドキして体がふらつきそうになり、先生の腕をギュッと掴む。

「このネックレスだけで十分うれしいです」

「婚約指輪だよ。亜樹は俺の妻になるのはいやか？」

　そういえばプロポーズの返事をはっきり伝えていなかった。私を抱きしめる先生の腕を解き、向き合う形を取る。

「先生」

「聡だ。ふたりきりの時は名前で呼んでほしい」

　急に言われても、心の準備ができていない。ドギマギしながら、言い淀んでいると、もう一度催促された。

「……さ、聡さん」

　俯きがちに呼んでみる。

「ん」

　顔を上げると、先生も真っ赤になっていた。なんだ、この人も照れてるじゃないか。普段見られない素直な反応に、愛おしさが込み上げる。

「私、聡さんのプロポーズ、お受けします！」

　満面の笑みで伝える。やっときちんと返事ができた。

「必ず幸せにするから。亜樹がずっと笑顔でいられるように」

　約束だ、そう言って立てた先生の小指に、私も小指を絡ませた。

　ふと時計を見やると、既に日付が変わろうとしていた。

「今日はありがとうございました。そろそろ帰らないと」

　そう言って立ち上がると、ぐっと腕を掴まれた。

「泊まっていかないのか」

　その言葉に、小さく体が跳び上がる。

「いやっ、あの……」

「俺は亜樹と朝まで一緒にいたい」

　私を見上げる彼の瞳は、熱を帯びているのか少しだけ潤んでいる。

「亜樹は俺と一緒にいたくないか？」

「それはもちろん一緒にいたいです。でも……」

　親になにも言ってないし、なんの用意もしていない。色んな理由が頭をぐるぐる回っているけど、言葉にならない。

　すると先生が立ち上がり、唇を塞いできた。

「ンンッ……」

　力強い腕で体を拘束され、身動きができない。激しさを増すキスに、思考が止まる。

　――どれくらいこうしていただろう。やっと解放されたけど、お互い肩で息をしてしばらく言葉が出てこない。

「……これでも帰るって言えるか？」

　言えるわけがない。親にはあとで連絡すればいい。

　先生に無言で身を預けると、体がふわりと宙に浮いた。




　頭がふわふわする。なにかに優しく撫でられている感触。小さなころ、お母さんがこんなふうに髪をとかしてくれたなぁ――。

　心地よさに身を任せたまま、ぼんやりと目を開ける。

　飛び込んできたのは、裸のままベッドボードにもたれている先生の姿だった。

「本当によく寝るな」

　私の脳は状況を整理できずにいる。そして身動きをした瞬間、肌に触れるシーツの感触ですべてを思い出した。

　先生を背にして、布団を頭まで引き上げる。

「なに隠れてるんだよ」

「恥ずかしくて」

　少しでも存在を隠そうと身を縮める。すると先生は、布団ごと私の体を包んだ。

「昨日の亜樹、本当にかわいかった」

　背中をさする手が昨日の熱の記憶を呼び覚まし、体がビクッと反応してしまう。

　それに先生が気づかないわけがない。私の曲線をなぞりはじめた彼の手を止めるため、勢いよく布団から顔と手を出した。

「おはよう。亜樹」

　さっきまで私に意地悪していたのに、もう優しい笑顔。

「おはようございます」

　はにかんで答えると、おでこにキスをされた。

「いいな、その笑顔」

「え？」

　変な寝癖ついてないかな。髪を手で整えながら聞き返す。

「起きた時、亜樹が隣で寝ていて、笑顔でおはようって言ってくれる。それだけで幸せを感じるよ」

　どうしよう、すごくうれしい。私も幸せだ。布団で隠しながら体を起こし、彼の肩に頭を乗せる。

「こうして一緒にいると離れがたくなります」

「一緒に暮らすか？」

　そうなったらいいな。でも。

「料理もまともに作れないのに、迷惑になるだけです」

「でも料理の勉強しているんだろう？」

　それはそうだけど。って、どうして知ってるんだろう。

「亜樹のかわいい後輩……小野田くんだっけ？　彼が教えてくれたんだよ。君が俺のために化粧や料理を頑張ってるって」

　こうちゃんが!?　なんでそんなこと。不思議そうな顔をしていると、その理由を教えてくれた。

「俺が亜樹を変えてしまうと思ったみたいだ。『亜樹先輩の本当のよさをわかっていない』なんて叱られたぞ」

　そんな勝手なことを！　思わず怒った顔になると、先生に宥なだめられた。

「そんな怖い顔をするな。亜樹を本当に慕ってるんだろうな。俺もそれぐらいはわかってるさ。『ぼくの恩人だ』とも言ってたぞ」

　恩人だなんて。私はそんな大層な人物じゃない。

　――こうちゃんとの出会いは四年前。

　当時、男性看護師がやって来るということで、女性陣はにわかに色めきだっていた。

　しかしやって来たのは話し方も仕草もフェミニンな男性だった。

　朝礼で彼が自己紹介した瞬間、〝なーんだ〟という空気が漂ったのは今でも忘れられない。

　私も最初はどう接していいのかわからずギクシャクしていたけれど、彼の人懐こさや賢さ、テキパキとした仕事ぶりを見ているうちに、余計なフィルターがなくなって、どんどん親しくなった。

　それは他のスタッフや患者も同じで、あっという間に彼は院内の人気者になった。

　だけど、そんな彼を受け入れない人もいた。当時在籍していた一部の医師は、こうちゃんが話しかけると、あからさまに顔をしかめたり聞こえないふりをしていたのだ。

『お陰で仕事がやりにくいですぅ～』なんて愚痴をこぼしていたけれど、内心かなり傷ついていたと思う。

　そんなある日、こうちゃんに冷たくしていた医師のひとりが、彼に大声で怒鳴り散らしていた。

　同僚に何ごとかと尋ねると、こうちゃんがインスリンを投与した糖尿病患者が低血糖発作を起こすところだったと言う。

　それは大事だ。急いで指示書を確認すると、そこには通常量と一桁違う投薬指示が書かれていた。

　ただ、初心者でもないこうちゃんが、このミスに気付かなかったとは思えない。それに筆跡も違う。クセのある字は、むしろ怒鳴っている医師の字に似ている気がする。

　どうしたものかと考えていると、こうちゃんは何度も医師に確認したと反論した。その様子は他の看護師も見ていて、いつものように無視されていたと言う。

　しまいには『お前ごときが俺に意見するな。黙って指示に従えばいいんだ』とまで言われたそうだ。

「指示された量は先生の考えがあってのことだと思って、患者に投与したんです」

　今にも泣きだしそうな表情を見て、胸が痛んだ。不安を抱えながらの投薬は怖かっただろう。

　事実、心配だったこうちゃんは、こまめに血糖値を測定し、低血糖になるのを未然に防いだ。それなのに医師は彼を責め立てる姿勢を変えない。

「本当はお前が指示書の数値を書き直したんじゃないのか」

　看護師が勝手にそんなことするはずがない。なおも責任転嫁しようとする姿に、看護師たちから冷たい視線が注がれた。

　でも、私たちの仕事はこの人を追い詰めることではない。

「申し訳ありません！　彼に医師の指示には的確に従うよう指導したのは私です。この件は私に責任があります」

　みんなに聞こえるよう、割って入ると、その医師は私の方を向いた。私はそちらには視線を向けず、こうちゃんに振り返って言葉を重ねる。

「でもね、小野田くん。勝手に血糖値を測定したらダメって言ったでしょ。看護師は医師の指導の下もとに動くんだから」

「すみません……。心配だったので」

　彼は、小さく肩をすぼめて謝った。

「心配でもやっちゃダメなの。ですよね、先生？」

　精一杯申し訳なさそうな表情で医師の方を見やる。

「時と場合による」

　なんとも曖昧な返事だ。でも、これで十分だ。

「看護師一同、今後も気をつけます」

　そう頭を下げて、なんとかその場を収めた。

　それからその医師は、こうちゃんと普通に接するようになり、他の人たちもそれに倣ならうように態度を軟化させていった。

　こうちゃんは『あの時、亜樹先輩が助け船を出してくれなかったらもっと意地悪されて、看護師辞めてましたぁ～』なんて言ってくれるけど、それは違う。

　逆境にめげず、自分の職務に尽くしたのは、他でもない彼自身なのだから。




「……出会う前から、君はいい看護師だったんだな。なのに三年前、あんなキツい言い方して悪かった」

　思い出を語って聞かせると、先生はふぅと、息を吐いてそう言った。

「そんな！　やめてください。単に昔から怖いもの知らずだっただけです」

　必死で謙けん遜そんするけれど、彼はいたって真剣な表情を崩さない。

「君のような先輩がいたら、小野田くんも立派に成長しそうだな。ま、彼氏の立場は譲れないが」

　告白のことは誰にも言ってないのに、なにか気づいているようだ。ドキッとするけど、やましいことはなにもない。

「そんなことないですよ。まだまだ半人前です。現にせん……聡さんだって、よく怒るじゃないですか」

　そうだ、怒られるたび、自分の力不足を痛感してへこむんだ。

「だって、亜樹の落ち込む顔も好きだから」

　頬を軽く抓り、意地悪く笑う。

　恥ずかしさを隠すためにまた布団を被ると、先生が潜り込んできた。

「せっかく近くにいるのに、亜樹の顔が見られないのはいやだ」

　拗ねた言い方にキュンとしてしまうなんて、どうかしてる。彼の顔を両手で挟み、少しだけ見つめる。そして目を閉じて自分から唇を重ねた。

　驚いた様子が目を閉じていてもわかった。と同時に無性に恥ずかしくて、そのまま身動きできない。

　すると先生は、形勢逆転とばかりに私に覆いかぶさってくる。

「かわいすぎ」

　耳元で囁くと、私の太ももを撫ではじめた。いけない、彼のペースに飲み込まれてしまう――。

　そう思った瞬間、携帯のアラーム音が響いた。

「チッ」

　小さく舌打ちを打って、先生が布団の隙間から手を伸ばす。

「六時か」

　もうそんな時間か。たしかにカーテンの隙間からは、朝の光が差し込んでいる。

「そろそろ帰らないと……」

　名残惜しいけど、先生は今日も仕事だ。

「まだ時間あるな。朝早いけど亜樹のご家族に少し挨拶させてくれ」

　えっ!?　バスルームに向かう先生がサラリと告げた言葉に、動揺する。

「こっ、今度でいいですよ」

「心配しているだろうし、そういうわけにはいかない。ほら、急ぐぞ」

　結局、昨晩は無断外泊してしまった。適当にごまかそうと思っていたのに、先生を連れていったら、うちの家族は大騒ぎするだろう。

　先生は、言い出したら聞かない人だ。家族との対面は避けられない。両親と弟の顔を思い浮かべて、大きくため息をつくしかなかった。










家族




「ただいま」

「はーい！　今行くわ～！」

　テンション高めの声が、奥の部屋から聞こえてくる。

　母には車の中でメールしておいたから、私たちの到着を待ち構えていたのだろう。

　極上の笑顔で先生を招き入れた。

　帰宅早々、客間に向かうことなんて今まであったかな。この家の娘なのに、知らない家に来たみたいだ。

　客間の座布団に緊張しながら正座していると、出勤前のお父さんがやって来た。

「朝早くから失礼いたします。昨日は連絡もせず亜樹さんを外泊させてしまい、申し訳ありませんでした」

　先生は座布団から下りると、ガバリと土下座した。私も慌てて頭を下げると、しばらくの間をおいて、お父さんが口を開いた。

「なーに、気にすることはないさ。亜樹だっていい歳なんだし」

　そう笑って答えてくれたけど、顔が引きつっている。目元のクマを見れば、昨日寝ていないことは容易に想像できる。

「お父さん、ごめんなさい」

　そう謝ると、眉を寄せて困ったような顔をした。

「まぁ、次は連絡するように。もう仕事だから行くぞ。先生、ごゆっくり」

　そう言うと、足早に家を出ていってしまった。時計を見ると、いつもの出勤時間より一時間も早い。

　隣の先生も、少し気まずそうな顔だ。

「だーいじょうぶよー。急なことだから、お父さんびっくりしちゃっただけよ」

　お茶を持ってきたお母さんの声が、その場の空気を緩めた。

「それより、朝食は食べたの？」

　お母さんは先生の前に腰を下ろしながら、私に訊ねてくる。

「ううん。まだ」

　身支度に時間がかかって、何も食べていない。もっとも胸がいっぱいで、食欲もなかったのだけれど。

「それならお腹空いているでしょ。すぐに用意するから待ってなさい」

「あ、ちょっと待って。先生はこれから仕事なの。そろそろ出ないと」

　腰を浮かせたお母さんを引き止める。

「あら、そうなの？」

「お気遣いいただいたのに、すみません」

　先生が申し訳なさそうな顔で謝ると、お母さんは彼の肩を軽くたたいて笑った。

「そんなにかしこまらなくてもいいのよ。じゃあ、今度はお父さんが休みの日にゆっくりいらっしゃい。手料理用意して待っているから」

「ありがとうございます」

　お母さんに優しい笑顔を向ける先生を見て、私の胸に温かいものがこみ上げるのを感じた。

「また改めて、正式にご挨拶に伺います」

　帰り際、先生が告げた言葉に、お母さんは一瞬目を見開いたけど、すぐにいつもの笑顔になって、玄関先で私と一緒に見送りをした。

「心配かけてごめんなさい」

　キッチンに戻って、カズのお弁当作りに取りかかっているお母さんの背中を眺めながら、改めて無断外泊を謝る。

「これきりにしなさいよ～」

　明るい声の中にも疲れが滲んでいるのがわかる。お母さんも寝ていないんだろう。浮かれて周りが見えていなかったことを反省する。

「亜樹もそろそろ結婚を考える年頃よね。まだまだ小さな娘と思っていたんだけどね」

「私、もう二十七だよ」

　そう笑って返しながらも、胸がちくんと痛む。いやだ、私ってばまだ親離れできていないのかな。

「おめでとう、亜樹」

「ちょっと！　気が早いよ。勝手に話を進めないで」

　実際、気持ちを確かめ合っただけで、なにも決まってはいない。それこそ私は、先生の家族のこともなにも知らないのだから。

「それでもいつかこの家を出るのよね。喜ばしいことだけど寂しくなるわ」

　そうポツリとつぶやくのを見ていると、涙が出てきた。私は、愛されて育ってきたんだなぁ。鼻をすすると、気付いたお母さんが手を止めて私を抱きしめてくれた。

「いつか結婚する日までは、家にいてね。それまでは亜樹と一緒に過ごしたいわ」

　声にならず、うんうんと頷く。

「幸せになるのよ」

　親の愛情を感じながらめそめそと泣いていると、目を覚ましたカズが下りてきた。

「げっ、姉ちゃんなにやってんの。鼻水すげーよ」

　こんな弟でも、私の大切な家族だ。




「こうちゃん、これあげる。二日遅れだけど」

　お昼時間少し前の食堂。休憩している人もまばらな中、遅めのクリスマスプレゼントをこうちゃんに手渡した。

「あ～っ、ハンドクリームだぁ。覚えててくれたんですね～」

　包みをバリバリと開けて、さっそく手につけている。こういう時の動きは、妙にワイルドだ。

「心配かけてごめんね」

　ハンドクリームの香りを楽しんでいた彼は、私が謝っている意味がわからない、という顔をする。

「先生とのこと。私、無理することはやめるよ」

　そう言うと、合点がいった様子でうんうんと頷く。

「前にも言いましたけど～。先輩に、かわいく従順なのは似合いませ～ん」

「ちょっと、こうちゃんにはどう見えているのよ」

　破られたハンドクリームの包みを丸めて、彼にぶつける。

「亜樹先輩の魅力は凛りんとした強さですよ～。〝美しい〟のほうが合ってます。っていうか、かわいこぶった先輩は気持ち悪いですぅ～」

　褒められてるのか、けなされてるのかわからない。

「でもね、料理は頑張ろうと思うんだ」

　看護師として、食生活をきちんとするためにも、料理は大事だから。

「それはいいんじゃないですか？」

「それでね、これ、作ってみたんだけど……」

　昨日はじめて作ったクッキーを差し出す。もちろん、お母さんに手伝ってもらったものだ。

「食べていいんですか？　先生には？」

「ここであげたら不自然でしょ」

　口元に指を立てて、小声で返す。

「それじゃ、遠慮なくいただきまーす」

　まずくはなかったようだ。二枚、三枚と食べてくれる。

　私もお茶を淹れて、しばらく雑談していると、昼を告げるチャイムが鳴り、人が続々とやって来た。

　あっという間に席が埋まっていく。私たちのうしろには、事務所の女性スタッフたちが腰掛けた。

「佐藤さん、神野先生をクリスマスイブのデートに誘ったらしいよ」

　こうちゃんと顔を見合わせる。

「でも先生、『彼女と過ごすから』って断ったんだってー」

「嘘ーっっ！　ショックなんだけど!!」

「佐藤さんも、さすがに諦めついたみたいよ」

　周りのことなどお構いなしに、噂話に花を咲かせている。

　なんとなくいづらくなって、私たちはテーブルを片づけて食堂を出ていった。

「あんなところで、佐藤さんの名前出さなくても～」

「……そうだね」

　誰かを好きになって、傷ついたり苦しんだりする気持ちは、私にもわかる。

　どの恋も、すべてうまくいくわけじゃないんだ。こうちゃんだって――。

「僕は大丈夫ですよ」

　えっ、今声に出てた？　慌てて口を押さえると、こうちゃんが笑いながら言った。

「違いますよぉ。先輩は顔に出やすいんです～。深刻そうな顔されたら、こっちが気ぃ遣うじゃないですか～」

「ご、ごめん！」

　焦る私の姿を見て、彼はますます笑う。

「僕も、先輩以上に幸せになってみせますから、大丈夫」

　そう言うと、私の右手を持って、ぶんぶんと振り回す。

「……なにやってるんだ」

　つないだ私たちの手を、背後から掴まれた。そこにいたのは神野先生。この人は、いつもいやなタイミングで登場する。

「廊下ははしゃぐ場所じゃないぞ」

　そう言いながら、ふたりの手を引き離す。その様子にこうちゃんが吹き出した。

「すっごい独占欲～。先輩、大変じゃないですかぁ」

　大げさに目を見開いてトゲのある言い方をする彼は、なかなかの性格だ。でも先生だって負けていない。

「亜樹を独占できるのは俺の特権だ」

　余裕たっぷりな表情で切り返す。こうちゃんもお手上げと思ったのか、肩をすくめてその場を去ろうとした。

　と思ったら、急に振り返って不敵な笑みを浮かべる。

「亜樹先輩の手作り、先にいただきましたぁ～」

　そう言い残すと、お尻をぷりぷりさせながらナースステーションに戻っていく。残された私たちは、絶句するしかなかった。




「昼間の件は、どういうことだ」

　こうちゃんの挑発にまんまと乗った先生は、仕事が終わったあとの私を、カルテ室に呼び出した。

「ただクッキーを試食してもらっただけです」

　先生に手作り料理をふるまうまでに、練習したかっただけなのに。

「そのクッキーはどこだ」

「食べちゃいました……」

　大きくため息をついて、がっくり肩を落とされる。

　そんなに大層なものじゃないのに。オロオロしていると、先生はうしろ手に部屋の鍵を閉めた。

「ちょっと！　なにしてるんですか!!」

　彼はぐいぐい私との距離を縮めてくる。

「夜勤のスタッフ以外、だれもいないよ」

「でも職場でこんなこと……」

　最後まで言い切る前に、むぎゅっと強く抱きしめられた。

「はぁー、癒される」

　そんなふうに言われると、私も弱い。そっと先生の背中に腕を回す。

「私も先生に癒されてます」

「亜樹」

　職場では、絶対に下の名で呼ばないよう注意していたから、ドキッとする。

「独占欲が強い男は嫌いか？」

　こうちゃんの言葉、気にしていたのか。かわいいなぁ。

「嫌いじゃないですよ。今度は先生の分も作って来ますから」

　クスクス笑いながら答える。

「そうじゃなくて。俺の家で作ってくれ」

「えっ！　む、無理ですよ」

　まだちゃんと腕を磨いていない。お母さんの助けなしに、まっとうな物は作れない。拒否すると、先生は思いきり両肩にしなだれかかって来た。

「亜樹不足で倒れそうだよ」

「なんですか、それ」

　肩が重くて、先生を押しのけながら答える。

「俺ばっかり亜樹のことが好きなんだ」

　甘えた声。こんな姿、私にしか見せてくれないんだろうな。そう思うと、私も素直な気持ちになる。

「好きですよ。朝まで一緒にいた日、本当に離れがたかったんですから」

　私の言葉に先生も満足げに頷くと、チュッと音を立ててキスをしてくる。

「また泊まりにおいで」

　甘くなった声色に体が熱くなり、目が潤む。もう一度キスされそうになったけれど、職場だということを思い出し、手で制した。

「亜樹にはかなわないな」

　そう苦笑いして、先生は鍵を開けた。

「そうだ。三十一日の夜、空いてたら初詣に行かないか？」

　カルテ室から出て階段を下りていると、先生は二回目のデートに誘ってくれた。

　もちろん、ふたつ返事でＯＫだ。




「亜樹―。先生みえたわよ～」

「はーい、今行く～」

　バタバタと階段を下りて玄関へ行くと、先生はお母さんに大きな箱を渡している。

「まぁ～先生！　これって今すっごい人気で、なかなか買えないヤツじゃないですか？」

　興奮気味に話しているお母さんの手元を覗くと、薄いグリーンに、金のロゴが入ったケーキの箱を手にしている。

　このお店、雑誌で見たことがある。たしか一時間待ちは当たり前、とか書かれていた覚えが。

「もしかして、行列に並んだんですか？」

「いや、すぐに買えたぞ？」

　とぼけても無駄だ。年末に人気店が空いているわけがない。でもいい、ここは先生の優しさを素直に受け取ろう。

　お母さんに「私の分、残しておいてね」と伝えて、駅に向かう。

　今日は散歩デートだから、車を置いてきた。地元で一番大きなお寺は、実家の最寄り駅から乗り換えを含めて約十五分。車内は初詣客で大混雑だ。

「すごい人だな」

「そうですね」

　電車がガタッと動くたびに人の塊が一斉に動く。

　その動きに合わせてなんとか自分の居場所を確保すると、周りの声が自然と耳に入ってきた。

「ねぇ、あの人超かっこよくない？」

「あの背の高い人？　ほんとだー！」

「芸能人みたーい」

　女子高生らしき三人組が、先生をチラチラ見ながら盛り上がっている。

「私の彼氏もあんな風にカッコよければいいのになぁ」

　女子高生のハートをも掴む彼は、誰もが認めるイケメンなのだ。それは素直にうれしい。でも、隣にいるのが私なんかでいいのかな。

　なんとなく落ち着かなくて、彼女たちから姿が見えないよう、そっと先生の陰に隠れようとした。その瞬間、電車が大きく揺れる。

「大丈夫か!?」

　バランスを崩した私の腰を、先生が抱きかかえるように支えてくれた。

「ねぇ、もしかしてあの人が彼女じゃない？」

　予想どおり、話の矛ほこ先さきが私に向かう。

「マジ？　どの人？　あーっ、キレイな人じゃーん」

　えっ？　マジ？　じゃなくて、ほんと？　予想だにしていなかった彼女たちのリアクションに、目が泳ぐ。

「……だってさ。さすが俺の彼女だ」

　先生が耳元でそっと囁く。当然だけど、あの子たちの話し声は聞こえていたのか。余裕たっぷりの笑顔で、私を見つめている。

「からかうのはやめてください」

　ニット帽を深くかぶって顔を隠したけれど、いつもどおり、耳まで真っ赤になっているのはバレバレだった。

「照れちゃって。かわいいな」

　先生はそう言うと、ますます体を密着させてくる。

　電車を降りて外気に当たってようやく火照った顔が元に戻った。

「わあ、ここもすごい人」

　もみくちゃになって焦っていると、先生がギュッと手をつないできた。

「迷子になるなよ」

　子供扱いしないでほしい。でも色とりどりの屋台を見ていると、目が輝いてしまう。

「たいやきでも食べるか？」

「うんっ！　……はいっ！」

　私ったら、童心に帰り過ぎだ。

　久しぶりに食べるたいやきは、皮がパリパリであんこがアツアツ。うーん、絶品！

「亜樹はうまそうに食べるな」

　ハハッと笑う先生にも、たいやきをひと口あげる。

「熱っ！」

　涙目になりながら熱さと戦う彼は、どうやら猫舌のようだ。

「小さいころ、母親に食べ物をしっかり冷ましてもらってた人は、猫舌になりやすいんですって。先生もそうなんですかね」

「ああ……」

　そう返事する彼の目が、遠くを見ている。私、変なこと言ったかな。

「先生？」

「ん、あぁ、すまん。寝不足かな。ちょっとぼーっとしてた」

　年末からずっとバタバタだったもんな。目元にうっすらクマができている。

「アロマオイル使ってますか？」

「あれは亜樹がマッサージしてくれる時に使うんだろ？」

　そんなこと言ってない。

「今度セルフマッサージのやり方教えてあげます」

「かわいくないなぁ。ベッドの中じゃ、あんなに従順だったのに」

　身を屈かがめて私の耳元で囁くその声に、体中が熱くなる。はじめて男の人に抱かれて、身を委ねるしかなかったあの日を思い出してしまった。

「そういうことを言うのはズルいですっ！」

　恥ずかしくてそっぽを向く。

「ハハ、ほんと、亜樹はかわいいな。このまま連れて帰りたくなるよ」

「だからそういうこと言わないでくださいって」

　想像だけで真っ赤になる自分がいやだ。たい焼きで顔を隠すと、さらに笑われた。

「もうマッサージもたいやきもあげませんっ！」

「ごめんごめん。マッサージはまたしてくれよ。今日じゃなくていいから」

　もしかしたら外泊するかも。お母さんにはそう伝えてきたけれど、先生はまた今度にしようと言う。

「元日ぐらいは、ご家族と一緒に過ごしたほうがいい」

　家族のことまで考えてくれる先生は、すごく優しい。

　お礼のつもりで、フーフーとたいやきを冷まして口元に持っていく。

「あっ！　半分も！」

「あとで焼きそば買ってやるから泣くな」

　たいやきとおしゃべりを楽しんでいる間に、参拝の列もどんどん進んでいった。

　財布から小銭を取り出してポケットに入れておく。

「今年はいい年だったな。亜樹に会えたし」

「私も同じ気持ちです」

　先生が赴任してから三カ月。あっという間だった。

「来年もよろしくな」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　ふたりで微笑み合うだけで、心が温かくなる。身を寄せ合うと、体もポカポカしてきた。

「そうだ、亜樹。突然だけど、二月の頭に俺の親に会ってくれないか？」

　急に現実に引き戻される。

　そうだ、私はまだ先生のご両親と会っていない。まだ先のことだけど、にわかに緊張する。

「もちろんです。日にちが決まったら教えてください」

「すまない。よろしく頼む。日程は追って連絡するから」

　どうして〝すまない〟なんだろう。

「先生のご両親って、どんな人なんですか？」

「父親は俺と同じ医者で……性格は全然似てないかな。いずれにしても、亜樹は気にしなくていいよ」

　奥歯に物が挟まったような言い方が、心に引っかかる。でも、どんな人かは会ってみないとわからないよね。それ以上のことはなんとなく聞けないでいると、参拝の順番が回って来た。

　私が願いたいことはただひとつ。

『先生とずっと仲よくいられますように』

　静かな気持ちで手を合わせ、神様に一年の感謝を込めて一礼する。




「他に欲しい物はあるか？」

　約束どおり焼きそばを買ってもらい、外に並んだ長テーブルの空席に腰をおろす。焼き鳥とたこ焼きも食べたいと言うと、先生は胃の辺りを押さえた。

「夜遅いのによく食えるな。まぁいい。買ってくるからそこで待ってろ」

　人混みをかき分け、買い出しに行ってくれた彼の背中に愛を感じながら待っていると、私の名を呼ぶ声がした。

　振り返ると、そこには久しぶりの顔が。

「聖さん！」

　まさかこんな所で再会するなんて。

「キレイな人がいるな、と思ったら本山さんだったんですよ」

　相変わらず口がうまい。苦笑いしていると、彼の隣にいた女性が、ペコリと頭を下げる。

　上等そうな白いコートに身を包んだその人は、おっとりしながらも知的な雰囲気を漂わせている。その姿を見てピンと来た。

「もしかして……弥生さんですか？」

「はじめまして。亜樹さんですよね」

　私の名前を知っているということは、お見合いのことも聞いてるのかな。そう思って聖さんを見ると、コクンと頷いた。

「本山さんとお会いしたあと、思いきって気持ちを伝えたんです。そしたら……」

　ふたりで見つめ合って、恥ずかしそうに微笑んでいる。すべて語らなくても、恋人同士だということは理解できた。

「よかったですね！」

　うれしくて、小さく拍手する。

「亜樹さんが彼の背中を押してくれたお陰です。あっ！　さっきからすみません。慣れ慣れしくて」

　両頬に手を当てて慌てる弥生さんは、とても愛らしい。聖さんが惚れ込むのもよく分かる。

「いえ、名前で呼んでください。弥生さん」

　そう言って笑い合う。

「彼は、亡くなった夫のことを忘れなくていい。夫を想う気持ちごと私を受け止めてみせる、って言ってくれたんです」

　目を潤ませる弥生さんの言葉に、もらい泣きしそうになる。

　大切な人を失う辛さは、正直、私にはまだよく分からない。ただ、たくさんの葛藤を乗り越えてきたであろうふたりには、この先末永く幸せであって欲しい。そう心から思った。

「運命の赤い糸、繋がってよかったですね」

　ありったけの気持ちを込めて、お祝いを伝える。気のせいかもしれないけれど、聖さんの目にも光るものが見えた気がした。

「ありがとうございます。ところで本山さんは？　えっと、今日は、おひとりじゃないですよね」

　聖さんが辺りをキョロキョロと見回す。

「あっ、人と一緒です。今、買い出しに行ってくれてるんです」

　そう言うと、彼の表情が明るく変わった。

「お相手はもしかして、例の先生ですか？」

　頷くと、弥生さんとふたりで手を叩いて祝福してくれた。

「お互い、思いが通じてよかったですね」

　喜び合っていると、焼き鳥とたこ焼きを手にした先生が現れた。

「亜樹、この方は？」

　紳士的な物言いとは裏腹に、怖い顔して聖さんを見ている。いけない、変な誤解をしているかも。

「神野先生ですよね？　はじめまして。私わたくし、山田聖と申します。いつも祖父がお世話になっております」

「山田さんって……。あのお見合いの山田さんですか？」

　ニコニコ顔の聖さんに対し、顔を曇らせる先生。おかしな空気になっては困ると、私が割って入った。

「さっ、聡さんっっ！　こちら、山田さんの彼女の、加藤弥生さんです！」

　慌てる私の横で、弥生さんはおっとりと挨拶をする。

　その様子に先生も姿勢をただし、眉間のしわを引っ込めて、頭を下げた。

「では僕たち参拝がまだなので、ここで失礼しますね。来年もよろしくお願いします」

　去っていくふたりを見送りながら、私はふぅ、と大きく息を吐いた。

「亜樹はああいう穏やかそうな人がタイプなのか？」

　先生の目は、もう小さくなった聖さんの背中を捉えたままだ。

「なに言ってるんですか。別にタイプとかじゃないですよ」

　聖さんのような人は嫌いじゃない。こうちゃんと並ぶ〝苦手じゃない男性〟なんだろう。でも、彼と恋愛するイメージはまったく湧かない。

「じゃあ、俺みたいのは？」

　先生はなおも続ける。

「タイプでは……ないです。初めは怖かったんですから。でも、前にも言いましたけど今は聡さんのこと、すごく好きです」

　誤解はされたくない。はっきり自分の気持ちを伝えると、先生は照れながらたこ焼きを私の口に運んでくれた。

「亜樹、さっき初めて人前で名前を呼んでくれたな。あれ、うれしかったぞ」

　そういえば弥生さんを紹介した時、慌てるあまり先生の名前を口にしたんだった。

　まだ院内では秘密にしているけれど、ふたりの仲が少し公のものになった気がした。

「ところで明後日の夜、なにか予定あるか？」

　お正月といえども病院に休みはない。

「日勤ですが、夜は特に予定ないです」

「じゃあ、仕事終わりに家に来ないか」

　それだけで、ボンッと顔が赤くなる。二回目のお泊まり。今度はちゃんと準備して行こう。




　先生が暮らすのは閑静な住宅街にたたずむ、五階建てのマンション。「ただのアパートだ」なんて言うけれど、そんなわけはない。

　クリスマスの時はしっかり見ていなかったけれど、生花を生けた大きな花瓶が飾られているエントランスから、既に高級感を漂わせている。

　壁と床はピカピカに磨かれた黒い大理石が使われていて、鏡のように私の姿を映す。据え付けられたインターホンで教えてもらった部屋番号を押すと、すぐに先生が出た。

「いらっしゃい」

　その声と同時に、自動ドアが開く。

　エレベーターホールには誰もおらず、私の足音だけが響く。ドキドキしながら〝５〟のボタンを押した。

「よく来たな」

　出迎えてくれた先生は、白いニットにベージュのチノパンというラフな格好。

　靴を揃えて中に進むと、大きな窓が目に飛び込んできた。前はカーテンが閉まっていたから、大きさがよくわからなかった。下を覗くと、街灯や家々が温かく灯っているのが見える。

「こっちにおいで」

　振り返ると、先生がアイランド型のキッチンから手招きしている。

　ダイニングテーブルの上にはビーフシチュー、カルパッチョ、温野菜のサラダ、パンが並んでいた。

「もしかして、これ全部作ったんですか？」

「パンは買ってきたやつだぞ」

　パンまで作られたらかなわない。まるでホテルのディナーみたいな料理に目を見張るばかりだ。

「さあ、食事にしよう」

　手を洗って、席に着く。

「……すっごくおいしい！」

　シチューを口にするなり、驚嘆の声を上げる。先生の料理の腕は、プロ級かもしれない。

「長年、自炊をしてきた甲斐があった」

　先生は、高校卒業と同時にひとり暮らしを始めたらしい。

「勉強と家事の両立は、大変だったんじゃないですか？」

　私なんて、家事はほとんどお母さんに任せきりだ。先生に問いかけながら、自分の甘えっぷりを少し恥ずかしく思う。

「いや、全然。むしろひとりのほうが気が楽だったよ」

　パンをちぎりながらボソリとつぶやく先生の様子に、違和感を覚える。大晦日の日も、家族の話をあまり聞かれたくなさそうだった。

「ご両親は……」

「ビールでも飲むか」

〝心配していたんじゃないですか〟そう全部言う前に、先生は言葉を被せて席を立ってしまった。

　来月には先生の両親に会う。その前にいろいろと話を聞いておきたいのだけど、ここまであからさまに話題を避けられたら、かえってなにも言えなくなる。

　せっかくのお家デート。ムードだって壊したくない。これ以上聞くのは止めて、話題を変えることにした。

「学生のころの写真とかないんですか？」

　先生のグラスにビールを注ぎながら尋ねる。

「あると思うけど、そんなの見たいか？」

「もちろん！」

　前のめりに言うと、食後に見せると約束してくれた。

「ほら」

　アルバムが出てくると思ったら、バラバラの写真をぽいっとよこされた。集合写真ばかり十枚ほど。

　先生らしいというかなんというか。それにしても、大勢の中にいても彼のイケメンぶりは際立っている。今より少し幼い顔立ちだけど、口の端だけで笑う表情は昔から変わらないようだ。

　シンプルな白シャツとデニムだけでこんなにキマる人っているだろうか。自分の彼氏ながら、ほれぼれしてしまう。

　でも――。彼の周りにだけ女性が多い気がする。

　なかには肩に両手を置いて、やけに親しげな人も。花柄のワンピースを着たボブカットの、小柄でかわいい人だ。

　別の写真には、巻き髪のエレガントな女性と黒髪ストレートの清楚な雰囲気の女性が、彼の両脇でピースサインをしている。

「……モテたでしょ」

　食後のお茶を淹れている先生を、チラリと見やる。

「ん？　ああ、まぁな」

　それがどうした、と言わんばかりの口調。そんな風に答えられると、私も追及の手を緩めることができない。

「この中に元カノがいるんですか？」

「ああ、こいつとこいつ……あと、こいつも元カノだな」

　カップを私の前に置いて、先ほど見ていた人たちを指さす。

「なんだ、妬やいてるのか？」

　黙りこくる私の顔を覗き込み、ニヤっとする先生の顔が憎たらしくてプイとそっぽを向く。

「違います。ただ、驚いただけです」

「それは残念」

　先生はそう言い残して、どこかに行ってしまった。私は元カノたちに視線を落とす。

　みんなかわいい人ばかりだな。先生は私がタイプだって言ってくれたけど、歴代の彼女に私と似た感じの女性はいない。

　もし学生時代に出会っていたら、相手にされなかったのかも。そんなことを考えてしょんぼりしていると、アロマオイルの瓶を持った先生が隣に腰掛けてきた。

「マッサージよろしく」

「えっ？　まさかそのために今日呼んだんですか？」

　瓶と先生の顔を交互に見る。

「他になにかあると思ったか？」

　愉快そうにとぼける顔が、腹立たしい。まんまと罠わなにはまってしまった。

　乱暴に手からオイルを奪い、掌に伸ばす。あれ？　量が減ってる。

「ちゃんと使ってくれてるじゃないですか」

「それ、風呂に入れるとリラックスできるんだよ。なんなら今日、一緒に入るか？」

　また人をからかって！　肩をばしっと叩く。

「それはいいから、ソファーで横になってください」

　おとなしく横になった先生の腕を取り、ゆっくりハンドマッサージを始める。疲れていたのだろう。五分ほどでスースーと寝息が聞こえてきた。

　少し口を開けた姿がちょっとかわいい。私に触れられながら、こんなふうにリラックスしてくれることがうれしかった。

「悪い。俺、寝てた」

　マッサージを終えて一時間ほどで目覚めた先生は、少しスッキリした顔をしていた。それを見て少し安心する。

「休んでていいですよ。でも、ちゃんとお風呂で温まってベッドで寝てください」

「……わかった」

　珍しく素直に頷くと、先生はバスルームに行った。しばらくすると、ザバーッとお湯をかける音がする。

　今日のところは帰ろうかな。もう少し一緒にいたいけど、それより先生を休ませてあげたい。携帯で時刻表を調べると、まだ電車は余裕であった。

「あの、お風呂に入っているところすみません。私、今日は帰ります」

　大き目の声で、バスルームのドア越しに話しかける。

　――しばらく待ってみたけれど、返事がない。まさか浴槽の中で寝ている？　危ない、溺おぼれちゃう！

「大丈夫ですかっ」

　急いでドアを開けると、腰にタオルを巻いた先生が目の前にいた。

「ちょっ……！　いるなら返事してくださいよっっ!!」

　ほどよく付いた筋肉に、一瞬見とれてしまったのに先生は気がついたかもしれない。恥ずかしさを隠すために、反対の壁の方を向くと、背後から先生の手が伸びてきた。

「今日は泊まっていく約束だろう」

　先生は壁に両手をついて、私の動きを制する。

「約束破るのか」

　耳元で囁く声と、男らしく筋張った腕に鼓動が加速する。

「ひとりでゆっくり休んだほうがいいですよ」

　やっとの思いで言ったのに、先生は壁から手を離し、その手を私の腰に回す。

「亜樹がいないと休めない」

　そう言うと、首筋に唇をつけてきた。

　そんなことされたら立っているのがやっとだ。膝から崩れそうになる。

　先生は私の脇を両手で支えると「やっぱり一緒に入ろう」と、浴室に連れて行こうとする。流されそうになる気持ちを、わずかに残った理性で押し止める。

「帰りませんから、もう一度体を温めて、髪を乾かしてきてください！」

「逃げるなよ」

　上目遣いで私の顔を覗き込む先生を、バスルームの方に押しやる。

「わかりましたからっっ！」

　ドアを閉めた瞬間、私はその場にへたり込むしかなかった。




　バスルームを出ると、先生はソファーで雑誌を読んでくつろいでいた。

「お風呂、ありがとうございます」

「温まったか？」

　頷く私に、先生は笑顔で返してくれる。

「こっち来い」

　手招きされたので隣に腰掛けようとすると、ぐっと腰を抱き寄せられた。

「違う、こっちだ」

　膝に座る形でうしろから抱きしめられる。ふたりから漂うラベンダーの香りに、クラクラと眩暈めまいがして言葉が出ない。

「これ、気持ちいいな」

　花絵からのクリスマスプレゼント、モコモコしたボーダー柄の部屋着を先生は物珍しそうに撫でている。生地を撫でているつもりだろうけど、私は彼の手の感触を体中に感じて身を固くするばかりだった。

「そうだ」

　耳元にかかる息に肩をビクッとさせる。

「俺の実家に来る件だが、二月一日は空いてるか？」

　ご両親への挨拶。急に現実に引き戻され、背筋をぴんと伸ばす。

「その日は夜勤なので、出勤前までなら。午後三時ごろはいかがでしょう」

　一般常識に疎い私に、お母さんは「相手の家を訪問する時はお昼過ぎにしなさい」と教えてくれた。食事の準備の手間をかけさせないためらしい。

　教わりたいことは、まだたくさんある。料理だって、習いはじめたばかりだ。結婚しても、親子の縁がなくなるわけじゃないけど、なんだか切ない。

「どうした？」

　先生は、俯いた私の顎を持つと、自分の方に向けた。

「不安があるなら今のうちに言ってほしい」

　そういうわけじゃない。ただ、まだ私たちは結ばれて日が浅い。

「家を出るのは、もう少しあとにしたいんです」

「それは構わない。この先もずっと一緒にいるんだから、ゆっくり決めていけばいい。亜樹とご家族との時間を早々に奪うつもりもないよ」

　彼が結婚相手で本当によかった。ゆっくりと身を委ねると、しっかり抱きしめてくれた。

「体が少し冷えちゃったな」

「すみません。私が話をしてたから」

　先生を休ませてあげないと。慌てて立ち上がると、先生はリビングの電気を消し、寝室に私を連れていく。




　寝室は少し冷えていた。ベッドサイドの間接照明だけが温かさを醸し出している。

　一緒のベッドに入ると、シーツの冷たさが裸足に伝わってきた。横を向いて身を縮こませると、先生は背後から私を包み込んでくる。

「くっついていれば温かくなる」

　たしかに触れている部分がじんわりと熱を持つ。すごくドキドキしているのに眠くなるのは、ラベンダーの香りじゃなくて、先生の温もりのせいだ。

　しばらく心地よさに浸っていると、睡魔が襲ってきた。すぅーっと眠りに落ちそうになった時、先生の身動きで目が開く。

「悪い。眠ってたか」

「あっ、すみません。〝おやすみなさい〟を言ってなかったです」

　寝ぼけながら謝ると、笑われた。

「そんなことは気にするな。でも、せめておやすみのキスくらいしようか」

　そう言うと、そっとキスをしてきた。唇が離れるのに合わせて瞼まぶたを開けると、先生と目が合う。

　もう一度重なってきた唇はさっきよりも熱を帯びていて、ついばむようにはじまったキスはいつの間にか舌を絡ませるものに変わっていた。

「亜樹……」

　荒くなった呼吸の合間に、先生が私の名前を呼ぶ。

「まだ眠いか？」

　意地悪な問いに私も少し仕返ししたくなった。

「聡さんは疲れているんだから、休まないと」

　そう言うと、先生は妖しく微笑んだ。

「俺の体力を甘く見るなよ」

　熱を帯びた手が、部屋着の中に潜り込んでくる。私もまたその動きに合わせて、身体を浮かせた。




「亜樹、朝だぞ」

「ん～……」

　もう少し布団の中にいたくて、声とは逆方向に寝返りを打つ。この二度寝の瞬間がたまらなく気持ちいい。

　うとうとしていると、背中に人の温もりを感じて目が覚めた。

「おはよう」

　耳元で朝一に聞く先生の声はなんか艶っぽくて、一気に脳が覚醒する。

「あ、あの、今何時ですか？」

「また寝ようとしてるのか？」

　身を起こしていた先生は、裸のまま私を見下ろしている。

「こんな状況で寝られるほど、たくましくないです」

　先生の姿を見てたら、ドキドキして目が覚めてしまう。

「じゃあ、今からまたするか？」

「なっ……!?」

　思わず振り向いた瞬間、チュッとキスをされる。してやったり顔の先生が憎たらしくて、キッと睨む。

「聡さんは、もっと冷めてる人なのかと思ってました」

　そう言うと、いたって普通の男だよと笑った。

「ただ、好きな女が裸で寝てたら襲いたくなる」

「だって、昨日散々……」

　自分の発言にハッとして、思わず布団に潜り込む。

「散々、なに？」

　楽しそうな声で、布団の上から私の体を揺さぶってくる。

「今日が休みならよかったのにな。そしたら亜樹をたっぷりイジめてやったのに」

「ひどい……。そんなのは仕事で十分です」

　布団の中から、くぐもった声でつぶやく。

「それだけかわいいってことだよ。まぁ、今日は解放してやるから、冷える前に着替えろ。俺は先にシャワー浴びてくる」

　先生は布団をめくって唇に軽くキスをすると、バスルームに行ってしまった。さっきまで肌で感じていた温もりが離れると、急に寂しく、心が寒くなったように感じる。

　なんだかんだでやっぱり私、先生に支配されている気がする。

「シャワー空いたぞ。いい匂いだな。なにを作ってるんだ？」

「栄養満点キノコ粥です！」

　昨日、先生がお風呂に入り直している間に冷蔵庫を拝借して、用意しておいたキノコと、お母さん秘伝の出だ汁しを入れていたのだ。ご飯はレンジでチンするやつだ。

　あとで温め直すから、一緒に食べましょうと告げて、バスルームに向かった。

　先生のシャンプーやボディーソープを使うと、抱きしめられているような気分になって体がうずく。

　熱いシャワーで気を静め、キッチンに戻るとテーブルにお粥が用意されていた。

「聡さんに準備させちゃった……」

　お母さんの手が加わっているとはいえ、一応、先生に初めてふるまう料理だ。セッティングまで自分でやりたかった。

「だって亜樹の手料理、早く食べたかったんだよ」

　そうフォローされて、気分を持ち直す。私は単純だ。

「お粥なんて久しく食べていなかったが、体も温まるし、うまいな」

「勝手にキッチン使ってしまってすみません。驚かせたかったんです」

　ペコリと頭を下げる。

「いや、自由に使ってくれて大丈夫だ。それよりもうれしいよ。ありがとうな」

　もっと先生に喜んでほしい。心の中でさらなる精進を誓う。




　私は電車で、先生は車で出勤することにしたのはいいけれど、いつもと違う電車に慣れなくて、始業開始時間ギリギリになってしまった。

　急いで着替えてナースステーションへ行くと、ミーティングがはじまるところだった。先生は既に出勤している。ふと目が合って、ドキっとしてしまう。

　私、普通にできてるかな？　さっきまでのことを思うと、顔がにやけそうになる。

　いけない。しゃんとしないと。マスクを目元ギリギリまで伸ばし、古閑師長の方に顔を向ける。

「急な話ですが、山田さんの退院日が決まりました」

　山田さんはここのところ、体調が安定していた。ただ、年齢からしても病状からしても、いつなんどきまた急変するかわからない。

　自宅に帰すのはかなり厳しいのではないかと思っていたら、うちの病院でも訪問看護がはじまると言う。

　ミーティングが終わり、古閑師長の元に行く。

「山田さんの訪問看護の件ですが、私もスタッフに入れていただけないでしょうか」

　可能なら、このまま山田さんをサポートしたい。

「そうね。考えておくわ」

　すぐに結論は貰えないようだ。ひとまず「よろしくお願いします」とだけ伝えて、その足で山田さんの病室へ向かった。

「おはようございまーす。体温と血圧測りますね」

「おぉ、亜樹さんか。師長さんから聞いたか？　急なんだが、退院する日が決まったんだ。亜樹さんには本当に世話になったなぁ」

　体温計を慣れた手つきで脇に入れながら話す。

「よかったですね。ご自宅に帰れるの、楽しみですね」

　声ははっきりしているし、顔色もよさそうで、安心する。

「あぁ。亜樹さんに会えなくなるのは寂しいが、やっぱり家に帰れるのはうれしいなぁ」

「家に帰っても、気になることがあったら連絡してくださいね」

　うんうん、と大きく頷く山田さんの目には涙が溜まっている。

　入院生活からの解放。それは、このまま家に帰れないかもしれないと思う不安からの解放でもある。退院は心からうれしいだろう。心配より、喜ばしいこととして退院させてあげないと。

「これ、山田さん専用のアロマオイルです。退院日にマッサージ方法を書いた紙と一緒に、ご家族に渡しますね」

「ありがとなぁ」

　目をさらに潤ませる山田さんを見ていたら、私も泣きそうになる。

「元気でいてくださいね」

「ありがとう。あ、そうだ、それを」

　山田さんの視線を追うと、サイドテーブルの上の冊子が目に留まった。手に取ると、それは結婚式場のパンフレットだった。

「前に好きな人と思いが通じたと言っていただろう。その人ともし結婚式を挙げる時はここでやってくれないか？」

「……素敵。でも、ここって有名な所ですよね」

　情報に疎い私でも、知っている式場だ。芸能人の結婚式にも使われる所だから、きっと高級に違いない。

「亜樹さんにはすべて無償で提供しよう。わしは関係者だから、気にせんでいいぞ」

　そういえば山田さんは大企業の会長だった。おそらくここも、彼の会社の傘下なんだろう。気持ちはうれしいけど、さすがにそんな厚意に甘えるわけにはいかない。

「ありがとうございます。もし結婚が決まったら、考えさせてくださいね」

　無む下げに断るわけにもいかないので、今日のところはお礼の気持ちだけ伝える。

　そして今日もありったけの思いを込めてマッサージをする。ふと目をやると、山田さんの目から涙がひと粒こぼれ落ちるのが見えた。




　それから三日後。

「お世話になりました」

　山田さんの息子夫婦、つまり聖さんの両親が迎えに来た。彼は出張で来られないという。

　今後の詳しい話を院長がしたあと、私はご家族にアロマオイルを手渡し、簡単に使い方の説明をする。

「亜樹さん、世話になったな」

「またおしゃべりしましょうね」

　玄関先で手を取り合って別れを惜しむ。車が走り去ると、見送りスタッフの間に寂しい空気が漂う。

　気さくな山田さんは、院内でも人気者のおじいちゃんだった。

「さ、みんな、仕事に戻りましょう」

　古閑師長がしんみりしたムードを吹き飛ばすように、手をパンパンッと叩く。

　山田さんひとりが特別なわけではない。今日もまだまだ頑張らないと。みんなそれぞれ自分の持ち場に戻っていった。




「あー疲れたー!!」

　仮眠室のベッドで手足を伸ばす。今日は夜勤だというのに、診療の受付終了ギリギリの午後五時から、インフルエンザの疑いの患者が続々とやって来た。

　外来スタッフでは追いつかないと、私の所にヘルプ要請が来て二時間。いったい何人の患者の検査をしただろう。頭も体もフル回転でボーっとしてしまう。仰向けの姿勢で休んでいると、クマのような顔がぬっと現れた。

「うわっ！　びっくりしたー。藤井先生か」

　そういえば、彼も今日夜勤だった。

「ちょっと、クマにでも遭ったみたいな驚き方しないでよ」

　……クマだと思ったんです。それは言わずに起き上がり、そのままベッドに腰掛ける。藤井先生も隣にやって来て、缶コーヒーをくれた。

「ありがとうございます。インフルエンザの時期は大変ですね」

「そうだね。これからまだ来るのかなぁ」

　先が思いやられる。はぁ、とふたりでため息をついて、コーヒーを飲む。

「ねぇ、本山さん」

「なんですか？」

　あくびを噛み殺しながら返事をする。

「お見合いの話、ダメになったんだよね。断られたって本当？」

　もうこの話題は、誰も触れてこないのに。無言でいると、藤井先生は話を続けた。

「今、結婚しようか迷っているんだ」

「なんで迷うことが？」

　聖さんと私の場合は、お互い好きな人がいたから、うまくいかなくて当然だ。でも藤井先生と古屋さんは、れっきとした恋人同士だ。

　私は知らないことになっているから、そこまで踏み込んでは聞けないけれど。

「実は僕の彼女って、大地主のお嬢様なんだ。勤務医の僕とじゃ家柄が違いすぎるんだよ」

　家柄。その言葉にドキッとする。

　神野先生の家のことは、まだよくわからないけれど、お父さんも医者と聞いている。対する我が家は普通のサラリーマン家庭。今まで考えてもいなかった〝家柄〟の問題が、頭をもたげてくる。

「結婚って、ふたりだけの問題じゃないでしょ？　いくら山田さんのあと押しがあったとしても、お孫さんとの結婚は難しかったのかな、と思ってさ。失礼なこと言ってごめんね」

　そう言って頭を下げると、藤井先生の頬の肉がたぷん、と揺れた。

「彼女と先生のお家うちのことはわからないけど、先生の穏やかな雰囲気はお年寄りに人気ですよ。自信持っていいんじゃないですか？」

　スタッフからは藤井先生のさぼり癖はなんとかならないのか、と不満の声も上がっているけれど、そのことはコーヒーと一緒に飲み込む。

「それより、プロポーズはしたんですか？」

「いや～、それがなんて言ったらいいかわからないんだ。ネットで文例集探せないかな」

　そう無邪気に言い放つ。古屋さんは藤井先生みたいな人が彼氏で、大丈夫なんだろうか。

「ちゃんと自分の言葉で考えてくださいよ。文例集なんて引用したら、振られちゃいますよ」

　ここは古屋さんのためにも、止めておかないと。私にそう言われた先生は、少し不満げな表情だけど一応は納得したようだ。

「難しいね。相談に乗ってくれてありがとう。あっ！　もし君さえよければ、お礼に誰か紹介するよ」

「大丈夫です」

　間髪入れずに答えたものだから藤井先生は驚いたように目を見開いた。

「もしかして彼氏、いるの？」

　好奇心丸出しの表情に変わった藤井先生の手元から空き缶を取り、ただ笑みだけを残してその場を去った。




　二月一日の午後二時過ぎ。先生は、車で実家まで迎えに来てくれた。

　今日は紺色の長袖ワンピースに、ベージュのカーディガンを羽織って、パンプスもベージュで揃えた。少しは清楚な雰囲気に見えるだろうか。

「粗相のないように気をつけるのよ」

「ちゃんと挨拶するんだぞ？」

　緊張でガチガチの私は、両親に強こわ張ばった笑顔で答える。

「緊張してるな」

　そんな私を、先生はハハッと笑いながら茶化してくる。

「笑わないでください。当たり前じゃないですか！」

　緊張した気持ちを吐き出すため、大きな声を出すと、先生はさらに笑う。

「その調子でいいんだ。普通にしろ、普通に」

　それが一番難しいんです――。

　車を走らせること約三十分。高い塀に囲まれた立派な家の前で車が止まった。隣には白い大きな建物が。ふと見上げると「神野医院」と看板が出ている。

「あれって、もしかして……先生の病院？」

「違う。あれは父親のだ。俺は関係ない」

　ちょっと待って。先生のお父さんが医者とは聞いていたけれど、こんなに大きな病院の院長だったなんて。

　口をあんぐり開けた私を無視して、先生は小さなリモコンを押す。

　すると、ガレージのシャッターが自動で上がって、そこにはピカピカの高級車が既に三台。

　どうしよう。想像のはるか上を行く豪邸ぶりに、冷や汗が背中を伝う。

　ガレージの奥の扉を開けると、大きな瓦かわら葺ぶきの平屋と立派な庭。庭だけでうちの実家が何軒も収まりそうだ。

「すごい……ですね」

　私のつぶやきが聞こえなかったのか、聡さんはふぅ、とため息をつくと庭の飛び石の上をスタスタと先に行ってしまう。私も慌ててあとに続いた。

「ただいま帰りました」

　挨拶をする先生の声が、心なしか強こわ張ばっている。しばらく玄関先で待つと、彼と同じ年くらいの和服姿の女性が出迎えてくれた。先生はたしか、ひとりっ子だったはずだけど。

「おかえりなさい。あぁ、その方が亜樹さんね」

「はじめまして。本山亜樹と申します」

　お辞儀をして顔を上げると、その人は柔らかく微笑み「聡の母の佳か織おりです」と言った。

　年の差があまりない親子に、家庭の事情が感じ取られる。先生を見ると、あとで説明するといった感じで一度小さく頷いた。

「聡、百ゆ合り子こさん来てるけど、いいかしら？」

「なんで彼女がいるんですか。亜樹を連れていくって話したじゃないですか」

　強い口調の先生に、先生のお母さんが少しひるんだ。その様子からも、ふたりの関係は決してよいものではないとわかる。

　それよりも気になるのは〝百合子さん〟のこと。胸騒ぎがするけれど、この状況では聞けない。

　すると、奥から白髪交じりで恰かっ幅ぷくのよい、着物姿の男性が出てきた。

「玄関先で騒がしい」

「申し訳ありません、父さん」

　この人が神野院長か。父親に対して敬語を使う先生の様子に、私も緊張を隠せない。

「本山亜樹と申します。本日はお忙しいところお時間いただきまして、ありがとうございます」

　神野院長は、頭を下げる私を一いち瞥べつすると、くるりと背を向けた。

「……中に入りなさい」

　先生に続いて板張りの廊下を進み和室に入ると、青っぽい草の香りがして、気持ちを和らげてくれる。おそらく畳に使われているイグサの匂いだろう。

　高級感漂うけやきの一枚板の無む垢くのテーブルに、窓から見える枯山水の庭。まるで高級旅館にでも来たような錯覚を覚える。

「座りなさい」

　神野院長はテーブルの前に腰を下ろすと、私たちも座るよう促した。

「こちら、お口に合うといいのですが……」

　私は先生のお母さんに手土産を渡す。

「まあ、ありがとうございます。今お茶を淹れますね」

「いや、お茶はいいからここにいなさい」

　有無を言わさぬ物言いが、親子揃って似ているなと思う。先生の性格は、父親譲りなのかもしれない。

　一瞬しんとなったので、改めて自己紹介をする。

「本山亜樹です。聡さんと同じ病院に勤務している看護師です。よろしくお願いいたします」

「ふーん。仕事は楽しいか？」

　神野院長のトゲのある言い方が気になったけど、気にしないようにして答える。

「大変なことも多いですが、楽しいし、生きがいだと思っています」

　――相槌すら返ってこない。少しの間のあと、先生がやっと口を開いた。

「父さん、亜樹との結婚をお許しいただけませんか」

　それでもなお、黙りこくったままだ。

　歓迎されていない。いくら鈍感な私でも、それぐらいはわかる。

「佳織、百合子さんを呼んできなさい」

「……はい」

　先生のお母さんは、一瞬私の方を申し訳なさそうに見やると、静かに出ていった。

〝百合子さん〟って誰？　先生の方を窺い見るけど、表情を硬くしたままで、考えが読み取れない。

「失礼します」

　襖ふすまが開き入ってきたのは、クリクリとした目にピンク色の上品な唇、茶色の巻き髪がかわいらしい、お人形のような女性だった。

　年齢は私と同じか、少し若い。淡いピンクのニットに白いスカートが、柔らかい雰囲気の彼女にとても似合っている。

「百合子さん、こっちに座りなさい」

　神野院長は、自分の隣にある座布団をポンと叩く。呼ばれるまま彼女は品よく座り、ふたりで談笑をはじめた。

　そこに神野先生のお母さんがお茶と手土産のお菓子を出してくれたけれど、硬い表情のまま黙りこくっている。百合子さんが何者であるか分からないまま、ただただ時間が過ぎていく。

　お菓子には誰も手を付けない。湯呑から立ち上っていた湯気はとうに消えていた。

　まるでわからない話と、誰からも合わせてもらえない視線に、自分が透明人間にでもなったような気分になる。

　ここで泣いちゃダメだ。俯いたまま、ぐっとこらえる。

「……いい加減にしろよ」

　冷たい声にハッと顔を上げると、先生が怒りのあまり青白い顔をしている。

「俺は結婚の挨拶に来たんだ」

「あぁ、そうだったな」

　まるで忘れていたかのような口調に、先生は膝の上で拳を震わせる。

「俺は、亜樹の素晴らしさを父さんたちに伝えるために連れて来たんです。でも、そちらがそういう態度を取るのなら、もう結構です」

　私の手を取り、先生は立ち上がった。

「亜樹を傷つけるヤツは、たとえ親でも許さない」

　存在を消されていた私の前で、そう言い切ってくれたのは、すごくうれしい。でも私が原因で親子関係を壊してはいけない。

　先生から手を離し、神野院長の前に座りなおす。

「失礼を承知でお尋ねします。そちらの女性はどなたで、どのようなご関係なのでしょうか」

　百合子さんの方を見ながら言うと、神野院長は、口元に薄うっすらと笑みを浮かべた。

「彼女は篠しの原はら百合子さん。聡の婚約者だ」

「……えっ？」

　そういえば、三年前に婚約間近の女性がいたと言っていた。でも、別れたんじゃなかったの？

　わけがわからず先生を見ると、その目は神野院長を見据えていた。

「その様子じゃなにも知らないようだな」

　その程度の関係か、と言われたようで気分が悪い。

「百合子、俺は君に別れを告げたはずだろう」

　この修羅場でも愛らしく微笑んでいる百合子さんを、先生は睨みつける。

「聡はああ言っているけどどうなんだ、百合子さん」

「私は……」

　想像を裏切らない、かわいらしい声は、しっかり耳を傾けないと聞こえない。

「今でも聡さんが好きです。聡さんと結婚したいです」

　声は小さくとも、まっすぐ先生見つめたその目には、意思の強さが伺える。先生の強い目線にも全く動じない。

　彼女の宣言を聞いた神野院長は、満足そうに微笑んでいる。

「百合子さんは一いち途ずでいい子じゃないか。聡だってそれはわかっているだろう？」

　その問いかけは聞こえていないかのように、先生はまだ百合子さんを見ている。私は、彼にまで蚊か帳やの外に追いやられたようで、胸がズキンと痛んだ。

「おい、聡。聞いているのか」

　なにも答えない先生に神野院長が詰め寄ると、百合子さんが止めに入った。

「お義と父う様。私が悪いんです。聡さんを責めないでください」

「どういうことだい？」

　神野院長は、優しい口調で問いかける。彼女の〝お義父様〟という呼び方は、私への当てつけとも受け取れた。

「先月、聡さんと喧けん嘩かをしてしまったんです」

　そう言って、百合子さんは私に視線を投げかける。

「他の女性の気配があったので……」

「なんだ、やっぱり聡が悪いんじゃないか」

　神野院長も先生ではなく、私を見てくる。

「いえ、私が長期の旅行に出かけて、聡さんの近くにいなかったのがいけないんです。聡さん、寂しい思いをさせてごめんなさい」

　先生に向かって頭を下げる百合子さんの肩に、神野院長が手をかける。

　――なんの茶番だ。バカバカしい。目を閉じて、ふぅと小さく息を吐き出し、その場にいる全員に告げる。

「私、仕事がありますので、ここで失礼します」

「待てっ」

　バッグを手にして帰ろうとした私の腕を、先生が掴む。

　これまでの話を聞く限り、先生は百合子さんとのことが解決していないまま私と付き合っていたことになる。しかも『他の女性の気配』だなんて。私はただの浮気相手として扱われていたんだ。

　もう限界。先生の手を、ゆっくりと離す。その仕草と私の冷めた視線に、先生も悟ったようだ。

「失礼します」

　玄関に向かう私を、誰も見送ることはしなかった。

　門を出ると、外の空気を大きく吸い込み、こぼれ落ちそうになる涙を押し留める。

　そして『私はなにも悪くない。ただ、居場所を間違えただけ』と自分に何度も言い聞かせた。

　悔しいけど、私は先生の隣に立てる人間ではなかったんだ。はなから受け入れてもらえない場所に入り込むほど、私は強くないし、バカでもない。

　幸い、今日は夜勤の日だ。仕事に没頭していれば、先ほどまでのことを思い出さずに済む。

　携帯で駅までの道を検索する。少し遠いけど、時間はまだある。

　気分転換に駅まで歩こう。




「久しぶりね、本山さん、元気だった？」

　先生の実家を訪問した翌日、もともと予定していた大学病院の勉強会の会場に足を向けた。

　そこで青木さんに会えたのはなにかの縁だったのかもしれない。

「終わったら一緒に食事でもどう？」

　私は彼女の誘いを喜んで受けた。

　昨晩の夜勤が終わってから仮眠室で休んだおかげで、疲れはだいぶ取れている。携帯を取り出し、お母さんに【先輩と食事して帰る】とだけ打って、メールを送信した。

「食欲ないの？」

　青木さんおすすめのカフェに連れて来てもらったけれど、私が注文したのは、サラダと紅茶だけだった。

「ちょっと食欲なくて。でも大丈夫です」

「大丈夫、って顔じゃないわよ。悩みごとでもあるの？」

　私の顔色を見る青木さんの目は、本当に私のことを心配してくれているようだった。どう言おうか迷ったけれど、今の私に頼れるのは、神野先生の親戚でもある彼女しかいない。

「その、お聞きしたいことがあるんです。神野先生のご家族のこと」

　そう言っただけで、青木さんはピンときた顔をした。

「神野先生となにかあった？」

　昨日からずっと胸に重い物を抱えていた私は、堰せきを切ったように話した。

　先生と付き合いはじめたこと、プロポーズもされて実家に挨拶にいったこと、そして昨日あった出来事――。

　その間、青木さんは黙って私の話を聞いてくれた。

「ご両親に歓迎されないことよりも、百合子さんという婚約者がいたのに、黙っていたことが辛いんです。どうしてそんなひどいことを……」

　青木さんはテーブルの上で組んだ私の手を、そっとさすってくれた。その温もりに、強張った体がゆるんでいく。

「婚約のことだけど、あれは神野医院で起こった医療ミスの代償なのよ」

　背筋に冷たいものが走った。医療に携わる者が絶対に起こしてはいけないことだ。

「あれは三年前のことだったわ。神野先生はあの頃、大学病院に勤務しながら彼の父親の病院も手伝っていたのよ」

　神野先生はその日、虫垂炎の疑いで救急搬送された女性を診察し、手術が必要だと診断した。

　その日の同じころ、似た症状で来院した別の女性がいたけれど、その人は手術の必要がない患者だった。

　そのふたりの診断の結果が逆になってしまったそうだ。

「ということは、患者の取り違えが起こったんですか……!?」

　青木さんは、コクンと頷いた。幸いと言うべきか、手術が始まる前に取り違えが発覚し、患者の身体に無用な傷をつけることは避けられた。

　しかし手術の必要がないと家に帰された患者――本来、すぐに手術が必要だった女性の容体が、帰宅後に悪化してしまったのだ。

「それが神野先生の婚約者の百合子さんよ」

　手術は無事に済んだ。でも当然ながら、娘が苦しむ姿を見た彼女の両親は激怒し、神野医院を訴えると言いだした。

　そこを取り持ったのが、神野先生にひと目ぼれした百合子さんだった。

　彼女は『聡さんと結婚したいから、訴えないでほしい』と、両親に懇願したそうだ。

「カルテの取り違えは、神野先生のミスだったんですか？」

　患者の顔を常に見ている先生が、そんな間違いを犯すとは考えにくかったのだ。

「いいえ。今はもう辞めてしまった、別の医師のミスだったの」

　その医師は神野先生が席を外している間にふたりに間違った検査結果を説明してしまったのだ。

　しかし、そんな事情は患者には関係ない。誰かがミスを犯していても、周りがきちんと確認すれば事故は防げるのだから。

　結局、神野先生は責任を取る形で、百合子さんとの交際を受け入れた。

　研修の時、青木さんが〝プライベートが大変〟と言っていたのは、このことだったのか。

　患者の顔を見ろと、私に厳しく接した理由も合点がいった。

「神野院長は、さぞかしホッとしたんじゃないですか」

　昨日のデレデレした顔を思い出し、トゲのある言い方になってしまう。

「まぁ、病院が守られたのだから、安心したと思うわ」

　でも、だったらなぜ先生は私にプロポーズをしたんだろう。遊びのつもりだったとしたら、実家になんか連れていかずに、私を日陰の女として扱えばよかったのに。

　自分で自分を傷つけるようなことを考えて、胸がズキンと痛む。

「これは憶測でしかないんだけど、神野先生は、本気であなたと結婚したいと思っていたんじゃないかしら」

　暗い顔をしている私を元気づけようとしてくれているのだろう。青木さんは優しい人だ。

「ありがとうございます。でも、事情があるとはいえ、神野先生が婚約を受け入れていたのなら私の出る幕はないですね」

「いいえ。〝婚約〟ではないはずよ。神野院長も、先生に全責任があるとは思っていなかったし、百合子さんも若かったから、結婚の可能性も含んだ〝交際〟ということで、お互い納得させたのよ」

　そうだったのか。でも、昨日の様子ではそうは見えなかった。

「神野院長は、百合子さんを婚約者と認めているようでしたけど……」

「それにはもうひとつ、理由があるのよ」

　そう言うと、青木さんは私に紅茶のお代わりを勧めてくれた。

「神野先生のお母様……産みの親は、私たちと同じ看護師なの」

　やっぱりそうか。佳織さんは、義理のお母さんだったのか。先生とほとんど変わらないであろう年齢の彼女の姿を思い浮かべる。

「今も現役の、とても優秀な看護師らしいわ。ただ、仕事優先で家庭を顧かえりみるタイプではなかったのよね。神野先生も、随分寂しい思いをしてたんじゃないかしら」

　仕事ばかりでほとんど家に帰らない妻に、神野院長は離婚を申し出て、先生を男手ひとつで育てることにしたそうだ。

　しかし家庭と子育てを両立するのは難しく、体調も崩してしまった院長は、家事手伝いを頼むことにした。その時やって来たのが、佳織さんだった。

　ふたりが結婚するまでにどんな過程があったかはわからないけど、再婚してからは体調もよくなり、神野医院もどんどん大きくなったそうだ。

「神野院長は息子に同じ苦労をかけたくないって思っているの。だから百合子さんのような素直に家庭に収まってくれそうな女性を、先生の結婚相手にしたいんだと思うわ」

「そうだったんですね……」

　昨日のことを許したわけではないけれど、神野院長も苦労したんだろう。

　先生もそんな父親の姿を見ていたから、百合子さんと別れられなかったのかな。

　私に『変わらなくていい』なんて言ってくれたけど、家庭的で従順な女性に変わっていたら、結果は違ったのかも。今さら後悔しても仕方ないけど。そう考えながら、紅茶をひと口飲む。

　さっきのより薄い気がした。




　翌日、ナースステーションで書類を整理していると、内線が入った。

「本山さんにお客様です。篠原様という女性ですが」

　一瞬、誰のことかわからなかった。記憶を辿って思い浮かんだのは、今の私が最も会いたくない人のひとりだった。

「お仕事中すみません」

　待合室に、百合子さんはちょこんと腰掛けていた。ピンクのワンピースと巻き髪は、お年寄りの多い院内でやたら目立つ。

　人目につくので外に促すと、彼女は襟にファーのついた白いコートを羽織った。

「それでいったい、どうしたんですか？　神野先生は今日お休みですよ」

「そんなこと知っています。今日は本山さんとお話がしたくて」

　その物言いに、カチンとくる。

「なんの話ですか？　私、仕事があるんですけど」

　乗ってはいけないと思いつつ、キツい口調で返してしまう。すると彼女は、目に薄っすらと涙を浮かべている。

「一昨日のことを謝ろうと思って来たのに……」

　これじゃあ看護師がかわいい女性をいじめている図だ。

　通りすがりの人が、好奇の目で見てくる。この場で話すのは得策ではないと思い、仕事が終わるまで近くのカフェで待っていてもらうよう、彼女に伝えた。

　急いで着替えてカフェに向かうと、百合子さんは結婚情報誌を読んでいた。これもまた、この人なりの挑発だろう。

　気づかないフリをして席に着き、ホットココアを注文すると彼女も同じ物が飲みたいと言いだした。

「コーヒー残ってますよ？」

　テーブルのカップにはまだ、半分以上コーヒーが残っている。

「冷めちゃったから、もう要らないんです」

　邪魔、といった感じでカップを隅に避よける。

　視線は私に向けられたままで。まるで『あなたが待たせたから冷めた』とでも言わんばかりだ。もちろん、私だって謝る気はない。

「お仕事、大変なんですね」

　社交辞令のような棒読み口調を無視して、コートを脱ぐ。

　すると百合子さんはクスッと笑った。

「どうかしましたか？」

「いえ、白衣のほうがお似合いだなと思って」

　黒いＶネックのニットにデニム姿の私を、値踏みするような目で見ている。

「どういう意味ですか？」

「私服より、白衣のほうが色気があるなと思って」

　いちいち癪しゃくに障さわることを言う。ぐっとこらえていると、追い打ちをかけるように言葉を重ねた。

「看護師じゃなかったら、聡さんはあなたになんて目を向けるはずなかったでしょうね」

　この人と話すことになんの意味があるのだろう。

「話はそれだけですか？　だったらこれで失礼します」

　コートを持ち立ち上がると、彼女がボソッとつぶやいた。

「短気な人」

　その声に振り向くと、百合子さんは目で座れと言う。やっぱりあの日のけなげな様子は、仮の姿だったか。

　無視して帰ろうかと思ったけれど、ココアが運ばれてきたので、おとなしく座り直すことにした。

「で、話って？」

　百合子さんの態度に、私も丁寧に話すことは放棄した。

「聡さんが好きになった女性がどんな人なのか、知りたかっただけです」

　ツンと顎を持ち上げながら、余裕たっぷりの笑顔を向けてくる。

　この人はそんなことのために、わざわざやって来たのか。気が抜けて、思わず笑ってしまった。

「どうして笑うんですか」

　ムッとした声が返ってくる。

「神野先生も大変だな、と思いまして」

　独占欲は、相手を想う証拠でもあるから悪いことじゃない。でも他人を巻き込んで、牽けん制せいするような独占欲は迷惑なだけだ。それに百合子さんは自分のことしか考えていない。

「今日のこと、私が神野先生に告げ口したらどうするんですか？」

「えっ……？」

　彼女は眉間に皺を寄せ、口元をひきつらせた。

「彼のことだけを考えていたらいいのに」

　彼と彼の家に認められたのは、他でもない、百合子さんなのだから。

　すると突然怒りだした。

「なんでそんなに冷静なんですかっっ!!」

「なんでって……」

　私なりにこの二日間苦しんで、仕事に没頭して先生のことを忘れようと思ったんだ。でも、そんなこと彼女に語って聞かせる義理はない。

「私はあの日、あなたを見て焦りました。こんなにキレイな人が相手じゃ勝ち目がないって思ったんです。でも、聡さんはあなたを追わなかった。選ばれたのは私なんです」

　だったら、今日ここで私を挑発する必要はないはずだ。どうして彼女はこんなに余裕がないんだろう。

「選ばれたのなら、それでいいじゃないですか」

「……努力することに疲れたんです」

　うなだれた彼女の顔に、髪の毛が落ちる。

「どんなに自分を磨いて尽くしても、聡さんは満足してくれないんです」

　そう言って涙をこぼす彼女の姿に、かつての自分が重なる。

　正直、彼女のことは好きじゃない。でも、愛する人のために一生懸命な姿を突き放すことはできなかった。

「神野先生はありのままを好きになってくれる人です。だから飾らない、素の百合子さんでぶつかれば、きっと応えてくれますよ。頑張り過ぎないで」

　私がそうだったから、とは言わずにおいた。

「どうして私にそんなこと……」

　顔を上げた百合子さんからは、先ほどまでの敵意が消えている。

「同じ人を好きになった者同士だから」

　かっこつけて答えると、彼女は小さく微笑んだ。

「さんざん失礼なことを言ってごめんなさい。聡さんがあなたを好きになった理由がわかった気がします」

「それじゃ」

　私は軽く会釈して、伝票を持って席を立った。もう会うことはないだろう。

　百合子さんを励ましてしまったことで、ますます神野先生との距離が遠ざかったことを実感する。できれば最後に先生と話をして、自分の気持ちにけじめをつけたい。

　そう思っていたけれど、院内で先生の姿を見ると苦しくなって逃げてしまう。彼がいそうな場所を常に避けている私は、弱い人間だ。




　先生を避け続けること数日。休日は気疲れで家でゴロゴロするばかりだ。

　――コンコン。

「はーい」

「父さんだ。入るぞ」

　ココアの入ったカップをふたつ手にしている。うれしい、ちょうど小腹が空いていたんだ。

「ありがとう」

　お腹が温まって、ホッとひと息つく。

「なにしてるの？」

　床に座り込んだお父さんは、両手でカップを持ちながら所在なさげにキョロキョロしている。

「んー。亜樹、いやなこと聞くようだけど、先生とはダメになっちゃったんだよな？」

「あはは、はっきり言うね」

　あの日からずっと塞ぎ込んだままの私を、心配してくれていたのだろう。そっとしておいてくれて、ありがたい。

　久しぶりに私が笑ったのを見てホッとしたのか、調子に乗って突っ込んでくる。

「相手のご両親になにか言われたのか？　たとえば家柄が違うとか、美人系よりかわいい系がいい、とか」

「そんなわけないじゃーん。原因は、先生と私の性格の不一致だよ」

　まともな会話すらしてもらえなかった、というのは黙っておく。

「そうか。家柄を否定されたら怒鳴り込むつもりだったんだけどな」

　うちはそんな大層な家柄じゃないけどね。でも、そう言ってくれることがうれしい。

「先生はね、別の人と幸せになったほうがいいんだよ。別れよう、って決めたのは私なの」

「亜樹はそれでいいのか？」

　お父さんは姿勢をただし、真面目な顔で聞いてきた。

「うん。私には大好きな家族もいるし、仕事もある。結婚のひとつやふたつ、ダメになっても平気だよ」

　笑ってみせたけど、最後のほうは声がかすれてしまった。

「そんな顔して言っても説得力ないぞ。亜樹は辛い恋をしたんだな」

　そう言って、頭をポンポンされる。まるで子供の時みたい。安心したら気がゆるんで、視界が滲んだ。

「お父さんは、お母さんを泣かせたことはなかったぞ」

「なにそれ、惚のろ気け？」

　突然のラブラブ宣言に、涙も引っ込む。

「〝男は女の涙に弱い〟なんて言うけどあれは嘘だ。笑顔のほうが何十倍もグッとくるもんだ。少なくともお父さんは、お母さんの笑顔に弱いよ」

　そうか。両親のラブラブの秘ひ訣けつは、笑顔にあったのか。なんかいいな、その考え。

「お母さんは幸せ者だね」

「亜樹も今を乗り切った先に、幸せが待ってるぞ」

　その言葉が、暗く沈んでいた心に明かりを灯してくれる。ありがとう、の気持ちを込めてお父さんに笑顔を返した。

「よしっ！　そんなふうに笑えるなら大丈夫だ。亜樹、今すぐに支度しろ」

「へっ？」

　意気揚よう々ようと立ち上がるお父さんを、私はポカンと見つめるばかりだ。

「先生が下に来てる。さっきインターホン鳴ったの聞こえなかったのか？」

　寝てたよ、多分。ていうかなんで突然？　お父さんも先にそれを言ってよ！

　髪だってボサボサだし、朝から顔も洗ってない。

「十分したら行くから、待っててもらって！」

　突然の訪問に腹立たしさも覚えるけど、今日は怒るのをやめよう。先生とちゃんと会って、けじめをつけなきゃ。前に進むためにも、今を乗り切るんだ。

　服を着替え、髪を適当にまとめて、静かに一階に下りていく。階段の途中で耳を澄ませると、先生の声が客間から聞こえてきた。久しぶりに聞く声に、胸が締め付けられる。

　私はまだ、先生のことが好きなんだ。けじめをつける決心が鈍る。その場から動けないでいると、お盆を持ったお母さんが客間から出てきた。

「亜樹、そんな所でなにやってるの？」

　その声に、襖の間から先生も顔を出す。こんなに近くで姿を見るのは、久しぶりな気がする。

　視線を合わせたままお互い声を出せず、沈黙が流れた。

　――「そうだ！　私たち、ちょっと用事で出かけなきゃいけないのよ」

　沈黙を破ったのは、お母さんの声。

「さ、お父さん、車出して。お酒飲んでないでしょうね」

　お父さんを呼び出すと、ふたりでいそいそと出かける準備をはじめた。

「ちょっと！　外出の予定なんて聞いてないんだけど」

　慌ててふたりを引き止めたけど、「あなたは先生のお相手があるでしょ」と、客間の方に押しやられてしまう。

「じゃっ、ごゆっくりー！」

　怒ど涛とうの勢いで出ていく両親を、先生と私はポカンと見ていることしかできなかった。ふたりが出ていくと、急にしんと静まり返る。

「先生、なにか飲みますか？」

　もう〝聡さん〟とは呼べない。もてなす気分ではないけれど、沈黙が重苦しくてキッチンに避難しようとする。

「いや、いい。それよりも座ってくれ。亜樹と話がしたい」

　懇願するような先生の声に制止され、出ていくきっかけを見失う。

　ここで拒絶するのも大人げないので、しぶしぶ向かいに座った。先生の顔を見ると実家での出来事、百合子さんのこと、青木さんから聞いた話――。ここしばらくの記憶が一気に蘇って、胸が詰まる。

「亜紀。本当に申し訳なかった」

　私が俯いて黙りこくっていると、ガバッと頭を下げてきた。

　いやだ。こんなふうに謝られたら、まるで私が悪者みたいじゃないか。なおも頭を下げている先生の後頭部を見ていると、ふつふつと怒りが込み上げてきた。

「おかしい」

「は……？」

　先生がポカンとした表情で顔を上げる。

「おかしいんですよっ！　先生も、先生の親も百合子さんも！」

　突然キレた私に先生は言葉を失っている。

　でも、もう気にしない。立つ鳥跡を濁さずとか言うけど、たっぷり濁してやる。最後ぐらいはっきり言ってやるんだ！

「医療ミスなんて大事なこと、どうして黙っていたんですか？」

　先生の表情が曇ったのには気がついた。でも走りだした口は止まらない。

「大体、先生の責任じゃないですよね。なのに付け込んで結婚とか。そんなこと言いだした百合子さんも、彼女に甘い神野院長も、受け入れた先生もみんなおかしい。命と愛を天秤にかけるなんて変です！　あと人を無視する神野院長は大人げない！　職場まで押しかけてくる百合子さんは非常識！　二股かけた先生は大バカ者ですっ！」

　一気にまくし立てて、息が上がる。そんな私を見て、先生は肩を震わせて笑っている。

「笑うとは何事とですかっ！」

　カッチーン！ときて怒鳴りつける。

「ご、ごめん。亜樹は相変わらずすごいな」

　この期ごに及んでなんて呑のん気きなことを。憤ふん懣まんやるかたない思いで、先生の前に置かれた飲み残しのビールを一気に呷り、ガンッとテーブルにグラスを置く。

「……先生、言いたいことがあるならどうぞ」

「じゃあ俺も言わせてもらう」

　先生も空のグラスにビールを注いで、ぐいっと飲み干した。

「あんな親父おやじ最低だ！　亜樹を連れてくることを了承したくせに、あんなひどい態度を取りやがって！　百合子も百合子だ。親父を味方に付けるとは、なんてしたたかな女なんだ！」

　先生もなかなかやるな。ゼイゼイと肩で息をしている姿を見たら、無性に笑えてきた。

「笑うなっ！」

「だって先生、顔を真っ赤にして叫んでるんだもん。そんなのイケメンには似合わないっ。アハハハ……！」

　さっきまでの苦しさが吹き飛んでいったようだ。

「まだ言いたいことがある」

　先生はなおも笑っている私を、キッと睨みつけてきた。

「亜樹！　俺は君が好きだと言っただろ！　そばにいてほしいのは君なんだ！　百合子に俺とのことをアドバイスするなんて。おかしいのは君も同じだっ。勝手に別れようとするなっ！」

　えっ？　どういうこと？　この間のこと話したの？　なんのために。

「百合子が、亜紀に謝っておいて欲しいって言ってたぞ」

　さっきとは打って変わって、落ち着いた口調に変わった。でも、その表情はまだ少し硬い。

「君にひどいことを言ったそうだが、なにを言われたんだ？」

　色々言われ過ぎて覚えていない。ただ、どの言葉にも先生への想いが溢れていたことだけはたしかだ。

「亜樹には敵わない、とも言ってたぞ」

　そんなふうに思っていたなんて。しかし彼女が話していないことを、私が話すわけにはいかない。

　黙ってると、先生は小さく息を吐いた。

「俺も亜樹には敵わないよ」

「どういうことですか？」

　むしろ、私のほうが先生に振り回されている気がする。

「あんなに俺に執着していた百合子が、スッキリした顔で俺のこと『もう要いらない』って言ったんだ」

　冷めたコーヒーを押しのけた百合子さんの顔が思い浮かんだ。

「でも、彼女への医療ミスのことは……」

　そう言うと、先生の顔が曇った。

「全部知ってるんだよな？」

　首を縦に振り答える。

「亜樹は俺のせいじゃないと言ったが、ミスはミスだ」

　厳しい表情に「自分を責めないで」という言葉を飲み込む。

「俺は親と病院を守るために、百合子と付き合うことを承諾した。苦労して俺を育ててくれた父に恩返しができるなら、どんな相手でもよかった。女なんてみんな同じだと思っていたから」

　そう笑うけど、その目はとても悲しそうに見えた。

「それならどうして私に……」

「プロポーズしたのは、心から亜樹と結婚したいと思ったからだよ。それは今も変わらない」

　私を見つめる瞳は揺れていなかった。その瞳に応えたくなるけれど、解決していない問題はまだある。

「百合子さんとはいつまで付き合っていたんですか？」

　ずっと二股をかけられていたら、先生のことを許すことはできないだろう。

「亜樹と再会した時までだ。君のことは三年前から気になっていたが、きつく接したことで怖がらせてしまったし、もう二度と会えないと思っていたんだ」

　その言葉にホッとしたけれど、ふたりの三年間を思うと、寂しい気持ちになる。

　ただの嫉妬なんだけど――。

「でも、三年の間、ずっと亜樹を忘れられなかった」

　先生は苦しそうな声で訴える。

　こんなに必死な彼は初めてだ。

「命に携わる者として意識を変えて働く亜樹は、当時俺が目指していた理想そのものだったんだ」

「……でも、私を変えたのは先生ですよ？」

　そう言うと、彼は首を横に振る。

「医療ミスの一件で、患者のことをしっかり見ようと決心したのはたしかだ。でも、頭のどこかで最初にミスを犯したヤツを恨んでいたんだ。俺は悪くないのに、って」

　弱々しく笑うけれど、その顔が私には泣いているように見えた。

「亜樹に偉そうなことを言っていたくせに、がっかりしただろ？」

　私は頭をぶんぶん振った。

　もし同じ立場なら、私だって誰かのせいにしたと思う。

「あの時、自分だけでなく周りまで変えた亜樹のまっすぐな姿が、俺には眩まぶしくて仕方なかった。そして、君のように変わりたいと思ったんだ。今の俺があるのは、三年前、君と出会えたからなんだ」

　私が先生の助けになったのなら、こんなにうれしいことはない。

　今すぐにでも、先生に抱きついて私の気持ちも伝えたい。

　でも――。

「百合子さんとは、ちゃんと別れたんですか？」

「君にプロポーズする前に別れは告げていた。あの日まで会ってもいない。ただ、きちんと彼女と縁を切れていなかったのは、俺の落ち度だ。本当にすまない」

　たしかに、一方的に百合子さんが追いかけている感じはあった。でも、それだけ先生を好きだったんだろう。

　それに、彼女には心強い味方もいたわけだし――。

「百合子さんと別れるなんて、神野院長が許さないんじゃないですか？」

　先生の顔色がサッと変わる。

「父がひどいことを言って、申し訳ない！　君と俺のことを激しく誤解していたらしいんだ。だからといって、許されたものではないけれど……」

　なにを誤解されていたのかわからないでいると、先生はあの日の真相を教えてくれた――。




　百合子さんと別れたことは、前から神野院長には伝えてあったそうだ。

〝交際〟していたふたりの間で話がついているなら、別れたとしても仕方ないと、院長も受け止めていたらしい。

　ただあの日、私たちが到着する前に百合子さんが神野家にやって来たことから、状況が変わった。

　彼女は『聡さんとはケンカしていただけで、私への当てつけに浮気相手を連れて来るんです』と、神野院長に進言したそうだ。

「……それって？」

　先生の顔を見る。

「……亜樹のことだ」

　彼は気まずそうに、目をそらす。ゆ、百合子さん。強したたかな人とは思っていたけれど、まさかこれほどとは。

　彼女の口車にまんまと乗せられた神野院長は『ふざけた真似をして』と、怒り心頭。私たちを追い返すために、わざとひどい態度を取ったのだという。

　しかしそんな百合子さんの企みは神野先生のお母さん、佳織さんが見抜いたそうだ。

　一度は百合子さんの話を信じかけたけれど、義理の息子が痴話ゲンカに家族を巻き込むような人物とは思えず、彼女を問いただした。

　百合子さんも最初はしらばっくれていたけれど、最後は泣きながら真実を告白したのだ。

　結局、そのことは百合子さんの両親にも発覚し、医療ミスの件についても、これ以上は追及されないことになったそうだ――。




「亜樹に迷惑をかけてしまうと思って、落ち着くまで話もせず申し訳なかった!!」

　今日は何度先生に謝られただろう。

「理由はわかりました。でも神野院長のことは、正直まだ許せません」

　大病院の院長ともあろう人が、百合子さんみたいな人に丸め込まれるなんて。

「父本人も、亜樹に謝りたいと言っている。だから……もう一度親に会ってくれないか？」

「謝ってもらうために、会わなきゃいけないんですか？」

　正直、もう謝罪は十分だ。それより私は、人に振り回されず穏やかに暮らしたい。

「いや、違う。言い方を間違えた」

　そう言うと、先生は姿勢を正して、私の両手を取る。

「俺と結婚してくれ。そしてもう一度、挨拶の仕切り直しをさせてほしい」

　えっ、これって――。

「そ、それはプロポーズですか？」

「それ以外になにがある」

　だって、ほんの少し前まで別れる覚悟を決めていたのに。これは夢？　そう思っていると、先生は私の手の甲にキスをする。

「夢じゃないぞ」

　心の声を読まれて驚いていると、先生はニヤリと笑った。

「亜樹はすぐ顔に出るからな」

　両目から大粒の涙がこぼれる。こんなにうれしいことが、現実に起こるなんて――。

「私、やっぱり先生が好きです……」

　鼻声でそう告げる私の涙を、先生は指で拭った。

「もう二度と泣かせない」

　そう言われても、涙はあとからあとから溢れ出る。

「泣くなって」

　不安そうな表情の先生を見上げる。

「うれし涙だから大丈夫ですっ！」

　そう言うと先生は「じゃあ……」と私の顔を覗き込む。私も静かに目を閉じようとした。

　――ガラッ。

「亜樹～！　おめでとう～！」

「よかったわねぇ」

　襖を開けて、両親がなだれ込んできた。ふたりとも泣いている。

「い、いつからそこに……」

　目を白黒させている私を尻目に、お父さんは先生の手を握ってぎゅうぎゅう握手している。

「初めからだ。俺がお願いして聞いていてもらったんだ」

　先生はなんてことない顔で答える。

「えっ……え――っっ？」

　プロポーズを親に聞かれるって、恥ずかしいにもほどがある。悶もん絶ぜつしている私を尻目に、三人は和わ気き藹あい々あいとしている。

「お父さん、お母さん、亜樹さんは必ず幸せにします」

「不ふつ束つか者ものですが、よろしくお願いしますね」

　意外な展開についていけない。

「亜樹、こっちへ来なさい」

　お母さんに手招きされ、呆然としたままついていくと、洗面所に連れていかれた。

「すごい泣き顔よ。顔洗ってらっしゃい。ちょっと出かけるから……」

　そう言うと、ニヤリと謎の笑みを浮かべた。出かけるってどこに？　なんだかいやな予感がする。

　顔を洗って客間に戻ると、お母さんだけがいそいそと荷物を広げていた。リビングからは笑い声が。どうやら先生とお父さんは酒盛りをしているようだ。

　なんなの！　ここしばらくの悶々とした日々を思うと、少し腹が立つ。

「亜樹、そんなしかめっ面してないで、準備するわよ」

　意味がわからずお母さんの方を見ると、振ふり袖そでを手にしてニコニコ笑っていた。成人式の時に用意してもらったそれは、深い赤色で古こ典てん柄がらが裾すその方にだけ施ほどこされた、シックなものだった。

　ピンクや白の振袖を着た同級生の中で、私だけやけに浮いていたっけ。

『保護者みてぇ』なんて言ってくる男子もいたけれど『モデルみたい』『カッコいい』と褒めてもらえることのほうが多かった。

　我ながら自分にも似合っていたと思う。

　そう、思う、けれど、なぜ振袖??　ポカンとしていると、お母さんはおもむろに、私の服を脱がせにかかる。

「あちらのご両親に会いにいくのよ」

　ちょっ、ちょっ、ちょっと!!　急展開過ぎる。

　抵抗して逃げ出そうにも、服をポンポン脱がされてしまい、客間から脱出不可能に。脱力している私にお構いなしに、どんどん着付けを進めていく。

　お母さんは、私が生まれるまで美容師としてバリバリ働いていたそうだ。今でも時々、ご近所さんの着付けを手伝っている。

　まだ状況が把握できず、突っ立ったままの私にどんどん着付けていく手際のよさはさすがのひと言だった。

「もしかしてお母さん、こうなることを知っていたの？」

　いくらなんでも準備が整い過ぎている。

「昨日の昼間、先生から連絡があったのよ。亜樹と話がしたいって。あなた、ずっと先生のこと避けてたでしょ？」

　たしかにそうだけど、自宅でプロポーズって。

「お父さんも知ってたんだよね」

　お母さんは頷く。

「でも、最初は断ってたのよ。亜樹を傷つけたことが許せないって。そしたら先生、夜うちに来てお父さんに土下座するんだもん、びっくりしちゃった」

　昨日、たしかに先生は休みだった。でも、まさか我が家でそんなことが繰り広げられていたなんて。夜勤だった私は知る由もなかった。

「そこまでされたらお父さんも拒絶できないわよねぇ」

　そう言うと、母は帯をギュッと締め上げた。

「でも、どうしてあんな盗み聞きみたいなことを……」

「私たちがいたら、意地っ張りの亜樹は正直な気持ち伝えられないでしょ？」

　そうだけど、やっぱり恥ずかしいよ。

「先生にも言われたの。すべて話すから私たちにも聞いててほしいって。まさかプロポーズまで聞かされるとは思わなかったけどね～」

　顔がボンッと赤くなる。恥ずかしさの限界。

「さ、できたわ。キレイよ、亜樹」

　鏡に映る姿は、なかなかのものだ。ただし顔は真っ赤っ赤だけど。




　タクシーが止まったのは、大物政治家が使いそうな割かっ烹ぽう料亭の前。その門構えに圧倒されつつ門をくぐると、和服姿の女将おかみが迎えてくれた。

　先生の両親が待つ個室へと進むにつれ、緊張と不安が押し寄せてくる。

　なんて挨拶すればいいのだろうか。

『はじめまして』じゃないし『すみません、また私です』じゃ変だ。

　躊躇ためらっていると、お父さんが威勢よく襖を開けた。

「遅くなり、ま、し……じ、神野さん？」

　目を丸くしたその視線の先に、神野院長がいた。

「もっ、本山さん？」

　神野院長もお父さんを見て目を丸くしている。

　なに？　知り合い??

「父さん、本山さんと知り合いなんですか？」

　私の疑問を、先生が代弁してくれた。

「本山さんは、私が通っている剣道場の師範だ」

　そう言うと、神野院長はキリッと姿勢を正した。

　部屋の中に通されると、お父さんも院長の前に背筋を伸ばして正座する。普段は単なる〝お母さんとラブラブのお父さん〟だから忘れがちだけど、剣道をしている時のお父さんは、なかなか凛り々りしいことを思い出す。

　まっすぐ前を向くお父さんと、伏し目がちの神野院長。その様子に、私の目にもふたりの師弟関係が見て取れた。

　お父さんは、みんなが座ったのを横目で見ると、大きく息を吸って言い放つ。

「話は聡くんからすべて聞きました。亜樹を傷つけた、とか」

　その声に、一気に緊張が走る。

「亜樹は私の大事な娘です。自慢の娘です。そんな亜樹を傷つける者は何なん人びとたりとも許しませんっ！」

　正直、この瞬間まで神野院長への怒りは消えていなかった。でも、お父さんがこうして言い切ってくれたことで、私の心の傷が塞がるのを感じた。

「申し訳ありません。亜樹さんには本当に失礼なことをしました」

　お父さんに向かって深く頭を下げた院長には、この前のような高圧的な感じはない。

「……謝る相手が違います」

　静かだけれど怒りを含んだ声に、院長がハッと顔を上げる。

　そして私の方に体を向け直すと、先生のお母さんの佳織さんと一緒に土下座してきた。

「亜樹さん。勝手に誤解したうえ、ひどいことを言って、申し訳なかった」

　あの時と打って変わって、院長は小さく身を縮めている。佳織さんが院長の腰にそっと手を添えたけど、ふたりともその姿勢を崩さない。

「俺も君を傷つけてしまって申し訳ない」

　そう言って、先生も深々と頭を下げてくる。私はそんな三人を前に、困惑するしかなかった。

「も、もう結構ですから。もう、威張るの止めてよ」

　焦りながらお父さんをたしなめると、急にヘラッと表情を崩した。

「なに、その顔!?」

　思わず突っ込みを入れてしまう。

「いや～、こういう威厳ある父っていうのをやってみたかったんだ」

　さらにヘラヘラ笑っている。

「なに考えてんのっ！」

　怒る私を、お父さんはまあまあと手で制すと、表情を引きしめ、神野院長に向き直った。

「先ほどの言葉はすべて本当に言いたいことです。また亜樹を傷つけるようなことがあれば、私はあなたを絶対に許しません」

　そう言うと、神野院長に深く頭を下げた。

「どうか亜樹には愛情を注いでやってください。お願いします」

　私はお父さんの娘でよかった。隣にいたお母さんが、私の手を握ってくれる。

「本山さん。亜樹さん」

　神野院長が、私たちに声をかける。

「私が間違っていました。聡に百合子さんと交際させたこと、そのせいで亜樹さんを深く傷つけたこと、心から反省しています」

　神野院長は一度深呼吸した。

「私は見る目がなかった。亜樹さん、あなたは聡の心を救ってくれた素晴らしい方です。私たちは、あなたをずっと大切にします」

　その言葉に、私たちの間にあった大きなわだかまりがなくなっていくのを感じた。

「亜樹をどうぞよろしくお願いします」

　お父さんに倣い、お母さんと私も頭を下げる。

「本山家と繋がりができたことを誇りに思います」

　そう言った神野院長の目には涙が浮かんでいた。

「それにしても私は人を見る目がない。いつも妻に叱られてるんです」

　挨拶も終わって会食の時間。神野院長は日本酒を飲みながら、そうこぼした。隣で佳織さんも苦笑いしている。

「百合子さんが聡に一途なあまり、私に嘘を言うなんて」

　まさかここで彼女の名前が出るとは思わず、みんなで固まる。院長は、お酒が弱いようだ。

「一途？　そんなわけないですよ。彼女には他に男がいましたよ」

「えっ？」

　一同、キョトンとなる。一番驚いていたのは、神野院長だ。裁判との取引に息子を使うほど一途だと思っていただろうから。

「彼女は友達に自慢するために、私のこの容姿とステータスが欲しかっただけです。たしかに甲か斐い甲が斐いしい面もありましたが、遊んでいるかどうかなんて、すぐにわかります」

　そんなこと、なんでわかるんだろう？その場にいる全員の頭に疑問が浮かんだ。

「……他の男とホテルに入るのを見てしまったので」

　少し間があったのが気になる。でも、そういうことかと納得した。

　そこからは両家で飲み比べが始まった。










結婚




　神野家との和解の日から一年後の大安吉日。

　――コンコン。

「はーい」

「新郎様がお見えになりました」

　ドアが開き入ってきたのは、真っ白なタキシードに身を包んだ王子様みたいな先生。いつも下ろしている前髪をすべて上げると、その顔の小ささが際立つ。

　ほぼ毎日見ているはずなのに、うっとりしてしまう。式場のスタッフからも、ため息が漏れる。さすが自慢の旦那様だ。

「亜樹、すごくキレイだ」

「聡さんも素敵です」

　半年前、聡さんは大学病院に戻った。もともと後任が見つかるまでの勤務だったから、院長が新しく見つけてきた医師と交代したのだ。

　わかっていたことだけど、実際、職場で彼の姿が見られないのは寂しかった。

　でも、今日からは晴れて夫婦になる。この日を指折り数えて楽しみにしていた。

「そのドレス、少しセクシーじゃないか？」

　彼がこの姿を見るのは、今日がはじめて。ドレス選びは、花絵に手伝ってもらった。こうちゃんも「ぼくも手伝う～」と言ったけれど、女子限定だからと断った。

　Ａラインのシンプルな形。オフショルダー部分がレースになっていて、決して露出が高いものではない。

「えーっ、これぐらい普通ですよ」

　反論すると、聡さんは耳元で囁く。

「レースの隙間から見える亜樹の肌が色っぽいんだよ」

　挙式直前にそんなこと言わないでほしい。首まで真っ赤になったじゃないか。

　スペインのお城がモデルだというここは、山田さんが経営する結婚式場。最初は遠慮していたけれど、聖さんに何度も説得され、根負けする形で利用させてもらうことにしたのだ。

　でも、スタッフの対応や内装、料理、すべて満足しているので、ここに決めてよかったと思っている。

　もちろん無償という申し出は、断ったけれど。

「緊張し過ぎだぞ」

　チャペルの扉の外でソワソワしていると、聡さんが私を見て笑う。

「聡さんはどうして緊張しないんですか」

　お父さんなんて、緊張し過ぎて外でストレッチしている。式まであと五分なのに。

「俺の妻はこんなにキレイで素敵な人なんだ、って早くみんなに知らせたいから」

　また、私の顔が赤くなるようなことを言う。落ち着くために、挙式の手順をおさらいする。

「誓いのキスだけど、頬にするからな」

　頭の中でシミュレーションしていると、突然そう告げられた。両親や友人の前で唇にキスするのは恥ずかしいから、それを聞いてホッとする。

「わかりました」

　そう言うと、彼は身を屈めて私の耳に唇を当ててくる。

「唇には式が終わったらたっぷりしてやるから」

　その囁きに、全身が熱くなる。

　もう本当にやめてほしい。

「おっ、どうした。暑いのか？」

　ストレッチを終えたお父さんが、呑気に声をかけてくる。そのお陰で、火照りが覚めたので、一応感謝しておく。

「そろそろ始まります」

　式場スタッフに声をかけられ、お父さんと腕を組んだ。

「新郎様に続いて新婦様とお父様ご入場です。新婦様はベールを上げたままお進みください」

　指示されたとおり、ベールは上げたまま前に進むと、扉がゆっくりと開いた。

「……お母さん？」

　目の前に、参列席にいるはずのお母さんがいた。状況が飲み込めずにいると、優しく微笑んで「亜樹、幸せになるのよ」と、私にベールを被せてくれた。

『ベールダウンだ……』

　母親が、花嫁の幸せを願ってベールを被せる〝ベールダウン〟の儀式を、以前ウエディングプランナーから勧められたことがあった。

　でも、それはオーダーしていなかったはず。隣を見ると、お父さんがウインクして「粋な計らいだろ？」と囁いてくる。

　本当にこの夫婦は仲がいい。そう思ったら、涙で視界が滲んだ。

　ふらつかないよう一歩一歩進むと、鼻をすする音が聞こえる。見上げると、お父さんが滂ぼう沱だの涙を流していた。

　いつもなら突っ込みを入れるところだけど、今日ばかりは私も一緒に泣いてしまう。

「ねーちゃん、泣き過ぎ」

　今日の突っ込み役はカズだったか。そんな彼も、心なしか目が潤んでいるようだ。泣き笑いの顔をした私を、十字架の前で大好きな人が迎えてくれた。

　お父さん、お母さん、カズ。私も、本山家みたいに幸せな家庭を築くからね――。




　挙式が終わり披露宴までの合間に、私はエントランスに向かった。

「山田さん……！」

　車椅子に乗った山田さんは、聖さんと一緒に私を待っていてくれた。

「亜樹さん、すごくキレイです」

「天使みたいだ。いいもの見せてもらったよ、長生きするもんだなぁ」

　口々に褒められ、照れてしまう。

　ふたりも式に招待したけれど、聖さんは「僕がいるとスタッフが緊張するから」と言い、山田さんは「式の最中になにかあったらいけないから」と、辞退した。

　実は山田さんは退院後、一度危険な状態に陥った。でも、最近は体調もいいようで、式のあとに私の花嫁姿を見たいと、今日わざわざ来てくれたのだ。それでも、長時間の外出は体に障る。

「夕方から冷えて来るみたいですし、早めに休んでください。来週、また伺いますから」

　古閑師長の取り計らいで、先月から私も訪問看護のスタッフになったのだ。おしゃべりは今度、山田さんの家でゆっくりしよう。

「それじゃあ、また改めて」

　聖さんが会釈をして車椅子に手をかけると、山田さんの大きな声が響いた。

「ちょっと待て！　お祝いも渡さずに帰るヤツがおるかっ」

「いけない、大事な物、忘れてました」

　聖さんは頭を掻きながら、車椅子にかかったえんじ色の巾着から小さなカードを取り出すと、私に差し出した。

「そういうのはいいって言ったじゃないですか！」

「年寄りの厚意は、素直に受け取るもんだ」

　遠慮する私に、山田さんはわざと怖い顔をして見せる。

「すみません……。では、ありがたくいただきます」

　苦笑しながら受け取ると、それは式場に隣接するホテルのカードキーだった。

「ここのホテルも、わしのものなんだ。特別なスイートを用意した。今日はそこに泊まりなさい」

　ギフトカードかなにかだと思っていたので、その言葉に仰天する。スイートなんて、いったいいくらするんだ。

「そんな高級なものだとわかっていたら、受け取りませんでした！」

　必死で断ろうとしたけれど、聖さんのひと言で、引き下がるしかなかった。

「今日キャンセルしたら、キャンセル料百パーセントですからね」

「……ありがとうございます。では、遠慮なく宿泊させてもらいますね」

　ふたりの優しさは、この先もずっと忘れないだろう。




　二次会が終わってホテルの部屋に入ると、時間は午後九時を回っていた。

　山田さんの計らいで荷物は全部部屋に運び込まれていたので、私たちはドレスとタキシードのままだ。用意されたスイートルームは、ふたりでは広すぎるぐらい。

「す、すごい部屋ですね」

「あぁ。本当に。ん？　なんかカードが置いてあるぞ」




【親愛なる亜樹様

　ご結婚おめでとうございます。

　あなたの天使のような笑顔がいつまでも続きますように。

　明るい家庭を築いてください。

　追伸

　必要なものは受付に何でも言っておくれ。

　すぐに対応するよう圧力をかけてあるからね。　山田】




　圧力って。プッと吹き出してしまう。

「なんでもいいのか。じゃあ、お言葉に甘えて、軽食を持って来てもらおうかな。お腹空きません？」

　披露宴では食事する余裕がなかったから、お腹がペコペコだ。

「俺は亜樹を食べたい」

　メニュー表を見ていたら、急に背後から抱きしめられた。聡さんの髪が首筋に当たってくすぐったい。

　身をよじるとさらに強く抱きしめてくる。

「ちょっと、聡さん、苦しいよ」

「こんなキレイな花嫁を前にして、抱きたくならないほうがおかしいだろう」

　耳元でそう囁くと、首筋から肩へと唇を這はせした。

　声が出そうになるのを必死に我慢していると「我慢するな」とまた囁いてくる。抱きしめていた手がウエストからゆっくりと上がり、胸元に触れた。

　ドレスの下の肌が聡さんの体温を直接感じた時、彼は少しだけ体を離し、私を見た。

「……どうかしましたか？」

　荒くなっていた呼吸を整え、胸元がはだけたドレスを直す。

「なんで白いドレスなんだ？　お色直しの赤いドレス、似合ってたのに」

　白いドレスはこの先着る機会がないと思って、二次会では挙式と同じドレスに着替えたのだ。それに――。

「白いドレスには〝あなた色に染まります〟っていう意味があるんです。今日ぐらいは、私を聡さん色に染めてほしかったんです」

「……つまり今日は、俺の好きにしていいってことだな？」

　聡さんは妙に色っぽく笑う。ここで否定しても、聞く耳は持ってもらえないだろう。

　でも、ひとつだけ知りたいことがある。

「百合子さんが遊んでいるかどうか、すぐわかるって言ってましたよね。あれって、どういう意味ですか？」

　急に彼女の名前を出したものだから、聡さんが不機嫌そうな表情になる。

「ホテルに入る現場を見たって言っただろ」

　ムスッとした声だけど、ここでひるむ私じゃない。

「それだけですか？　あの時の聡さん、他になにか言いたそうに見えたけど……」

　そう言うと、聡さんはおもむろに私の首筋に唇を這わせてきた。

「簡単なことだ。実践してやる」

「……痛っ！」

　首をギュッとつままれたような痛みが走る。

「なにしたんですか？　もう！」

「鏡を見てこい」

　そう言うとバスルームに連れていかれた。そして鏡に痛みのある場所を映すと、赤く染まっているのが見えた。

「なんですか、これ？」

「キスマークだ。百合子の首筋にもそれがあった。隠そうとしてたけど、相手の男もバカじゃない。百合子からは見えない場所に付けていたんだろうな」

　これがキスマークか。ただ、それを知ってるってことは、彼女とそういう関係にあったってことだよね？　三年間付き合ってたんだから、当たり前だろうけど。自分から話を振っておいてなんだけど、胸がモヤモヤしてきた。

　首筋を押さえてクルリと向きを変え、広い部屋の中央に置かれた電話を取る。

「サンドイッチとパンケーキと果物の盛り合わせをお願いします。大至急で」

「なにしてるんだ？　……あ、もしかして、妬いてるのか？」

　うれしそうな聡さんを見たら、意地悪したくなった。

「今の聡さんに私はあげません」

　プイっとそっぽを向く。

「百合子とはなんでもないぞ。一度も触れたことはない」

「嘘だ」

　三年も一緒にいて、一度もなんて。むしろ、それって男性としてどうなの？　そう言いたいのをグッとこらえ、彼を見るとニヤニヤ笑ってる。

「亜樹は考えていることが顔に出やすいんだよ」

　慌てて顔を両手で隠す。

「三年前から抱きたいと思っていたのは亜樹だけだよ」

　ニヤっと笑う顔は王子様じゃなくて悪魔だ。腰に手を回されグッと引き寄せられる。

「覚悟しておけよ。約束どおりまずはたっぷりキスをしてやるから」

　聡さんの顔が近づいてくる。もう少しで唇が触れそうになった時、インターホンが鳴った。

「俺が出る」

　入口に向かった聡さんは、しばらくすると銀の大きなトレイを持ってきた。上にはおいしそうな料理が湯気を立てている。

「せっかくだから食べましょう！」

「俺は亜樹を……」

　最後まで言いきる前に、彼の口にサンドイッチを放り込む。

「おいしい？」

　おとなしくもぐもぐしている聡さんは、ちょっとかわいい。

「あぁ。でも、俺はやっぱり亜樹がいい」

　そう言うと、軽々と私を抱き上げ、寝室へと連れていく。そしてキングサイズのベッドサイドにゆっくりと下ろすと、聡さんは私の手を取り、ひざまずいた。

「亜樹、俺と結婚してくれてありがとう」

　ふたりだけの宣誓式だ。姿勢を正し、きちんと向き合う。

「これから共に過ごしていく中で、色んなことが起こるだろう。でも、どんな時も俺は亜樹を守る。だから、俺を信じてくれ」

　熱っぽい瞳に、私の目も心も吸い寄せられる。

「はい。これからよろしくお願いします」

「必ず幸せにする。永遠に亜樹だけを愛してる」

　本日二度目の誓いのキスは唇に。

　甘く優しい、幸せの時間が流れていく。
















番外編










フォイボス




「お式でプロフィールビデオを流されてはどうですか？」

　結婚式の打ち合わせの時、ウエディングプランナーに提案された。

　プロフィール？　最初はその人が、なんのことを言ってるのかよくわからなかった。聞けば、新郎新婦それぞれの成長過程の写真を音楽に乗せて流す、プロモーションビデオのようなものだと理解した。

　正直どちらでもよかったが、亜樹は乗り気の様子。目を輝かせる彼女を見ていると、つい願いをかなえてやりたくなる。

「新郎様が新婦様のために、ビデオ編集されることもあるんですよ」

　式のことは亜樹に任せてばかりだ。実は学生時代は写真サークルに入っていたこともある。ここは俺がひと肌脱いで、彼女を喜ばせたい。

「じゃあ、プロフィールビデオのオプション追加でお願いします」

　さて、まずふたりの写真を集めないと――。

「こんばんは。写真を取りに伺いました」

　亜樹は今日は夜勤だ。彼女不在の実家に俺ひとりで行くことには、若干抵抗があった。それでも足を運んだのは、秘密の計画があったから。

「聡さん、いらっしゃい！」

「おぉ、聡くん。ほら、上がれ、上がれ」

　亜樹の両親は、いつも明るくて朗らかだ。

　抵抗を覚えたことが、少し恥ずかしくなる。

「せっかくだから夕飯食べていって」

　食卓には既に煮物、天ぷら、おひたし、お吸い物といった和食が並べられている。仕事終わりで訪問したから、実は空腹だった。

「いただきます」

　その料理はどれもおいしくて、箸が進む。繊細な味付けはそこら辺の料亭に引けを取らない。

　あっと言う間に食べ終えてしまった。お茶を飲み膨れたお腹を落ち着かせていると、お義父さんがアルバムを持って来た。

「これが亜樹が産まれた時だ。かわいいだろうー？」

　今にも溶けそうな笑顔。このふたりに会うたびに、亜樹がどれだけ愛されて育ってきたかを実感する。

「ちなみにこれがお母さんだ。キレイだろー！」

　たしかにキレイだ。ただ、髪を巻き、フリルの付いたワンピースを着ている姿は〝かわいい〟という形容の方が合っているかもしれない。

　隣に写っているお父さんは、目鼻立ちのはっきりした美形。こっちのほうが〝キレイ〟だ。

「……亜樹さんはお義父さんに似ていますね」

　そう言うと、ものすごくうれしそうだ。なんだかいいことを言ったような気持ちになる。

「ところで、今日はお義父さんたちに、ビデオメッセージをお願いしたいんです」

　そう言いながら、スマートフォンを取り出す。

「ああ、そうだったな。ちょっと、お母さ～ん」

「はいはい、なんですか」

　お義母さんは、食後のデザートにと、ガラスの皿にカットしたオレンジを持ってきてくれた。

「じゃあ、そこに座っていていただけますか？」

　映りをテストするために、録画ボタンを押しながら言う。

「もう撮ってる？　だったらメイク直したいわ」

　お義母さんがモジモジと照れながら言う。この仕草は、亜樹に似てるかも。

「お母さんはそのままで十分キレイだよ。でもこことここにしわが増えてきたな」

　カメラが回っているというのに、お義父さんはお義母さんの顔をつんつんつついている。

「やだー。じゃあ、もう少し高い化粧品に変えようかしら。ね、買ってもいい？」

　ふたりで楽しそうにじゃれ合っている。

　呆れてしまうけど、自然なやり取りが微笑ましくて、そのまま見守ることにした。

「高い化粧品を使えばキレイになるのか？」

　お義父さんが、なおもお義母さんの顔をつんつんしている。

「そうよ～。あなたの自慢の奥様になれるわよ」

　お義母さんが、お義父さんの肩をつんつん返す。

「じゃあいいよ」

　つんつん。

「ありがとう」

　つんつん。

　このラブラブなやり取りはいつものこと。お互いに愛し合っていることは、一いち目もく瞭りょう然ぜん。

　そんな関係が羨ましくて、ここに来るたび、数十年後、亜樹ともこんな風に会話ができていたらいいな、と思う。

　ただ、このムービーを式で流すわけにはいかない。ふたり並んで『亜樹、結婚おめでとう。幸せになってね』と微笑むシーンだけを使わせてもらうことにした。




「これが幼稚園で、小学校、中学校、高校、大学ね」

　どの亜樹もかわいい。って、今の俺、お義父さんぽかったな。

　ずっと共学だったという彼女には、当然男子と一緒に写っている写真もある。

「この子は亜樹の初恋の子よ。たしか峻しゅんくんて言ったかな」

「……初恋？」

　その声に顔を上げると、お義父さんが切なそうな表情をしている。お義母さんが指さしていたのは、少し不良っぽい、やんちゃな雰囲気の男の子だった。

　中学の修学旅行だそうで、バスの中で、亜樹と顔をくっつけるようにして写っている。

「小学校からずっと一緒でね。亜樹はいつも話をしていたわ。高校で離れ離れになったんだけど、中学の卒業式で第二ボタン貰ったんじゃなかったかな？」

「それで、彼とはどうなったんですか？」

　その峻くんとやらから目を離せないまま、聞いてみる。

「あら、聡さん、ヤキモチ？」

　目をキラキラさせるお義母さんは、明らかに面白がっている。

「あ、いいえ……」

　亜樹のように顔が赤くなってしまう。過去に嫉妬するなんて。

「その子とはなにもなかったはずよ。でも……」

　アルバムをペラペラとめくるお義母さん。

「あ、ほら、これ。成人式の時に再会して、『やっぱりあいつのこと、好きかも』なんて言ってたわね」

　親子で随分赤裸々に話すんだな、と思ったけど、この家族は基本的に隠しごとや嘘をつかない。亜樹いわく『結局バレるから』だそうだ。

　それにしても、こういう男がタイプなのか？　中学まではなかなか爽やかな容姿だったが、成人式では茶髪にピアスという、いかにもチャラそうな見た目をしている。

　俺とは真逆じゃないか。

「真逆のタイプって思ったでしょ」

　心の声をお義母さんに見透かされて、内心焦った。

「フフ。でも今は聡さんひと筋よ」

〝今は〟が引っかかるけど、お義母さんの言葉に嘘はない。現に亜樹は、俺に夢中なはずだ。多分。




　そのあともふたりのマシンガントークに付き合い、解放されたのは時計が八時を回ったころだった。かれこれ二時間ほど滞在したことになる。

「今日はごちそうさまでした。またお邪魔します」

「いつでもいらっしゃい」

　写真を借りて家に帰りついたのは九時。風呂に入ってから、写真を眺める。写っている亜樹は、どれも楽しそうに笑っている。

　白衣の姿もある。〝白衣の天使〟なんて言うけれど、俺にとって彼女は本当に天使のような存在だ。

　写真を見ていると、彼女が恋しくなってくる。

　亜樹の顔が見たい。

　亜樹の肌に触れたい。

　亜樹が欲しくてたまらない。

　俺はいつからこんなになったのだろうか。女なんて誰でも同じと思っていたのに。

「ん？　なんだこれは？」




　――ガチャッ。

　翌朝、夜勤明けの亜紀が頬を赤くして帰ってきた。

「ハァハァ、遅くなっちゃった」

「走って来たのか？」

　息が切れていて話せない代わりにコクっと頷く姿がかわいい。今すぐにでも抱きしめたくなるけど、まずは疲れている彼女を癒したい。

　昨晩作っておいた料理をふたりで食べ、食後の休憩でソファーに腰掛ける亜樹に、デザートのケーキを出す。

「わあ！　至れり尽くせりですね」

　うれしそうに頬張る姿を幸せな気分で眺めていると、危うく今日の目的を忘れてしまいそうになる。




「それで、なんの写真が変だったんですか？」

　昨日、彼女の実家で借りてきた中にあった〝問題の写真〟。それを彼女に無言で差し出す。

「あー！　これ！　あはははははは！」

　写っているのは、飲み会らしきシチュエーションでの亜紀と藤井先生。たしかに、藤井先生のあまりにひどい女装姿は笑える。

　でも、その藤井先生と頬をくっつけている亜樹の笑顔は笑えない。

「これ、一昨年おととしの忘年会ですよ。藤井先生がアイドルのモノマネしたんです」

　亜樹はなおも笑っている。

「そうだ、この写真藤井先生のＯＫ取れたら結婚式で使いません？」

「……ダメだ」

　亜樹は男心がわかっていない。愛する人が他の男と密着している写真なんて破り捨てたいくらいなのに、結婚式で使うなんて冗談じゃない。それに、ひとつ気が付いたことがある。

「俺たち、写真撮ったことないんだよな」

　ひとり言のように小さくつぶやいた言葉を、亜樹は聞き逃さなかった。ニヤッと笑い、俺を見る。

「なんだー。もしかしてヤキモチ？」

　図星だけど「そうだ」なんて言えない。思わず適当にごまかす。

「プロフィールビデオの最後はツーショットがいい、ってパンフレットに書いてあったんだ」

「本当に～？」

　思いきり疑いの目を向ける亜樹に、『嘘はバレる』という本山家の家訓がわかった気がした。

　これ以上追及されたくない。席を立って別室に逃げようとすると、亜樹が俺の服を掴んで引き止めた。。

「今から写真撮りましょう」

「……いいのか？」

　しまった、ついうれしそうな声になってしまった。

「私もふたりの写真、欲しいです」

　亜樹は満面の笑みでそう言ってくれた。

　でも、いざ撮影するとなると身構えてしまう。

「なんか表情硬いんだよなー」

　何枚か撮った写真を眺めながら、悩む。

「ねえ、先生」

「……先生じゃないだろ？」

　亜樹は時々、俺のことを「先生」と呼ぶ。仕方のないことだろうけど、いい加減慣れてほしい。

「すみません。聡さん」

　シュンと身を小さくする彼女を見て、思い付いた。

「亜樹、今度は呼び捨てにしてくれ」

「な、なんで!?」

　赤面する彼女を見て、今度は俺がニヤリと笑う番だ。

「いいから、言ってみて」

　顔を近づると、観念したように亜樹は目を閉じる。

「さ、聡」

「いい子だ」

　その瞬間、頬にキスをして、左手で掴んでいた携帯で写真を撮る。

「恥ずかしいから消して！」

　当然、彼女の要望には応えない。いい写真が撮れた。ビデオの最後はこの写真を使うことにする。

　きっとみんなに突っ込まれるだろう。でも結婚式くらい惚気させてくれ。

　愛する人と結ばれたことが、ものすごく幸せなんだ。そのことを、亜樹と俺の両親にも伝えたい。




　朝方、俺の腕の中で微睡まどろんでいる亜樹。世界で一番愛おしい存在。

「亜樹、好きだよ」

「ふふ……私も聡さんが大好きです」

　照れながら微笑む亜樹の笑顔は、写真では表現できないほど美しい。この笑顔を見るたびに思う。亜樹は俺の太陽だ、と。

　眩しいほどに輝き、光放つその色は俺の気分を高揚させる。

　暖色系の代表である赤い色。

　それは太陽の象徴。

　俺にしか作れないプロフィールビデオの中の亜樹は、太陽のような笑顔をメインに作ろう。そう決めた。
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　くすぐったい。

「悪い。起こしちゃったか」

　静寂の中に優しく響く低めの声。胸に埋めていた顔を上げると視線が合った。

「何時ですか」

　カーテンの隙間から光は射していない。今は九月。季節柄、日の出が遅いとはいえ、外はまだ真っ暗な様子。

「四時半」

　やっぱり。先生は相変わらず早起きだ。

「まだ寝てていいぞ。俺は亜樹のかわいい寝顔を見てるから」

　そんなこと言われたら、緊張して眠れなくなる。それにしても、さっきのくすぐったい感覚はなんだろう。

「あっ、指……」

　先生が私の左手の薬指をそっとつまんでいたのだ。昨晩、手を握ったまま寝てしまったのかな。

　でも、そうじゃなかった。

「そろそろ指輪を買おうと思ってサイズ見てたんだ」

　先生は私の薬指にキスをする。

「触っただけでわかるんですか？」

　もしかして、医者ならわかるのかも、そう思って聞いてみる。

「わかるわけないだろう」

　フッと笑う先生の笑顔につられると、唇に温かなぬくもりが下りてくる。こうなるともう眠りには戻れない。




　ベッドから出るころには、日も昇りはじめていた。シャワーを浴びて、絞りたてのオレンジジュースを飲む。

「さっきの続きだけど、どこのブランドの指輪がいい？」

　そう聞かれても、ファッションに疎うとい私は即答できない。

「私、全然詳しくないんです。こうちゃんに聞いてみようかな」

「こう……？　ああ、小野田くんのことか。たしかに彼のほうが詳しそうだ」

　なんだか、女子力低い認定された気がする。

「じゃあ、彼に相談しておいてくれ。週末、一緒に見にいこう」

　指輪か。興味がないわけじゃなかった。仕事柄つけられなかっただけで、キラキラしたものを見れば、私だって心がときめく。

　週末が俄然楽しみになる。




「あのさ、指輪ってどんなお店で買えばいいの？」

　こうちゃんと夜勤の日。見回りを終え、落ち着いた時間にお茶を飲みながら聞いてみた。

「はっ……？」

　聞くなり彼の顔が歪む。

「なに、その顔」

「亜樹先輩の惚気話なんか、聞きたくないですぅ」

　ふくれっ面でプイッとそっぽを向く。

「惚気てないよ。ほんとに困ってるんだよ。私、自分の指輪のサイズも知らないんだから」

　そう言うと目が大きく開いた。

「嘘でしょ!?　亜樹先輩女じゃないっっ!!」

　そこまで言われるとは。もう少し、おしゃれに関心持たないと。

「まぁ、そーゆーとこも、先輩らしくていいんですけどね～。いいですよ、教えてあ・げ・ま・す」

　そう言うと、休憩室に置いてあるファッション誌を持ってきた。ジュエリーの特集ページを開いて、あれこれレクチャーしてくれるけど、時々単語の意味がわからず困ってしまった。




　こうちゃんが「一番オススメ」と教えてくれたジュエリーショップは、入口に銀盤の大きな時計を掲げる、瀟しょう洒しゃな建物だった。ガラスのショーケースの中にきらびやかな宝石や時計が陳列されている。

　店内にいくつもケースがあるから、どこを見ればいいのかわからない。すると、紺のスーツを着た細身の女性店員が近づいてきた。

「よろしければ、ご案内いたします」

　そのエレガントな立ち居振る舞いに、ここがカジュアルなお店ではないことが私にも理解できた。

「婚約指輪を見せていただけますか？」

　こんな場所でも物もの怖おじしない先生は、カッコいいなぁ。店の奥に案内されていくうしろ姿をポーッと見ていると、先生が無言で手招きしてくる。

　慌てて、背中を追いかける。

「うわー……キレイ」

　紺色の大きなトレイに、ダイヤの指輪がたくさん並んでいる。

「気になるものがあったら、どうぞはめてみてください」

　にこやかに告げられるけど、彼女の手には白い手袋がはめられている。美術品を取り扱う時に、こんな手袋しているような。

　以前、テレビで見た光景を思い出す。この指輪たちも、素手でベタベタ触っていいものではないのだろう。

「どうしよう、選べない」

〝私なんかが触れない〟というつもりで言った言葉を、女性店員は別な意味で受け取ったようだ。

「ご予算ありましたら、教えてください。それに合わせて種類を絞っていけますよ」

　そう言われても、相場がわからない。数千円とかでないことはたしかだけど。

「予算は気にしないで結構です」

　きっぱりと告げる先生のセリフに、彼女の目がキラーンッと光った気がした。

「お若い女性は、シンプルなものを好まれることが多いですよ。ひと粒ダイヤのものなどはいかがでしょう」

　そう言って、新たなトレイを持って来る。

　デザインが絞られた分、さっきよりは見やすくなった。それに、ひと粒だと作業の邪魔にもなりにくそうだ。

　そう思いながら眺めていると、店内の光を四方に反射するほど光り輝く、透明なダイヤが目に留まる。その煌きらめきに見入っていると、そっと手を差し出される。

「ぜひ、お試しください」

　言い方に力が入っているのを感じながら指にはめさせてもらう。

「すごくキレイ……」

　ダイヤの光で、自分の手がポウッと明るくなったようだ。薬品で荒れた私の手を、輝きが包んでくれる。

　これは、はめた人をお姫様にする指輪だ。うっとりしていると、王子様――じゃなくて、先生が、ぐいっと私の手を掴んでしげしげと見つめる。

「似合うじゃないか。これにしたらどうだ」

　やすやすと言ってのけるけれど、大きな問題がある。

「これは、おいくらですか？」

「五百万円に消費税入れまして……五百四十万円です」

　エレガントに、生々しい数字を告げられた。

「えっ、無理」

　思わず、素のリアクションをしてしまう。しかしさすがプロだ、女性店員は表情を変えない。少し眉毛がピクッとしただけだ。

「こちらのダイヤは品質がいいので、どうしてもお値段も張ってしまうんです。でも、この輝きは一生消えませんよ」

「これでいいじゃないか」

　指輪を返そうとする私の手を先生が止めようとする。

「いえ、さすがにこんな高級品は無理です」

「遠慮するな」

「私に似合わないですよ」

「そんなことない。亜樹の輝きには、これぐらい、いやこれ以上の指輪じゃないとダメだ！」

　人前でどうしてそんなにキザなことを言うんだ。

　お互い譲らない私たちの間に入ったのは、女性店員だった。

「ゆっくり話し合っていただいて結構ですよ。一生に一度のことですから。もしご希望がまとまったら、お声がけください」

　にこやかにそう告げると、しずしずと私たちの元から離れていった。さすが高級店。エレガントさに隙がない。

　私は尊敬の眼で彼女の背中を見送りながら、ボソリとつぶやいた。

「聡さんの頑固者」

「それは君だろう」

　ふたりの目線の間に、まるで火花が散っているようだ。

　お互い一歩も譲らず睨み合っていると、ポケットが小さく震える。携帯を取り出すと、こうちゃんからの着信だった。

「すみません、ちょっと電話に出ます」

　一時休戦して、私は店の外に出た。

『もっしも～し、亜樹先輩～。指輪買えましたかぁ～？』

　街の雑踏の中でも響く、ハイテンションな声。でも、このタイミングは渡りに船、地獄で仏だ。

「ううん。今、ちょうど対立してたとこ。私は安物で十分なのに、先生が譲ってくれないの。ねぇ、どうすればいい？」

『やっだ～！　今の嫌味～』

　こうちゃんは、私の発言を大げさに責め立ててくる。

「そんなつもりじゃ……」

　たしかに嫌味だ。でも、今は緊急事態。責められてもいいから、助けてほしい。

『あはは、冗談ですって。僕も昨日、神野先生にアドバイスしたんですけどね～』

　えっ？　そんなの初耳だ。驚く私をよそに、彼は言葉を続ける。

『先輩にどんな指輪を選んであげたらいいか、聞かれたんですよぉ～。あっ、これ内緒だったのかな？　ま、いっか』

　見えないけれど、電話口でペロッと舌を出す彼の姿が浮かぶ。

『でもぉ～亜樹先輩って、人になにかしてもらうの苦手な人じゃないですかぁ～。だから、〝心に負担をかけないぐらいの、ほどほどの値段で、派手過ぎない指輪を探してあげて〟って伝えたんですぅ』

　さすがこうちゃん、私以上に私のことをわかってる！　でも――。

「そこまで聞いてるのに、どうして高いやつを買おうとするんだろう」

　先生の考えが、イマイチ読めない。

『だぁーかぁーらぁー。それ、嫌味ですって。先生、ぼくのアドバイス聞いても〝それでも亜樹には無色透明なダイヤを贈りたい〟って言ってたんですよぉ～。だったらぼくに聞かなきゃいいのに！』

　本当に怒っているかと思ったら、クスクス笑いが聞こえてくる。

『先輩、神野先生が透明なダイヤにこだわる理由、わかります？』

　そんなのわからない。

「医者の嫁として、安物を持ってたら恥ずかしいとか？」

『ブッブー』と、ふざけた声が聞こえる。

『なに言ってるんですか、もう！　〝亜樹は身も心も一点の曇りもない女性だから、曇りのないダイヤが似合う〟って言ってたんですよ。きゃ～っっ！　キザ～ッ！　恥ずかしい～！』

　そんなふうに思ってくれてたんだ。

　私は、先生に負担をかけたくない以上に、〝高級品をねだる女〟と見られるのがいやで、彼の申し出を固辞していたことに気づいた。先生の想いを頭から否定するばかりじゃいけない。

「ありがとう、こうちゃん。私、ちゃんと先生と話さないと」

『ご勝手にどうぞ～。ぼくもこのあとデートでーす』

　そう言って電話が切れた。

　デート？　これは週明けに問い詰めないと――。




「お待たせしてすみません」

「いや、大丈夫だ」

　店内に戻ると、先生はさっきより落ち着いた様子でいた。ここは先に私から謝ろう。

「さっきはごめんなさい。せっかく聡さんが勧めてくれたのに、頭から拒絶しちゃって」

「いや、俺こそ強引だった。で、どうする？」

　本当に決めてしまっていいものか、ドキドキする。

「透明なダイヤモンドでお願いします」

　そう言うと、先生は満足そうに笑って、さっきの女性店員に向かって「すみません」と声をかけた。

　彼女の目が光るのを、今度ははっきりと見た。

「お包みして参りますので、しばらくお待ちください」

　個室に通された私たちは、出されたシャンパンを飲んでひと息つく。

「でも、どうして考えが変わったんだ？」

　急に素直になった私に、先生は少し驚いていた。

「こうちゃんが、先生の言葉を教えてくれたんです」

「小野田くんが？　あいつ、バラしたな」

　そう言いながらも、怒ってる様子はない。先生も彼には心を許しているようだ。それはそうだろう。自慢の友達なんだから。

「でもな、亜樹。俺が透明なダイヤにこだわったのは、もうひとつ理由があるんだ」

　先生は人差し指を立ててくる。

「亜樹は透明の意味を知ってるか」

　よくわからず、首を横に振る。

「透明はその先がクリアに透けて見えるだろ？」

「そうですね。でも、それがダイヤとどんな関係が？」

　見つめると先生の目は、キラキラと輝いている。それこそ、私から見たらダイヤみたいだ。

「俺と君の薬指は、結婚してつながる。その間に曇りなんて必要ない。だから、透明なダイヤがよかったんだ」

「……先生って、ロマンチストですよね」

　予算とか、作業の支障にならないことばかり考えていた私とは、大違いだ。

「褒めてるのか、貶けなしてるのかどっちだ」

「褒めてますよ！　でもうれしいです」

　そんな風に考えてくれていたなんて。思わず抱きつきたくなる。いや、抱きついちゃおうかな。

　隣を見ると、先生も同じ気持ちだったのか、小さく手を広げている。

　私が体を前のめりにさせたその時、「お待たせいたしました」と声をかけられた。

　先生とふたり、顔を見合わせて照れ笑いする。

「このたびは、本当におめでとうございます。でも、このダイヤもおふたりの笑顔の輝きには負けますね」

　淡いピンクに金のリボンをかけた箱を紙袋に入れながら、女性店員はにっこりと笑った。




　新婚旅行先の旅館のベッドの上で、左手の薬指を眺める。さっきから聡さんは、うしろから私を抱きしめていて、ちょっと背中が重い。

「こんな贅沢を知っちゃって、私、この先大丈夫でしょうか。ものすごい散財グセがついちゃったりして」

「亜樹は大丈夫だろう。ジュエリーショップで値切ろうとするぐらいだし」

　それは言わないでください。箱は要らないから、その分安くならないか聞いただけなのに。からかってくる聡さんの手を、軽く抓る。

「だって、はじめてのお店で勝手がわからなかったんです」

　そう言うと、聡さんは私の左手首を持って、手の甲に口づけする。

「俺はいい奥さんを貰ったよ」

　その言葉に妻になった実感がした。





ＥＮＤ












あとがき




　このたびは本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。




　先に小説サイト『Berry's Cafe』の方を読んでくださった方の中には、こんなシーンあったかな、と疑問をお持ちになった方がいらっしゃるかもしれません。

　それもそのはず。

　本作は書籍化にあたり、大幅に加筆修正させていただきました。

　なにぶん、はじめての執筆でしたので、つじつまが合わない部分や乱文・乱筆が多かったのです。




　そんな未熟者で経験の浅い私と私の作品は、左記の方々にお力添えをいただき、無事に世に送り出せました。

　担当・増子真理様、編集協力・佐藤貴子様、イラスト・ｇａｍｕ様、校閲の皆様。

　心よりお礼申し上げます。

　そして読んでくださった皆様。

　感謝の気持ちでいっぱいです。

　ほんとうにありがとうござました。




　この貴重な経験を糧に、今後も皆様に読んでみたいと思っていただけるような作品を作っていきたいと思います。

　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。




　最後に、余談になりますが、本作の主人公ふたりの子供の話を『Berry's Cafe』にて『理屈抜きの恋』として執筆しています。

　よろしければそちらもご一読くださればうれしく思います。





春はる海みあずみ
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